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序

本県には、これまでに発見された約4,600か所の遺跡のほか、先人の遺産

である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、地域の

歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造していくうえで、

欠くことのできないものであります。

一方、一般国道７号琴丘能代道路をはじめとする高速交通体系の整備は、

ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根幹を

なすものであります。本教育委員会では、これら地域開発との調和を図りな

がら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。

本報告書は、一般国道７号琴丘能代道路建設事業に先立って、平成14年度

に能代市柏子所地区において実施しました柏子所Ⅱ遺跡の発掘調査成果をま

とめたものであります。当遺跡からは、トチの実のアク抜き作業を行った縄

文時代後期の水さらし場遺構や、縄文時代と平安時代の竪穴住居跡などが見

つかりました。

本書が、ふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助

となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御協力

いただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、能代市教育

委員会など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成17年３月

秋田県教育委員会

教育長 小 野 寺 清



例 言

１．本書は、一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書の14冊目である。

２．本書は、平成14年度（2002年度）に発掘調査した、秋田県能代市字柏子所に所在する柏子所Ⅱ遺

跡の調査成果を収めたものである。

３．本書に使用した図は、国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所提供の工事路線計画図1,000

分の１『能代地区地形図７』および建設省国土地理院発行の50,000分の１地形図『能代』、『森岳』

である。

４．遺跡基本層序と遺構土層図中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版 標準土色帖』2002年版に拠った。

５．第５章の自然科学分析（第４章第３節も含む）は下記の機関に依頼した。

放射性炭素年代測定、樹種同定分析 2002年度 株式会社古環境研究所

放射性炭素年代測定 2003年度 株式会社パレオ・ラボ

骨・種実同定 2003年度 〃

樹種同定 2003年度 〃

保存処理・樹種同定 2003年度 株式会社吉田生物研究所

６．本報告書を作成するにあたり、以下の方々からご指導・ご助言を賜った。記して感謝申し上げま

す。（五十音順）

榎本剛治・遠藤正夫・栗山知士・児玉大成・小林圭一・坂本真弓・杉野森淳子・中村哲也・

成田誠二・花海義人・播摩芳紀・藤井安正・山崎和夫・渡辺誠

７．本書の執筆は第５章を除き、村上義直が行った。

凡 例

１.遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出順に連番としたが、柱穴様ピットだけは検出順

に101以降の番号を付した。これらの中には精査と整理作業の過程で欠番としたものもある｡遺構の

種類に用いた略記号は下記の通りである。

ＳＩ 竪穴住居跡 ＳＫＩ 竪穴状遺構 ＳＢ 掘立柱建物跡 ＳＫ 土 坑

ＳＷ 炭焼き遺構 ＳＲ 土器埋設遺構 ＳＸ 水さらし場遺構

ＳＮ 焼土遺構 ＳＫＰ 柱穴様ピット

２．土層番号に用いた数字はローマ数字を遺跡基本層位に、算用数字を遺構土層に使用した。

３．遺物の縮尺は、土器１／３、石器１／２とした。

―ⅱ―
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図版２：ＳＸ42（北→）

ＳＸ42上流側の構造（北→）

ＳＸ42（南→）

ＳＸ42下部構造（東→）

ＳＸ42下流側の構造（北→）

ＳＸ42板材・礫出土状態（北→）

ＳＸ42板材（南東→）

ＳＸ42板材（南東→）

図版３：ＳＸ42覆土（北→）

水さらし場遺構調査状況（北西→）

捨て場遺物包含層とＳＸ42覆土（北東→）

捨て場遺物包含層とＳＸ42覆土（北→）

水さらし場遺構調査状況（北西→）

Ｂ区Ⅵ層堆積状態（北→）

ＳＸ42東壁面地滑り状土層堆積（北西→）

ＳＸ43確認状態（北西）

図版４：ＳＸ44堰部確認状態（北→）

ＳＸ44堰部土層断面（北→）

ＳＸ44板材の留め杭（北西→）

ＳＸ44東側部分の旧自然木（東→）

ＳＸ44下流側（北西→）

Ｂ区確認調査の状況（北→）

Ａ区から見た調査前のＢ区（南→）

Ａ区から見た調査中のＢ区（南西→）

図版５：ＳＩ26完掘（北→）

ＳＩ26完掘（南東→）

ＳＩ26土層断面（南→）

ＳＩ26ベンチ部分（南東→）

ＳＩ26壺形土器出土状態（南東→）

ＳＩ26覆土出土土器（南→）

ＳＩ26遠景（北西→）

図版６：ＳＫＩ35土層断面（南東→）

ＳＫ04・05土層断面（西→）

ＳＫ06遺物出土状態（北西→）

ＳＫ06土層断面（西→）

ＳＫ08・09完掘（西→）

ＳＫ09土層断面（北西→）

ＳＮ32確認（西→）

ＳＲ14確認（南→）

図版７：Ｂ区（南西→）

捨て場遺物出土状態（南東→）

捨て場遺物出土状態（北東→）

捨て場トチ種子細片出土状態

捨て場遺物出土状態（南西→）

捨て場遺物出土状態（南西→）

捨て場種子等出土状態

調査後Ｃ区横断面（北西→）
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図版８：ＳＩ33、ＳＩ21完掘（西→）

ＳＩ19完掘（西→）

ＳＩ19炭化物集中地点（南→）

ＳＩ19カマド完掘（南西→）

ＳＩ20完掘（西→）

図版９：ＳＩ20カマド精査中（西→）

ＳＩ21土層断面（南→）

ＳＩ21カマド（南西→）

ＳＩ21カマド（西→）

ＳＩ21カマド ピット（南→）

ＳＩ21カマドＢ土層断面（北→）

ＳＩ24完掘（西→）

ＳＩ24カマド完掘（西→）

図版10：ＳＩ27完掘（東→）

ＳＩ27カマド精査中（南東→）

ＳＩ34完掘（北西→）

ＳＩ34焼土確認（西→）

ＳＫＩ38完掘（東→）

ＳＫ03完掘（南東→）

ＳＮ17・ＳＫ22完掘（東→）

ＳＫ23完掘（西→）

図版11：ＳＫ29完掘（北西→）

ＳＫ31完掘（北東→）

ＳＫ40土層断面（南→）

ＳＫ02完掘（北西→）

ＳＫ36完掘（東→）

ＳＫ37完掘（東→）

ＳＷ01完掘（北西→）

ＳＮ15・17・18確認状態（北→）

図版12：ＳＩ26出土土器

ＳＩ26出土土器

ＳＩ26出土土器

ＳＩ26出土土器・石器

ＳＫ06出土石器

ＳＫ06出土土器

ＳＫ06出土土器

ＳＫ06出土土器

図版13：ＳＲ14出土土器

ＳＸ42出土土器

ＳＸ42出土遺物

ＳＸ44出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

図版14：捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土土器

捨て場出土石器

弥生時代の土器

図版15：ＳＸ44-38 構造材（板目材）

ＳＸ42-460構造材（板目材）

ＳＸ42 構造材（丸木材）

ＳＸ42 構造材（炭化部分）

ＳＸ42 構造材（細杭加工痕）

ＳＸ42 構造材（杭）

ＳＸ42 構造材（杭尖端）

ＳＸ42 構造材（杭尖端）

図版16：ＳＩ19出土土器

ＳＩ20出土土器

ＳＩ21出土土器

ＳＫ31出土土器

ＳＩ19出土土器

ＳＩ24・34出土土器

ＳＫ31出土土器

遺構・遺構外出土遺物
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第１章 はじめに

第１節 調査に至る経過

一般国道７号琴丘能代道路建設事業は、山本郡琴丘町から山本郡二ツ井町までの全長33.8㎞を自動

車専用道路として整備する事業である。

昭和58年度からすでに事業化されていたが、平成元年度に高規格道路網の整備促進の一環として、

自動車専用道路に規格変更された。その後工事が進められ、平成４年度には八竜ＩＣから能代南ＩＣ

までの4.1㎞が暫定供用区間として開通した。平成６年度には、能代南ＩＣ～能代東ＩＣ間（6.7㎞）

の区間延伸が決定し、平成12年度に同区間の工事が開始された。

これを受けて秋田県教育委員会は、平成12年度から能代南ＩＣ～能代東ＩＣ間を対象とした遺跡分

布調査及び遺跡確認調査を開始した。柏子所Ⅱ遺跡は平成12年度の分布調査により新たに発見された

遺跡で、平成13年10月に行われた確認調査の結果、古代の竪穴住居跡や縄文時代の遺物包含層などが

検出され、台地部分では古代の集落跡、低地部分では水流を利用した遺構の存在が推測された。この

結果について秋田県教育委員会は国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所と協議し、発掘調査

による記録保存の措置を講じる運びとなった。発掘調査は、平成14年度に2,650㎡を対象に行われた。

第２節 調査要項

遺 跡 名 柏子所Ⅱ遺跡

所 在 地 秋田県能代市字柏子所158－２

調 査 期 間 平成14年７月22日～11月15日

調 査 目 的 一般国道７号琴丘能代道路建設事業

調 査 面 積 2,650㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 村上義直（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 文化財主事）

山田広美（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 文化財主事・五城目町派遣職員）

足利直哉（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 非常勤職員）

堀井帝仁（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 非常勤職員）

高橋浩樹（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 非常勤職員）

楢岡 淳（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 非常勤職員）

総務担当者 藤原康悦（秋田県埋蔵文化財センター総務課 副主幹）

高橋 修（秋田県埋蔵文化財センター総務課 主任）

土橋謙一（秋田県埋蔵文化財センター総務課 主事）

田口 旭（秋田県埋蔵文化財センター総務課 主事）

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所・能代市教育委員会
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第１図 琴丘能代道路と関連遺跡

縄縄手手下下遺遺跡跡

樋樋口口遺遺跡跡

塞塞ノノ神神遺遺跡跡

上上ノノ山山ⅡⅡ遺遺跡跡ムムササ岱岱遺遺跡跡

寒寒川川ⅡⅡ遺遺跡跡

寒寒川川ⅠⅠ遺遺跡跡

石石丁丁遺遺跡跡

福福田田遺遺跡跡

十十二二林林遺遺跡跡

蟹蟹子子沢沢遺遺跡跡

能能代代南南ＩＩ．．ＣＣ

能能代代東東ＩＩ．．ＣＣ

柏柏子子所所ⅡⅡ遺遺跡跡

０ ２㎞
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０ 50ｍ

第２図 工事計画と調査範囲



第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

柏子所Ⅱ遺跡がある秋田県能代市は、秋田県沿岸北部の米代川河口に開けた能代平野に立地する街

である。市街地は主に米代川左岸の沖積低地と海岸線に沿って発達する能代砂丘上に形成されている。

米代川は、奥羽山脈、太平山地、白神山地などを水源とするいくつもの支流を集めた県北部の大河で

あり、川の両岸には河成段丘が発達している。段丘は、高位段丘、中位段丘、低位段丘の３つに大別

され、各段丘はさらにいくつかに細分されている。米代川河口に広がる沖積低地も、高位沖積低地、

中位沖積低地、低位沖積低地の３つに分けられている。

柏子所Ⅱ遺跡は、能代市の中心部から南東に５㎞、ＪＲ奥羽本線東能代駅からは南西に２㎞の北40

度10分18秒、東経140度３分33秒に位置する。

遺跡は、市街地の南東側、沖積平野と接する浅内台地北端部にあり、遺跡が立地する段丘面は中位

段丘の最高位面（武蔵野面）に相当する。この段丘面の標高は25～50ｍで、能代市東部の檜山地区か

ら能代市南部の浅内地区や山本町北部にかけて

広がっている。

遺跡北側の沖積低地は高位沖積面（標高８～

10ｍ）にあたる。この沖積面は約6000年前の縄

文海進時（最高海水準時）の堆積面とされ、平

安時代に起きた十和田火山の噴火による泥流堆

積物で覆われている。遺跡付近の沖積地を形成

する土壌は、台地崖よりの排水が著しく不良な

部分に帯状に分布する強粘～粘質の細粒質泥炭

質位グライ低地土で、古くは湿地帯であったと

される。
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第３図 遺跡の位置

０ 40㎞
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０ ３㎞

第４図 遺跡周辺の地形分布図

造成地・海岸

新砂丘

沖積低地１

沖積低地２

沖積低地３

古砂丘

中位段丘２

中位段丘３

山地・丘陵・段丘崖

凡 例

古古砂砂丘丘
古古砂砂丘丘

古古砂砂丘丘

古古砂砂丘丘



第２節 歴史的環境

柏子所Ⅱ遺跡周辺では、旧石器時代から中世まで多くの遺跡が確認されている。

旧石器時代では、当遺跡の南西2.2㎞に此掛沢Ⅱ遺跡（第５図26）がある。昭和58年の調査は、米

代川流域で初めて本格的に行われた旧石器時代の遺跡調査となり、1750点の石器が出土した。この中

には、ナイフ形石器、米ヶ森型台形石器、局部磨製石斧などが含まれている。この調査で特筆される

のは、雄物川流域で発見された米ヶ森型台形石器（協和町米ヶ森遺跡出土）が米代川流域においても

確認されたことである。

縄文時代の遺跡では、晩期の柏子所貝塚（第５図７）が有名である。昭和30～33年に行われた調査

では、縄文時代の人骨が８体検出されている。人骨が検出されたのは土坑墓で、埋葬人骨の頭位方向

が明らかであることや人骨頭部に朱がかけられていた状態が確認されたことなどから、当時の埋葬形

態を研究する上で貴重な資料となっている。そのため柏子所貝塚は昭和30年に県の史跡に指定されて

いる。土坑墓以外にも貝塚からは、骨角器、装身具、動物遺体など貴重な遺物が多数出土している。

弥生時代の遺物がまとまって出土する遺跡は当遺跡周辺には少なく、近い所では当遺跡の南西４㎞

に寒川Ⅰ跡（第１図）がある。この遺跡からは、弥生時代後半の遺物とともに続縄文文化の後北Ｃ２・

Ｄ式土器が出土している。この土器が出土した土坑は墓とみられ、その形態の特徴は、北海道の同時

期の墓と共通した特徴を示している。

古代の遺跡は、当遺跡の東0.6㎞に腹鞍の沢遺跡（第５図４）、南東1.8㎞に小友Ⅲ遺跡がある。腹

鞍の沢遺跡は昭和56年に秋田県教育委員会によって、小友Ⅲ遺跡は平成７年に能代市教育委員会によっ

てそれぞれ調査が行われ、ともに平安時代の集落跡であることがわかっている。このうち小友Ⅲ遺跡

から出土した遺物の中には、在地の土器の中に擦文土器が含まれている。この他に近年では、平成13

年度に塞ノ神遺跡、平成14年度には上の山Ⅱ遺跡（第５図24）、ムサ岱遺跡（第５図25）の調査が行

われている。上ノ山Ⅱ遺跡（昭和58年にも調査）とムサ岱遺跡は近接する平安時代の大集落で、ムサ

岱遺跡からは搬入品とみられる擦文土器もみつかっている。

中世の遺跡には、珠洲系陶器が出土している仁井田白山遺跡（第５図１）、青磁が出土している新

山前遺跡（第５図２）などがある。

以上のように当遺跡周辺では、旧石器時代から中世に至る人々の営みを確認することができる。こ

の中で注目されるのは、後北式土器や擦文土器といった北海道を中心とする文化圏の遺物で、これら

の遺物は文化の異なる人々との交流を強く想起させる。能代は沿岸部に位置し、米代川の水運にも恵

まれていることから、南北の異なる文化が流入しやすい所だったとみられる。

近世に入り能代市は秋田杉の集積地として繁栄し、現在においては市内の至る所で木材関連工場が

操業し、日本を代表する製材都市として位置付けられるようになった。近年はロシア、北アメリカ、

インドネシアなどからの原木の輸入が活発になり、物流は国内から国外へと大きく広がっている。

第２章 遺跡の環境
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第５図 周辺の遺跡

０ ２㎞

柏柏子子所所ⅡⅡ遺遺跡跡
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冨樫泰時 『日本の古代遺跡 24 秋田』保育社 1985（昭和60）年

能代市史編纂委員会 『能代市史 資料編 考古』 能代市 1995（平成７）年

能代市史編纂委員会 『能代市史 特別編 自然』 能代市 2000（平成12）年

高橋 学 ｢米代川流域にも擦文土器あり－能代市小友Ⅲ遺跡にみる古代集落の一様相－｣『阿部正光

君追悼集』阿部正光君追悼集刊行会 2000（平成12）年

第２章 遺跡の環境
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第２節 歴史的環境
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遺跡番号 遺 跡 名 種 別 遺 構 ・ 遺 物

1 仁井田白山 遺物包含地 珠洲系陶器

2 新 山 前 遺物包含地 青磁片、石器片、石鏃

3 塩 干 田 遺物包含地 須恵器、中世陶器

4 腹 鞁 の 沢 遺物包含地
縄文時代竪穴住居跡、平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物跡、

縄文土器、土師器、須恵器、石器

5 下 相 染 下 遺物包含地 須恵器

6 柏 子 所 遺物包含地 縄文土器、石匙、石鏃

7 柏子所貝塚 貝 塚

土坑墓(人骨埋葬)、縄文土器、鉢、壺、皿等、土製品、骨角

製品、貝類、獣骨、魚骨、鳥骨、石槍、石斧、石鏃、石棒、

土偶

8 相 染 森 遺物包含地
フラスコ状土坑、土坑、溝跡、縄文土器片、トランシェ様石

器、須恵器、石器

9 古 屋 布 遺物包含地 縄文土器片、須恵器片

10 西 ノ 沢 遺物包含地 縄文土器片

11 小 友 Ⅴ 遺物包含地 石器片

12 小 友 Ⅰ 遺物包含地 縄文土器片、石匙

13 蟻の台Ⅸ Ａ 遺物包含地 縄文土器片、土師器片

14 蟻の台Ⅸ Ｂ 遺物包含地 縄文土器片、土師器片

15 蟻の台Ⅸ Ｃ 遺物包含地 縄文土器片、土師器片

16 塞 ノ 神 遺物包含地 平安時代竪穴住居跡、土師器、縄文土器片

17 船 沢 遺物包含地 縄文土器、土師器

18 蟻 の 台 Ⅴ 遺物包含地 縄文土器片、石器片、石匙

19 蟻 の 台 Ⅵ 遺物包含地 石器片

20 蟻 の 台 Ⅶ 遺物包含地 縄文土器片、石器片

21 塞 ノ 神 Ⅱ 遺物包含地 縄文土器片、石器

22 此 掛 沢 Ⅲ 遺物包含地 縄文土器、石器、黒曜石、砥石

23 蟻 の 台 Ⅳ 遺物包含地 土器埋設遺構、炭焼窯、縄文土器片

24 上 の 山 Ⅱ 遺物包含地
平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土版、土師器、須恵器、

陶磁器

25 ム サ 岱 遺物包含地
フラスコ状土坑、平安時代竪穴住居跡、縄文土器、土師器、

擦文土器、須恵器、羽口、紡錘車、鉄滓、鉄剣

26 此 掛 沢 Ⅱ 遺物包含地
フラスコ状土坑、平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土版、

弥生式土器、土師器、羽口、鉄滓、旧石器

27 赤 ハ ゲ Ⅰ 遺物包含地
縄文土器片、土師器片、須恵器片、鉄滓、鉄鏃

28 赤 ハ ゲ Ⅱ 遺物包含地

29 九郎左ヱ門台 遺物包含地 土師器片

30 割 道 Ⅱ 遺物包含地 縄文土器片、石器片

第１表 柏子所Ⅱ遺跡周辺の遺跡一覧



第３章 調査の概要

第１節 遺跡の概観

柏子所Ⅱ遺跡はＪＲ奥羽本線東能代駅から南西２㎞、県指定史跡の柏子所貝塚からは東に0.8㎞の

台地先端部にある。調査区の標高は８～25ｍで地形は高い方から斜面、平坦面、谷に区分できる。

今回の調査結果から、当遺跡は縄文時代中期・後期・晩期、弥生時代、平安時代の複合遺跡である

ことがわかった。このうち主体となるのは縄文時代後期と平安時代で、縄文時代では県内で２例目と

なる水さらし場遺構を検出した。

縄文時代の遺構は主に調査区の中央から南側で検出したが密度は高くない。竪穴住居跡は調査区中

央部で１軒、水さらし場遺構は谷の部分で検出した。谷からは縄文時代後期を主体とする捨て場も検

出され、出土した遺物には、土器、石器、動植物遺体などがある。

弥生時代の遺構は北東部で竪穴住居跡を１軒検出した。近くには緩やかな谷状の地形があり、そこ

からは弥生時代の土器が出土している。

平安時代の遺構は調査区のほぼ全域で検出した。竪穴住居跡は６軒検出し、これらは調査区北東部

に集中している。遺物は、土師器、須恵器などが出土した。

第２節 調査の方法

調査の方法は、グリッド法を採用した。琴丘能代道路建設工事のセンター杭（STA.№.223）を基

点として国家座標Ｘ系の座標北を求め、これによって得られる南北ラインに基づき、４ｍ×４ｍの方

眼杭を打設してグリッドを設定した。具体的には、基点にＭＡ50の呼称を付し、西に行くに従いＭＢ、

ＭＣ、ＭＤ………というアルファベットを、北に行くに従い51、52、53………という二桁の算用数字

を用い、これを組み合わせた記号で位置を示した。その際、４ｍ方眼の南東隅に位置する杭を当該グ

リッドの名称とした。

検出した遺構は発見順に略記号および番号（柱穴様ピットは101番から）を付して区別した。

調査は表土の掘り下げ、包含層の掘り下げ、遺構精査という手順で進めた。表土は重機で除去し、

遺物が多く含まれている包含層や遺構確認面までの掘り下げは手作業で行った。出土した遺物には遺

跡名・出土位置・出土層位・出土年月日を記録し、取り上げを行った。また、遺物番号を付したもの

は出土レベルも記録した。検出遺構・遺物は、必要に応じて35㎜判モノクロネガフィルム、リヴァー

サルフィルム、カラーネガフィルムで記録撮影した。

第３節 調査の経過

当遺跡の調査は、重機による事前の表土除去を除くと７月22～11月15日の期間で行われた。水さら

し場遺構の検出、工事計画との調整、豪雨などが原因で結果として調査期間を延長することになった。
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以下に主な出来事を列記する。

７月８～16日：職員立ち会いのもと重機による表土除去作業を実施する。

７月22日：調査開始日。職員に対する作業の具体的な説明、ベルトコンベアのセットなどの環境整備

を実施する。

８月５日：前日の豪雨で遺跡内を通る道路の法面が崩壊し、土砂が谷部分の調査区に流れ込み約100

㎡が埋没する。約30㎝の厚さで土砂が堆積した。

８月26日：道路の付け替え工事が開始される。

９月13日：谷部分から木組み状の遺構を検出（後に水さらし場遺構と判明）する。

９月17日：旧工事用道路部分の調査を開始する。

９月25日：能代市文化財保護審議委員５名が来跡する。

10月15日：村越潔青森大学教授、成田誠治氏（青森県文化財保護指導員）が来跡する。

10月16日：渡辺誠名古屋大学教授、成田誠治氏、鷹巣町教育委員会佐野氏他２名が来跡する。

10月23日：水さらし場遺構の報道発表を行う。

10月24日：地域住民十数名が来跡する。

10月25日：冨樫泰時秋田県立博物館館長が来跡する。

10月28日：青森県埋蔵文化財調査センター杉野森淳子氏、坂本真弓氏が来跡する。

10月29日：青森市教育委員会児玉大成氏が来跡する。

11月１日：青森県埋蔵文化財調査センター中村哲也氏が来跡する。

11月11日：能代市教育委員会職員が来跡する。

11月14日：本格的な降雪となる。午後、原因者側への調査区の引き渡しを完了する。

11月15日：調査機材の整理や輸送を行い、全ての調査工程を終了する。

第４節 整理作業の方法と経過

調査では、18リットルコンテナ換算で256箱の縄文土器を中心とする遺物が出土した。

整理作業は、秋田県埋蔵文化財センター中央調査課で行なった。遺物は洗浄・注記をしたのち、集

計、分類、接合作業、実測図作成などを行ない、遺構図面については村上の指示のもと非常勤職員２

名が第２原図を作成し、それをトレースした。

第４節 整理作業の方法と経過
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第３章 調査の概要
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第６図 グリッド配置図
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第４章 調査の記録

第１節 基本層序

本遺跡は浅内台地の北端部に立地している。台地の縁は地滑りが起きやすい部分で、遺跡の西にあ

る柏子所集落周辺では地滑り地帯特有の地形が確認されている。本遺跡の地形は標高の高い方から台

地斜面（Ａ区）、狭小な平坦面（Ｃ区）、谷（Ｂ区）の大きく３区分できるが、谷部分の調査では縄文

時代後期に起きたとみられる地滑りの跡を確認した。また、平坦面（Ｃ区）についてもそれ以前に台

地先端部が大規模に滑落した部分である可能性が高いことがわかった。このように本遺跡の地形の成

り立ちは複雑であるため、層序もそれを反映した様相になっている。（第７図）

Ａ区は本来段丘の縁に当たる部分であるが、地滑りや浸食作用によってか段丘面と段丘崖の境界が

不明瞭な地形となっている。Ａ区の調査では地山より下の層は確認できなかったが、斜面の下方にあ

る谷部分には、小規模な鉄砲水などの水流で運ばれたとみられる砂礫が厚く堆積しているため、これ

らの供給源として台地の地下に礫層が存在することが推定できる。また、遺跡近くの露頭では水平に

堆積する段丘礫層も確認している。層序は、Ⅰ層が表土（層厚20㎝）、Ⅱ層が黒色シルト（層厚10㎝）、

Ⅲ層が黒褐色シルト（層厚25㎝）、Ⅳ層が暗褐色シルト（層厚20㎝）、Ⅴ層が黄褐色シルト（地山）で

ある。このうち、Ⅱ・Ⅲ層が古代から縄文時代の遺物包含層とみられるが、遺物はほとんど出土して

いない。Ⅴ層の標高が低い部分では礫の混入がみられる。遺構確認面はⅤ層上面である。

Ｃ区は、斜面下方の狭小な平坦面であり、多少の起伏が存在する。この平坦面は既述のとおり、台

地先端部の滑落（縄文時代中期前葉以前）によって形成された部分と考えられる。その根拠として当

部分の地山の状態が一様でないことがあげられる。Ｃ区の地山は褐色土をベースに砂や礫が混入する

状態であるが、場所によって礫の混入量は異なり地山全体が撹乱を受けているようにみえる。このよ

うな状態は台地先端部が低地に滑落し、安定する過程で上下の層が入り交じったためと考えられる。

そのためＣ区の地山の由来は台地先端部の地山であるⅤ層とその下位に堆積する砂・礫層に求めるこ

とができる。なお、調査後の工事で切り取られたＣ区の東西横断面（図版７）を観察したが、そこで

は水平方向に広がる層はほとんど確認できず、砂質土や砂の中に礫集中部分や粘土などがブロック状

に存在している状態を確認した。層序は、Ⅰ層が表土（層厚15㎝）、Ⅱ層が黒褐色シルト（層厚35㎝）、

Ⅲ層が砂礫を含む黄褐色シルト（地山・台地先端部の崩落土に由来）である。弥生時代の遺物が出土

した小さな谷地形以外では、Ⅰ層の下はⅢ層となる。遺構確認面はⅢ層上面である。

Ｂ区は台地先端部の滑落によって形成された平坦面（Ｃ区）が浸食された部分と考えられる。調査

前の現状は、Ａ区からＢ区の間の斜面から湧出する水を集めた小さな流れ（毎分約10リットル）が注

ぎ込む湿地となっていた。調査の結果、Ｂ区では大きく分けて２度の急激な砂礫堆積作用（Ⅲ、Ⅴ層）

の後、比較的穏やかな黒色シルトの堆積によって調査前の地形が形成されたことがわかった。層序は、

Ⅰ層が表土（層厚20～40㎝）、Ⅱ層が黒色シルト（層厚10㎝前後）、Ⅲ層が灰色の砂礫（層厚60～０㎝）、

Ⅳ層が黒色シルト（層厚30㎝前後）、Ⅴ層が灰色の砂礫（層厚45㎝）、Ⅵ層が黒色の泥炭層（層厚10㎝）、

Ⅶ層が黒～灰色砂礫層になる。このうち、Ⅱ層が縄文時代後期末葉から晩期、Ⅳ層が縄文時代後期前
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葉から後期末葉、Ⅵ層が縄文時代後期初頭の遺物包含層になる。Ⅱ層とⅣ層は捨て場を形成する層で

ある。Ⅱ層の分布範囲は狭く、谷頭の比較的標高の高い部分に限定される。Ⅳ層はさらに３層に分け

られるが、主体となるのは遺物を多量に含むⅣａ層である。このⅣａ層は台地斜面（Ａ区）のⅢ層に

対応すると考えられる。Ⅲ層は水さらし場遺構内に堆積した砂礫（第17図Ｅ－Ｆ、４、５、６）と、

この砂礫がオーバーフローして堆積したとみられる層（同図、７）である。Ⅲ、Ⅴ層は色調や礫の大

きさからさらに４層に分けられるが、遺物はほとんど含まれない。Ⅵ層は時間の経過とともに植物遺

体が酸化し赤みを帯びてくる。Ⅶ層は砂礫層である。なお、Ⅶ層から下の層は、礫、砂、粘土層など

第４章 調査の記録

―14―

第７図 調査区内の呼称と基本層序
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第１節 基本層序
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第８図 遺構配置図

０
40
ｍ

57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35

M
N
M
M
M
L
M
K
M
J
M
I
M
H
M
G
M
F
M
E
M
D
M
C
M
B
M
A
L
T

L
S
L
R

L
Q

L
P
L
O
L
N
L
M

L
L
L
K
L
J

L
I
L
H

L
G
L
F

水
さ
ら
し
場
（
Ｓ
×
42
・
43
・
44
）

捨
て
場

17
.5
ｍ

Ｓ
Ｋ
36

18
.0
ｍ

18
.5
ｍ

22
.0
ｍ

19
.0
ｍ

19
.5
ｍ

20
.0
ｍ

20
.5
ｍ

21
.0
ｍ

21
.5
ｍ

22
.0
ｍ

22
.5
ｍ

23
.0
ｍ

23
.5
ｍ

24
.0
ｍ

24
.5
ｍ

Ｓ
Ｂ
45

Ｓ
Ｋ
37

Ｓ
Ｋ
Ｉ
35

Ｓ
Ｋ
Ｉ
38

Ｓ
Ｋ
03 Ｓ

Ｋ
39

Ｓ
Ｎ
48Ｓ

Ｋ
46

Ｓ
Ｋ
09

Ｓ
Ｋ
08

Ｓ
Ｋ
04

Ｓ
Ｋ
05

礫
露
出

12
.0
ｍ

12
.5
ｍ

12
.0
ｍ

11
.0
ｍ

11
.5
ｍ

12
.0
ｍ

12
.5
ｍ

12
.5
ｍ

13
.0
ｍ

Ｓ
Ｘ
44

Ｓ
Ｋ
40

Ｓ
Ｎ
32

Ｓ
Ｋ
41

Ｓ
Ｉ
26

Ｓ
Ｋ
25

Ｓ
Ｋ
30Ｓ

Ｎ
15

Ｓ
Ｋ
31

Ｓ
Ｉ
27

ＳＳ
ＮＮ
1177

Ｓ
Ｋ
22

Ｓ
Ｉ
24

Ｓ
Ｉ
21 Ｓ
Ｉ
33

Ｓ
Ｉ
34

Ｓ
Ｋ
23

Ｓ
Ｋ
29

Ｓ
Ｉ
19

Ｓ
Ｋ
28

Ｓ
Ｉ
20

Ｓ
Ｒ
14

Ｓ
Ｎ
18

Ｓ
Ｋ
47

Ｓ
Ｋ
49

Ｓ
Ｋ
06

Ｓ
Ｗ
01

Ｓ
Ｋ
02

Ｓ
Ｘ
42

Ｓ
Ｘ
43



が混在する複雑な層位となっている。これらの層は、Ｃ区のⅢ層と同様に台地先端部の崩落土に由来

する層と考えられる（図版７参照）。

第２節 検出遺構の概要

調査では、縄文時代、弥生時代、平安時代の遺構を検出した。縄文時代の遺構は、竪穴住居跡１軒、

竪穴状遺構１基、土坑５基、土器埋設遺構１基、焼土遺構１基、水さらし場遺構３か所、捨て場１か

所である。弥生時代の遺構は、竪穴住居跡１軒である。平安時代の遺構は、竪穴住居跡６軒、竪穴状

遺構１基、土坑９基である。その他、時代不明の遺構として掘立柱建物跡１棟、土坑８基、炭焼き遺

構１基、焼土遺構３基がある。

遺物出土量を示す単位として、コンテナとポリ袋を用いた。コンテナは18リットルのものを、ポリ

袋は12号（34㎝×23㎝）のものを１とした。

第３節 縄文時代の遺構と遺物

１ 遺構と出土遺物

（１）竪穴住居跡

ＳＩ26（第９図、図版５）

位置：ＬＴ49・50グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（南－北）4.4ｍ、短軸（東－西）3.9ｍ、深さ0.67ｍ

Ⅲ層上面で黒褐色の円形プランとして確認した。Ｐ238と切り合うが、Ｐ238は当遺構の埋没過程に

おいて掘り込まれたピットで当遺構よりも新しい。覆土は自然堆積によるものと考えられる。完掘の

結果、壁寄りに床面から30㎝前後高いベンチ状の平坦面をもつ住居であることが判明した。確認面か

ら床面までの深さは70㎝ほどで、住居中央部には、長軸60㎝、短軸40㎝ほどの地床炉がある。床面や

ベンチ面はともに固くしまっている。床面やベンチ面からは、柱穴とみられるピットを多数検出した

が、規則的な配置は認められなかった。主柱穴には、他の柱穴より大きく、深さもあるＰ１～８が考

えられる。遺物は、覆土からの出土が多く、床面から出土したものは少ない。ベンチ直上から出土し

た遺物は２でベンチ部分に直立した状態で出土した。床面から出土した遺物は、18である。また、１

は４層から出土した土器で、横倒しで潰れた状態で出土している。住居の埋没過程において廃棄され

たものと考えられる。３は２層、４、６は４層、８は３層から、18とＳ４は床面から出土している。

時期：ベンチ部分から出土した土器や、覆土に廃棄された土器の年代から、縄文時代後期後葉に構築

された遺構と考えられる。

遺物（第10、11図）

縄文土器がコンテナで２箱、石器が１/２箱出土している。土器は縄文時代後期と晩期に属するも

のである。１は深鉢形土器である。口縁は平らに作り出され内傾している。表面には、オオバコを回

転施文したとみられる擬似縄文がみられる。２は壺形土器の口縁から頸部である。１同様に口縁が平

らに作り出され内傾している。表面は無文で、内面には輪積み痕が残る。３は４条の細い沈線を施し

第４章 調査の記録
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た後、沈線の上に瘤を貼り付けている。瘤の頂部には縦位の切り込みがある。沈線は粗雑である。４

～８は底部及び胴部である。上げ底気味のものが多い。９は地文上に太い沈線と円形刺突を施した土

器である。10、11は磨消縄文が施された土器である。10は木葉状の磨消縄文が施された壺形土器で、

頸部付近は無文である。12は口縁に小突起をもつ。地文はＬＲ原体による斜縄文である。13は無文地

に隆帯を貼付した土器で、隆帯には刻みが施されている。14は壺形土器で沈線文が描かれている。15

は粗い４条の沈線を施したのち、瘤を貼付している。16、17には雑な櫛描状の沈線が施され、16には

貼り瘤がある。18は深鉢形粗製土器の口縁部である。脆弱で表面が摩滅しているため原体の詳細は不

明であるが斜縄文が施されている。19、20は粗製土器で、ともに口縁は平らである。19は器表面に粗

い調整痕がみられる。21～23、25は括れた口縁部に無文帯をもつ土器である。地文は全てＲＬ原体の

斜位回転による斜縄文である。26～28は斜縄文が施された土器である。26、27は口縁部で、口縁は平

らに作り出されている。

Ｓ１は石槍の基部で、表面中央に稜を持つ。Ｓ２は石匙で、やや急角度の刃部が作り出されている。

Ｓ３は石匙の未製品である。Ｓ４～６は掻器である。Ｓ５は側縁に刃部が作り出されている。Ｓ７は

二次加工のある剥片である。Ｓ８・９は磨製石斧で、刃部を欠損し全体に擦痕が著しい。

（２）竪穴状遺構

ＳＫＩ35（第12図、図版６）

位置：ＭＫ39～41、ＭＬ39・40グリッド（Ａ区）

規模：長軸（南－北）8.0ｍ、短軸（東－西）（2.75）ｍ、深さ0.62ｍ

Ⅴ層で確認した。ＳＮ48、ＳＫＰ189と重複し、当遺構が古い。東側の平面形は不明であるが、残

存部の形状から本来は楕円形と推測される。西壁側にピット状の掘り込みが２基あるが、その他柱穴

に相当するようなピットはみられない。覆土からは、縄文土器や石器が出土した。

時期：遺物の出土状態から、縄文時代の遺構と考えられる。

遺物（第14図、29～32）

縄文土器を中心とする石器などの遺物がコンテナで１箱出土している。遺物は縄文時代後期のもの

がほとんどである。29、30は沈線が施された土器である。29は口縁に小頂部を持ち、そこを中心に沈

線による弧線文が描かれている。また口縁に沿って１条の沈線が巡っている。30は口縁に鋸歯状の沈

線文が施されている。31、32は粗製土器の胴部である。31はＬＲ原体の縦位回転による斜縄文が、32

にはＲ原体の絡条体回転圧痕文が施される。

（３）土坑

ＳＫ04（第13図、図版６）

位置：ＭＨ44グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北西－南東）0.82ｍ、短軸（北東－南西）0.72ｍ、深さ0.37ｍ

Ⅴ層で確認した。緩斜面に立地する。ＳＫ05と重複し、当遺構の方が新しい。平面形は楕円形に近

い。覆土の黒褐色土には、小さな炭化物が多く含まれ、縄文土器が３点出土した。

時期：遺物の出土状況から縄文時代の遺構と考えられる。底面付近から出土した炭化物の放射性炭素

第３節 縄文時代の遺構と遺物
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年代測定の結果では3000±50（BP）という値が得られた。

遺物（第14図、33）

遺物は縄文土器数点、�片３点が出土している。33はＬＲ原体による斜縄文が施されている。

ＳＫ05（第13図、図版６）

位置：ＭＨ44・45グリッド（Ａ区）

規模：長軸（東－西）0.84ｍ、短軸（南－北）0.78ｍ、深さ0.35ｍ

Ⅴ層で確認した。緩斜面に立地する。ＳＫ04と重複し、当遺構の方が古い。平面形は円形に近い。

覆土は人為堆積と考えられる。覆土からは、縄文土器が出土した。

時期：遺物の出土状態から縄文時代の遺構と考えられる。

遺物（第14図、34～37）

遺物は縄文土器がポリ袋で0.5袋、�片３点が出土している。34は深鉢形土器の口縁部である。口

縁は平らに近く、磨消縄文が施されている。35も深鉢形土器の口縁部で、口唇部には刺突による刻み

が施され、小波状の口縁となっている。地文はＲＬ原体による斜縄文である。36はＲＬＲ原体の縦位

回転による複節斜縄文が施されている。37はＬＲ原体による斜縄文が施されている。

ＳＫ06（第13図、図版６）

位置：ＭＧ・ＭＨ41・42グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北西－南東）1.42ｍ、短軸（南西－北東）1.28ｍ、深さ0.35ｍ

Ⅴ層で確認した。緩斜面に立地する。平面形は円形に近く、覆土は人為堆積と考えられる。底面か

らは、３個体の縄文土器が潰れた状態で出土した。

時期：遺物の出土状況や土器の特徴から、縄文時代後期前葉の遺構と考えられる。

遺物（第14図、38～42）

全て深鉢形土器である。38は地文上に沈線文を施した土器である。肥厚した口唇部はやや内湾し、

口縁直下には横位の沈線が巡っている。胴上半部には曲線を基調とする沈線文が描かれ、胴下半部や

内面は入念に磨かれている。39は１対の小突起を持つ小型の深鉢形土器である。口縁部は無文で丁寧

に磨かれる。胴部には地文としてＲ原体による絡条体回転圧痕文が施されている。底面には網代痕が

みられる。内面にはミガキ調整が施されている。40、41は同一個体である。地文としてＬＲ原体の回

転施文による斜縄文が施され、底部付近や内面には入念なミガキ調整が施されている。

ＳＫ08（第13図、図版６）

位置：ＭＩ42グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北東－南西）1.62ｍ、短軸（北西－南東）（0.67）ｍ、深さ0.16ｍ

Ⅴ層で確認した。ＳＫ09と重複し、当遺構が古い。残存部の形から本来の平面形は楕円形であった

と考えられる。覆土から、縄文土器１点が出土した。

時期：遺物の出土状況や土器の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。底面付近から出土した炭化物

の放射性炭素年代測定の結果では2490±50（BP）という値が得られた。

ＳＫ41（第13図）

位置：ＭＡ49グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（南－北）（1.35）ｍ、短軸（東－西）1.13ｍ

第３節 縄文時代の遺構と遺物

―23―



第４章 調査の記録

―24―

第13図 ＳＫ04～06・08・09・41・47土坑、ＳＲ14土器埋設遺構、ＳＮ32焼土遺構
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地山ブロック極小50％混入

赤褐色の砂岩塊混入

Ｃ－Ｄ

１ｂ10YR2/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性やや強
炭化物φ５～20㎜５％混入
褐色地山ブロック小（10YR4/6）10％混入

２ 10YR2/2黒褐色 シルト 褐色地山ブロック
（10YR4/6）混入
しまり強 粘性やや強

３ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性やや強
炭化物φ５㎜１％混入
褐色地山ブロック大（10YR4/6）40％混入

Ａ－Ｂ

１ａ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性やや強
炭化物φ５～20㎜５％混入
褐色地山ブロック小（10YR4/6）10％混入

１ｂ １ａと同じだが地山ブロックの割合が多い
２ 10YR3/2黒褐色 シルトと10YR3/3

黒褐色 シルトとの混合土
しまりなし 粘性なし

３ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性やや強
炭化物φ５㎜１％混入
褐色地山ブロック大（10YR4/6）40％混入

SK47
１ 10YR4/3にぶい黄褐色

しまりやや強 粘性中

礫φ３～30㎜３％混入

SK41
１ 10YR4/2灰黄褐色

しまりやや強 粘性中

礫φ３～50㎜３％混入

SR14
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまりなし 粘性なし
炭化物極小１～２％混入

２ 10YR4/6褐色 シルト
しまりなし 粘性なし
１層の土20％混入

※１ａ、１ｂはＳＫ09の覆土
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第14図 ＳＫＩ35竪穴状遺構、ＳＫ04～06・41土坑出土遺物
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Ⅲ層で確認した。ＳＫ47と重複し、当遺構が古い。本来の平面形は円形に近いと推測される。覆土

からは、縄文土器が出土した。

時期：遺物の出土状況や土器の特徴から縄文時代後期の遺構と考えられる。

遺物（第14図43、44）

縄文土器がコンテナで１/４箱程度出土している。42は粗製土器の口縁部である。ＬＲ原体の回転

施文による斜縄文が施され、口縁は平らに作り出されている。43、44はＬＲ原体の回転施文による地

文上に隆帯を貼付し、隆帯上にも原体の回転圧痕が施されている。

（４）土器埋設遺構

ＳＲ14（第13図、図版６）

位置：ＬＩ57グリッド（Ｃ区）

規模（掘り方）：長軸（南－北）0.42ｍ、短軸（東－西）0.40ｍ、深さ0.13ｍ

表土除去後、暗褐色の落ち込みと、その内側に巡る埋設土器をⅢ層上面で確認した。土器は、口縁

部のみが埋設されている。

時期：土器の特徴から、縄文時代中期前葉の遺構と考えられる。

遺物（第15図、47）

47は深鉢形土器の口縁部である。４個の大きな花弁状の突起があり、粘土紐の貼り付けによる隆帯

が多用され、隆帯には刻みが施されている。隆帯は口縁付近では鋸歯状に、それより下部では弧状に

施され、一部に環状の隆帯が組み込まれている。また、弧状の隆帯で囲まれた部分には三角形の刺突

が施されている。

（５）焼土遺構

ＳＮ32（第13図、図版６）

位置：ＬＳ48グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（東－西）1.07ｍ、短軸（南－北）0.80ｍ

Ⅲ層で確認した。被熱範囲は確認面下18㎝に及ぶ。平面形は三角形状である。

時期：確認面付近から出土した遺物から、縄文時代の遺構と考えられる。

遺物（第15図、45・46）

周辺から縄文土器がコンテナで１/４程度出土している。45は折り返し状の口縁をもつが表面が剥

落している。46は地文上に隆帯を貼付した土器である。

（６）水さらし場遺構（ＳＸ42・43・44）（第15～30図、巻頭図版１・２、図版１～４）

谷部分で検出した。当初、ＳＸ42と44は一連の遺構と捉えていたが、出土遺物や放射性炭素年代測

定の結果を検討し、異なる時期の遺構と判断するに至った。これらの遺構は、台地の斜面から湧き出

る水を利用したとみられる。湧水地点は数か所あり、これらの水が谷筋で１つになっている。それぞ

れの湧水量は水が滲みでるような僅かなものであるが、これらの水流の合流後の水量を計測したとこ

ろ毎分約10リットルという結果が得られた。この水量は極端な大雨以外は調査期間中ほぼ安定した状
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態であった。この谷筋の水流では沢ガニの生息も確認した。沢ガニは非常にきれいな水を好むといわ

れるため、水さらしに適した水が得られる場所といえる。

遺構の検出を受けて、念のため谷筋の南側調査区外のトレンチ調査を行ったが遺構・遺物とも確認

できなかった。

種子遺体は遺構内からトチの種皮が僅かに出土した程度であるが、隣接する捨て場からは大量のト

チの種皮の細片が検出されている。

ＳＸ42（第16～23図、図版１～３）

位置：ＭＢ45、ＭＣ45～48、ＭＤ48グリッド（Ｂ区）

規模（全体）：長軸（南－北）11.75ｍ、短軸（東－西）４ｍ強

規模（掘り方）：長軸（南－北）8.4ｍ以上、短軸（東－西）上面幅４ｍ強・底面幅2.45ｍ

規模（木組み）：長軸（南－北）7.4ｍ（第16図 板材１～４間の距離）、短軸（東－西）2.45ｍ

地表面下1.5ｍ前後の深さで木材の広がりを確認し、水さらし場遺構と判断した。

木組みの遺構をつくる前に谷底や斜面を整地していることや、西にある捨て場を切って遺構が構築

されていることが土層観察によって判明した。遺構の範囲は、整地の痕跡が現れる（谷底が急に広が

る）部分から木組み部分を経て構造材が散在する部分までの11.75ｍとした。ただし、木組みの下流

側についてはＳＸ44に含まれる可能性もある。

重複する遺構としてＳＸ43、ＳＸ44、捨て場がある。この中でＳＸ43との関係については、当遺構

の覆土上にＳＸ43が構築されているため、当遺構が古いといえる。捨て場との関係については、第17

図Ｅ－Ｆ断面で、捨て場の主な包含層であるⅣａ層を切って当遺構がつくられていることがわかるた

め、当遺構の方が新しいといえる。ＳＸ44については、遺構の周辺から出土した土器の特徴が当遺構

より古いことや、構造材の炭素年代測定の結果などから当遺構が新しいと考えられる。

遺構構築に伴う大きな掘り方は不明な部分が多いが、上面幅が４ｍ強、底面幅が2.45ｍ、長さは最

短でも8.4ｍ（谷底が広くなる部分から第17図Ｅ－Ｆ断面まで）、当時の生活面（Ⅳ層上面）からの深

さは１ｍ前後あったとみられる。掘り方の東西断面は、第16図Ａ－Ｂ断面ではＵ字型に近いが、掘り

方の西壁部分の土層記録である第17図Ｃ－Ｄ（６、７層が遺構覆土）断面、Ｅ－Ｆ（４、５、６が遺

構覆土）断面では、壁面にステップ状の屈曲が存在している。

構造材の分布はＭＣ46からＭＣ48グリッドにかけての範囲にわたり、木組み部分は500本前後の材

で構成されている。この中で木組みに使用された材の木取りをみると、板材（板目・柾目）、丸木材、

半割材、ミカン割り材などがある。

木組み部分では、材に接する上下層が同じような礫層であるため、木組みの底面や木組み部分の構

築に伴う掘り方は確認できなかった。全体の構造は、ａ．材を敷き並べた部分（第20図中央）、ｂ．

板材によって堰が作られていたと推測される部分（第19図中央、第23図）の大きく２つに分けること

ができる。

ａについては、長さ３ｍ、幅2.45ｍの範囲に丸木材や割り材を流水の方向と直交するように敷き並

べている。当遺構では部分的に構造材が複数段に重なるところ（第21・22図）もあるため、造り替え

の可能性も考えられる。

ｂの部分は、ａを挟んで上流、下流の２か所に計４枚の板材（第16図 板材１～４）がある。上流
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側の板材は、板材１が長さ1.36ｍ、幅0.25ｍ、板材２が長さ1.65ｍ、幅0.3ｍの大きさであり、下流側

の板材は、板材３が長さ1.3ｍ、幅0.2ｍ前後、板材４が長さ1.75ｍ、幅0.3ｍの大きさで、材の厚さは

３㎝前後である。これらの板材は下流側へ傾くような状態で出土しているため、水流や土砂の影響を

受けたものとみられる。板材の中には、板材４のように長辺の中央部の片側縁に抉りが入っているも

のがある。この抉り部分から水が流れ出る構造だったと考えられる。

板材４の両端には、板材を直立・固定させていたとみられる細身の木杭が打ち込まれている。木杭

は径３㎝ほどの細いものが多く、そのほとんどは先端が尖っている。第29図126（Ｗ10）、130（Ｗ９）

は板材からは少し離れるものの木杭と同様な性格の材とみられ、削った時の加工痕が確認できる。板

材４は板材３よりも深い部分から出土しているため、時期的に異なるものである可能性がある。

板材３の周辺からは、礫や細い丸木材がまとまって出土している。丸木材については、板材３によっ

て作られた堰の上流側にできる貯水部分に上流から流れてきた材が貯まったものであるのか、貯水部

分に意図的に施設されたものであるのか、のどちらかの可能性が考えられる。

板材１の下流側には、材と平行して２本の杭（第16図 杭１・２）が設置されている。また、これ

らと平行に下流側には杭３・４、杭５・６が設置されている。各杭の間隔（材の中心間）は、杭１－

２が1.12ｍ、杭３－４が1.28ｍ、杭５－６が1.38ｍ、杭１－３が1.31ｍ、杭３－５が1.65ｍ、杭２－４

が1.36ｍ、杭４－６が1.76ｍで、杭の配置はおおよそ木組みの施設幅に対応している。これらの杭は

径10㎝前後、長さ約40㎝と板材を固定する杭に比べかなり大きく、地中深くに入り込んでいる。この

ため杭１～６の周辺には、杭にかなりの負荷がかかるような施設が構築されていたことが考えられる。

また、杭１、２、３、４で区画される部分にはほとんど材がみられないため、他の部分とは異なる機

能をもつ部分であったか、材が流出あるいは撤去された状態で埋没したか、のいずれかの可能性が考

えられる。

構造材の中には一端が炭化した材（Ｗ－４、13、14、15）や材の縁辺に刻みのような痕跡をもつ材

（Ｗ－８、11）も含まれている。

時期：捨て場との関係や、出土状態から遺構に伴う時期と判断した遺物（第16図ＲＰ51）の年代から

縄文時代後期後葉と考えられる。構造材の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ）の結果では、ＳＸ42－321

が3090±40（BP）、ＳＸ42－281が3100±35（BP）、ＳＸ42－369が3035±40（BP）、ＳＸ42－370が

3135±40（BP）、という値が得られた。

遺物（第31図48～53、Ｓ10）

縄文土器がコンテナで１箱出土した。48は小型の壺形土器である。部分的に斜縄文を施したのち、

磨り消しを行い胴上半部に沈線文を施している。49は、深鉢形土器の口縁部で口縁は平らに作り出さ

れている。器面には横位の条痕があり、炭化物の付着が著しい。内面にも少量の炭化物が付着してい

る。50、51は、磨消縄文による文様が描かれた土器である。２点ともＬＲ、ＲＬ２つの原体による羽

状縄文縄文が施されている。52は深鉢形土器の口縁部～胴上半部である。口縁部文様帯は、帯縄文と

三角形状の刺突列によって文様が構成されている。また、文様帯下部の刺突列には瘤が貼付され、内

面には炭化物が付着している。53には磨消縄文に瘤が貼付されている。

Ｓ10は凹石である。表面、裏面ともに敲打による複数のくぼみがあり、表面及び左側面の２面が擦

られている。
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第15図 水さらし場遺構配置図（ＳＸ42～44）
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第16図 ＳＸ42水さらし場遺構木組みエレベーション（①）
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第17図 ＳＸ42水さらし場遺構土層断面Ｃ－Ｄ、Ｅ－Ｆ
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Ｃ－Ｄ
１ 10YR1.7/1～2/1黒色 シルト 砂混じる。Ⅱａ層。
２ 2.5Y3/1黒褐色 砂質シルト 礫（径３～10㎜）３％含む。
３ 2.5Y2/1黒色 砂質シルト 礫（径３～30㎜）５％含む。
４ 2.5Y3/1黒褐色 砂質シルト 粘性あり。
５ 5Ｙ4/1灰 砂質シルト 粘性あり。
６ 5Ｙ4/1灰 砂礫層 礫（径３～50㎜）20～25％含む。

Ⅲ層（上層）。
７ 2.5Ｙ3/1オリーブ黒 砂礫層 礫（径３～50㎜）７％含む。

Ⅲ層（下層）。
８ 10YR3/1黒褐色 砂質シルト 粘性あり。
９ 2.5Y3/1黒褐色 砂質シルト 粘性あり。
10 10YR1.7/1～2/1黒色 シルト 砂混じる。

Ⅳａ層。
11 7.5Y2/1黒色 シルト。
12 7.5Y3/1黒褐色 シルト。
13 2.5Y4/1黄灰 砂。
14 2.5Y3/1黒褐色 砂質シルト 粘性あり。
15 2.5Y3/1１黒褐色 シルト 粘性あり。
16 10YR1.7/1～2/1黒色 シルト トチの種皮多量に含む。

Ⅳｂ層。
17 2.5Y2/1黒色 シルト 粘性あり。
18 7.5Y4/1灰 砂～シルト質。
19 7.5Y2/1黒色 シルト 粘性あり。
20 7.5Y3/1黒褐色 砂礫 粘性あり。Ⅳｃ層。
21 2.5Y4～3/1黄灰～黒褐色 砂 礫（径約10㎜）２％含む。

Ⅴａ層。
22 2.5Y4～3/1黄灰～黒褐色 砂礫 礫（径約３～50㎜）10％含む。

Ⅴｂ層。
23 7.5Y2/2黒褐色 シルト（泥炭）。Ⅵ層。
24 2.5Y4～3/1黄灰～黒褐色 砂礫 礫（径約10㎜）５％含む。
25 2.5Y4/1黄灰 砂礫 礫（径３～50㎜）15％含む。

Ｅ－Ｆ
１ 10YR2/1黒色 シルト 礫（径３～50㎜）５％含む。Ⅰａ層。
２ 10YR2/1黒色 シルト 礫（径10㎜）１％含む。Ⅰｂ層。
３ 10YR1.7/1～2/1黒色 シルト 砂混じる。Ⅱａ層。
４ 10YR5/2灰黄褐色 砂礫 礫（径３～50㎜）７％含む。Ⅲa層。
５ 10YR5/2灰黄褐色 砂礫 礫（径３～50㎜）10％含む。Ⅲｂ層。
６ 10YR5/2灰黄褐色 砂礫 礫（径３～50㎜）15％含む。Ⅲｃ層。
７ 10YR5/1褐灰 砂礫 礫（径３～30㎜）３％。Ⅲｄ層。
８ 10YR1.7/1～2/1黒色 シルト 砂混じる。Ⅳａ層。
９ 10YR4/1褐灰 砂礫 礫（径３～50㎜）３％含む。Ⅳｂ層。
９'10YR4/1褐灰 砂礫 礫（径３～50㎜）３％含む。

※９よりやや色調濃い。
10 10YR3/1黒褐色 砂 礫（径３～50㎜）５％含む。Ⅳｃ層。
11 ５YR4/1灰 砂礫 礫（径３～50㎜）15％含む。Ⅴ層。

16

カクラン
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第18図 ＳＸ42水さらし場遺構土層断面Ａ－Ｂ（②）

０ ２ｍ

Ｂ
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Ａ－Ｂ
１ 10YR2/1黒色 シルト
礫（径３～50㎜）５％含む。

２ 10YR3/1黒褐色 砂質シルト
礫（径３～50㎜）５％含む。

３ 10YR3/1黒褐色 砂質シルト
礫（径３～50㎜）７％含む。

４ 10YR1.7/1～2/1黒色 シルト
砂混じる。Ⅱａ層。

５ 10YR3/1黒褐色 砂質シルト
礫（径３～70㎜）20％含む。

６ 5Y4/1灰 砂質シルト
礫（径10～50㎜）５％含む。

７ 5Y4/1灰 砂質シルト
礫（径３～50㎜）10％含む。

８ 5Y4/1灰 砂礫
礫（径３～50㎜）15％含む。

９ 10YR2/1黒色 シルト
礫（径３～30㎜）１％含む。

10 10YR3/1黒褐色 砂礫
礫（径３～100㎜）25％含む。

11 5Y4/1灰 砂質シルト
礫（径３～100㎜）７％含む。
Ⅲ層（上）。

12 5Y4/1灰 砂質シルト
礫（径３～50㎜）10％含む。
Ⅲ層（下）。

13 10YR4/1褐灰 砂質シルト
礫（径３～30㎜）１％含む。

14 10YR4/1褐灰 砂質シルト
礫（径３～50㎜）５％含む。

15 5Y4/1灰 砂礫
礫（径３～50㎜）15％含む。

16 5Y3/1オリーブ黒 シルト
礫（径約５㎜）１％未満含む。粘性あり。

17 10YR3/1黒褐色 砂礫
礫（径３～30㎜）１％含む。粘性あり。

18 5Y4～3/1灰～オリーブ黒 シルト～砂質土
礫（径３～50㎜）７％含む。粘性あり。

19 5Y3/1オリーブ黒 砂質シルト
礫（径約50㎜）10％含む。

20 5Y2/1黒 砂質シルト
礫（径３～30㎜）５％含む。

21 10YR3/1黒褐色 砂礫
礫（径３～10㎜）１％含む。

12.100ｍ
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第19図 ＳＸ42水さらし場遺構（③）

ＭＤ
46

50㎝０
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第20図 ＳＸ42水さらし場遺構（④－１）

０ １ｍ

Ｇ

Ｈ

ＭＤ
47
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第21図 ＳＸ42水さらし場遺構（④－２）

０ １ｍ

Ｈ

ＭＤ47

Ｇ
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第22図 ＳＸ42水さらし場遺構（④－３）

０ １ｍ

Ｈ

ＭＤ47
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第24図 ＳＸ43水さらし場遺構（⑥）

０ １ｍ

ＭＤ
46

ＳＸ43
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第25図 ＳＸ44水さらし場遺構（⑦）

０ １ｍ
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ＭＤ50
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第27図 ＳＸ44水さらし場遺構（⑨）

０ １ｍ

ＭＤ51

細根群
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第28図 ＳＸ44水さらし場遺構（⑩）

０ １ｍ

ＭＥ51
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第29図 水さらし場遺構樹種同定・年代測定サンプル位置図（⑪）
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第30図 水さらし場遺構樹種同定・年代測定サンプル位置図（⑫⑬⑭）

０ １ｍ
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第31図 ＳＲ14土器埋設遺構、ＳＮ32焼土遺構、ＳＸ42水さらし場遺構出土遺物

０ 10㎝
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ＳＸ43（第24図、図版１、３）

位置：ＭＣ・ＭＤ45グリッド（Ｂ区）

規模：長軸（南東－北西）3.33ｍ、短軸（南西－北東）1.08ｍ

水さらし場遺構の中では谷筋の最上流に位置する。遺構の西側は消失しているため本来の形は不明

であるが、40本前後の丸木材を水流と平行に敷き並べている。

時期：ＳＸ42の堆積土上につくられていることから、ＳＸ42より新しく縄文時代後期後葉以降と考え

られる。構造材（ＳＸ43－10）の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ）の結果では2870±40（BP）という

値が得られた。

遺物：縄文土器が１点出土した。

ＳＸ44（第25～28図、図版１、４）

位置：ＭＣ50・51グリッド（Ｂ区）

規模：長軸（南東－北西）13.3ｍ、短軸（南西－北東）3.25ｍ

第４章 調査の記録
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第32図 ＳＸ44水さらし場遺構出土遺物

０ 10㎝

54 55 56

Ｓ11



水さらし場遺構の中では谷筋の最下流に位置する。遺構の広がりは不明瞭であるが、板材による堰

とみられる部分を中心に上流側約５ｍ、下流側約８ｍの構造材が散在する部分を遺構の範囲とした。

このうち上流側の構造についてはＳＸ42に伴う可能性があり、下流側についても板材による堰周辺の

構造材が流出したものである可能性や、他の時代のものである可能性がある。このため、構造が明ら

かな部分は堰部周辺に限定される。遺構構築に伴うＳＸ42のような掘り方は確認できなかった。

堰部はその構造から、主に堰の上流側に水が貯まる構造であったことが推定できる。ＳＸ42同様、

構造材に接する上下層が同じような礫層であるため、木組みの底面や木組み部分の構築に伴う掘り方

は確認できなかった。堰の板材は、長さ1.15ｍ、幅0.15ｍ、厚さ２～３㎝の大きさで、長辺中央部の

側縁には長さ15㎝、奥行き4.5㎝の水の出入り口とみられる抉りが入っている。この板材の両端は細

身の杭によって固定されている。杭は板材の下流側に接して打ち込まれていることから、水流によっ

て板材が流されないようにするための処置と考えられる。堰の下流側は、堰の板材上面から深さ約８

㎝のところで礫層にあたるが、この礫層（Ⅴ層）上面が遺構の底面と考えられる。従って抉りの部分

から礫層上面までの４㎝が堰下の満水時の深さだったと考えられる。なお、板材から2.6ｍ下流では

板材に平行して長さ0.7ｍの丸木材が出土しているが、当遺構に伴うものかどうかは明らかにできな

かった。

堰の北側部分では根を張った状態の当時の自然木が検出されている。

時期：周辺から出土した遺物はＳＸ42出土遺物に比べやや古い傾向があり、時期は縄文時代後期中葉

～後葉と考えられる。構造材の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ）の結果、ＳＸ44－25が、3360±50

（BP）、ＳＸ44－38が、3400±40（BP）という値が得られた。

遺物（第32図、54～56）

縄文土器がコンテナで１/２箱出土している。54は隆沈文をもつ土器である。55はＬＲ原体による

斜縄文を沈線で区画し文様としている。56は粗い斜縄文に横位の沈線を施した土器である。Ｓ11はく

ぼみを持つ礫であり、くぼみ部が擦られている。

（７）捨て場（第８図、図版７）

Ｂ区で検出した。本来の捨て場の範囲はさらに西側に広がるが、地滑りの危険性があったため安全

範囲内で調査を留めた。捨て場は縄文時代後期主体のⅣ層、縄文時代後期末から晩期のⅡａ層の２つ

の時期がある。このうちⅣ層は３層に細分されるが、主体を占めるのはⅣａ層である。捨て場の広が

り、遺物量ともにⅣ層の方が大きく上回る。Ⅳ層は、水さらし場遺構（ＳＸ42）によって切られてい

るため、水さらし場遺構より古く、Ⅱａ層は水さらし場遺構の覆土上にあるため水さらし場遺構より

新しいことがわかる。当遺跡から出土した縄文時代の遺物のほとんどは捨て場から出土したものにな

る。Ⅳ層からは、土器・石器などの遺物の他に、動物・魚類などの骨、トチの種皮の細片といった動

植物の遺体が多数確認された。これに対し、Ⅱ層からの動植物の遺体の出土はほとんどなかった。

第３節 縄文時代の遺構と遺物
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２ 水さらし場遺構構造材、捨て場および遺構外出土遺物

（１）木製遺物（水さらし場遺構構造材）（第33～41図）

水さらし場遺構の構造材は脆弱であるため、取り上げの際に多くが破損した。このうち、遺存状態

が比較的良く、特徴のあるものを掲載した。樹種同定を行ったものについては取り上げ番号の後に同

定結果を記載した。なお、この項で扱う遺物の樹種同定は第５章のものとは別の機関で行っている。

構造材には板材や丸木材など様々なものがあるため、木取りによって分類した。材の中には端部が

尖り炭化しているものもあるため、転用されたものと考えられる。

板状の材

ａ板目材を使用しているもの（第33図Ｗ１、第37図Ｗ11）。

Ｗ１（ＳＸ42－370 カツラ科カツラ属カツラ）は、堰に使用されたとみられる材で板目材を使用

している。本来はもっと大きなものであった。コバの片側中央部には加工を施した抉りが見られる。

Ｗ11（ＳＸ42－460 ブナ科クリ属クリ）の側縁には小さな抉りがみられる。

ｂ柾目材を使用しているもの（第38図Ｗ13、第39図Ｗ14）。

Ｗ13（ＳＸ42－474）、Ｗ14（ＳＸ42－35 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節）、ともに材の一端

が細く加工され、炭化している。

丸木材

丸木材は太いもの細いものがあり、中には材の一端が炭化したものも含まれる。

ａ材一端が炭化しているもの（第35図Ｗ４、第40図Ｗ15）。

Ｗ４（ＳＸ42－353）は、径10㎝ほどの丸木材で構造材の中では太い方に属する。太い方の端部周

辺が炭化している。 Ｗ15（ＳＸ42－33 ウコギ科ハリギリ属ハリギリ）も材の一端が炭化している。

ｂ材の一端が尖端加工されるもの（第34図Ｗ２、第36図Ｗ６・７、第37図Ｗ９・10、第41図Ｗ16・17）。

Ｗ２（ＳＸ42－411 モクセイ科トネリコ属）は、簡単な加工で先端部を作り出している。

Ｗ６（ＳＸ44－37 ブナ科クリ属クリ）、Ｗ７（ＳＸ42－371 ブナ科クリ属クリ）ともに加工痕は

不明瞭であるが、材の一端が尖るように作り出されている。Ｗ６は、堰に使用されたとみられる板材

の留め杭である。Ｗ７は、材の片側から斜めに材を切り落とすことによって尖端部を作り出している。

Ｗ９（ＳＸ42－130 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節）、Ｗ10（ＳＸ42－126 ウツギ科ウツギ属）

は堰に使用されたとみられる板材の近くで出土した細い杭状の材である。尖端部には細かな加工痕が

多数残されている。

Ｗ16（ＳＸ42－369）、Ｗ17（ＳＸ42－368 ブナ科クリ属クリ）は径10㎝ほどの太い材で、対になっ

て出土している。Ｗ16は材の外側から中心に向かって鉛筆を削るように尖端部が作り出されているが、

Ｗ17は材を斜めにカットすることによって簡単な加工で尖端部を作り出している。

半割材（第34図Ｗ３）

Ｗ３（ＳＸ42－475 モクセイ科トネリコ属）。折り重なる構造材の中では最も深い部分から出土

していた材で、長い方に属する。

ミカン割り材（第37図Ｗ８・12）

Ｗ８（ＳＸ42－342 ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節）は、Ｗ11同様に側縁に小さな抉りがみ

られる。Ｗ12（ＳＸ42－323）は太い方の端部に加工痕がみられる。
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第33図 水さらし場遺構構造材（１）

Ｗ１

０ 20㎝
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第34図 水さらし場遺構構造材（２）

Ｗ３

Ｗ２

０ 20㎝
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第35図 水さらし場遺構構造材（３）

Ｗ４

０ 20㎝
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第36図 水さらし場遺構構造材（４）

０ 20㎝
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第37図 水さらし場遺構構造材（５）

Ｗ９

Ｗ10

Ｗ12

Ｗ11

Ｗ８

０ 20㎝
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第38図 水さらし場遺構構造材（６）

０ 20㎝

Ｗ13
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第39図 水さらし場遺構構造材（７）

Ｗ14

０ 10㎝
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第40図 水さらし場遺構構造材（８）

０ 20㎝
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第41図 水さらし場遺構構造材（９）

０ 20㎝

Ｗ16

Ｗ17



（２）土器

縄文時代の土器をⅠ～ⅩⅢ群に大別し、さらに、それぞれの群を土器の特徴をもとに細分した。な

お、ここでは遺構出土土器の一部も扱うことにした。出土地点や層位は第２～４表に記載してある。

Ⅰ群土器（第31、42、62図）中期初葉から中葉の土器で、ａ～ｅの５類に細分した（47、57、58、188

～196、200、206、211、212）。

ａ類：肥厚した口縁が原体の側面圧痕によって刻まれ、胴部には斜縄文が施されているもの（57、58、

188～195）。

57、58、188～195は全て深鉢形土器である。57は口縁に４個の突起をもっている。突起中央部は窪

み、そこから縦位の隆帯が文様区画帯である横位の隆帯へ向かって垂下している。隆帯の交点には、

鼓状の隆帯が貼付され、口縁部文様帯にはＬ原体による絡条体圧痕文が施されている。58は57同様、

口縁に４つの突起をもつ。突起からは２本の隆帯が横位の文様区画帯へ垂下している。口縁に沿って

隆帯が貼付され、口縁部文様帯にはＬ、Ｒ、２種類の原体による側面圧痕が施されている。57、58と

もに内面が磨かれている。189は胴部に付加条原体による異条縄文が施される。

ｂ類：口唇部が原体の側面圧痕で刻まれ、口縁部には爪形の圧痕を含む原体の側面圧痕による文様が

施されているもの（206）。

206は肥厚する口唇部に原体の側面圧痕による刻みを施し、口縁部の文様としてＲとＬの２種類の

原体による側面圧痕が用いられている。原体の屈曲部を押圧することによって爪形の文様も施されて

いる。

ｃ類：花弁状の口縁をもち、口縁部文様帯が隆帯文と刺突によって構成されているもの（47）。

ｄ類：口縁部に沈線によって刻まれた細い隆帯を貼付しているもの（196、200）。

196は細い隆帯上に鋭利な施文具による刻みが施されている。200は地文上に隆帯を貼付した土器で、

地文として結束第１種による羽状縄文が施されている。

ｅ類：胴部を一括した（211、212）。

全て深鉢形土器の胴部である。211は、刻みを施した横位の隆帯が巡っている。212は、結束第１種

による羽状縄文が施されている。

Ⅱ群土器（第42、62図）中期中葉から後葉の土器で、ａ～ｆの６類に細分した（59、197～199、202

～205、207～210、213）。

ａ類：口唇部が縦位の原体の側面圧痕によって刻まれ、地文上に沈線文が施されているもの（59）。

59は４個の突起をもち、地文上に弧状の沈線文を施した深鉢形土器である。地文はＲＬＲ原体によ

る複節斜縄文である。突起には４条から５条の横位の隆帯が貼付され、口唇部にはＬＲ原体の側面圧

痕が縦位に施されている。

ｂ類：口唇部が沈線により縦位に刻まれ、地文上に沈線文が施されているもの（197）。

197は口唇部が縦位の短沈線によって刻まれている。口縁部の文様は、ＬＲ原体の縦位回転によっ

て斜縄文を施したのち、沈線による弧状の文様を描いている。

ｃ類：口縁に隆帯を鋸歯状に貼付しているもの（198、199）。

198、199は深鉢形土器の口縁部である。198は口縁部に隆帯を鋸歯状に貼付し、隆帯の下位に三角
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形の刺突列を施している。199は折り返し口縁である。

ｄ類：口縁部に太い平行沈線が巡り、口縁から隆帯が垂下し、胴部には斜縄文が施されているもの

（202～204、213）。

202～204、213は同一個体の深鉢形土器である。口縁部に横位の太い平行沈線を施したのち、口縁

から垂下する隆帯を貼付している。地文は、ＲＬＲ原体の縦位回転による斜縄文である。内面は磨か

れている。

ｅ類：地文上に沈線が施されているもの（207～210）。

全て深鉢形土器である。207、208、210には横位の沈線が、209には縦位の沈線が施される。

ｆ類：無文の口縁部をもち、胴部は斜縄文と沈線によって文様が施されているもの（205）。

205は無文の口縁部をもち、体部にＬＲ原体による斜縄文を施した後、沈線を施している。

Ⅲ群土器（第43、63、64図）後期初葉の土器で、ａ～ｉの９種類に細分した（９、60、61、214～242）。

ａ類：口縁に波頂部をもち、口縁部に沈線文が施されているもの(60）。

60は口縁に波状の小突起をもつ深鉢形土器である。突起は土器内面に巻くように付されている。口

縁付近の無文帯より下位には太い沈線が施されている。

ｂ類：口縁に４つの低い波頂部をもち、口縁に沿って隆帯が貼付されているもの（214）。

214はＬ原体の絡条体による縦位の回転圧痕文を地文とし、口縁に沿って隆帯を貼付している。

ｃ類：口縁に波頂部をもち、口縁に沿って沈線が施されているもの（29、215）。

215は深鉢形土器の口縁部である。絡条体による回転圧痕文を地文とし、磨り消しと沈線によって

文様が描かれている。

ｄ類：口縁に小突起をもち、突起周辺に隆帯を貼付しているもの（227）。

227は、突起を取り巻くように隆帯が巡り、口縁部に沈線文が描かれている。

ｅ類：口縁部が無文帯となり、胴部に縦位の結節回転文が施されているもの（216～219）。

深鉢形土器でＬＲ原体の縦位回転による結節回転文を地文とする。216は折り返し口縁で、217の口

縁部は緩やかに外反する。218・219は同一個体である。

ｆ類：口縁部が無文帯となり、胴部に斜縄文が施されているもの（220～226）。

全て深鉢形土器である。220はＬＲ原体の縦位回転による斜縄文、221はＬＲ原体の横・縦２方向か

らの回転による羽状縄文が施されている。原体の回転方向は、222が横位・斜位、223、224が横位、

225が縦位である。226は口縁部が外反し、無文の口縁部の下にＬＲ原体による側面圧痕文が施されて

いる。

ｇ類：胴部に結節回転文を施しているもの（228～236）。

深鉢形土器で、ＬＲ原体の縦位回転による結節回転文を地文としている。228は地文を施した後、

横位と縦位の隆帯によって胴部を方形に区画している。

ｈ類：地文上に沈線が施されているもの（９、237～242）。

237、238はＲ原体の絡条体回転圧痕文を地文とし、その上に直線的な沈線を施している。240は弧

状の雑な沈線が、241、242にはＬＲ原体の縦位回転による地文上に沈線文が描かれている。

ｉ類：口唇部に原体の回転圧痕文を施し、胴部は磨消縄文によって文様が構成されているもの（61）。

61は４個の突起をもつ深鉢型土器で、口唇部に原体の回転圧痕文を施し、胴部は、太く深い沈線で
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囲まれた文様の内部に縄文が充填されている。

Ⅳ群土器（第14、31、43、44、65、66図）後期前葉の土器で、ａ～ｈの８種類に細分した（38、39、

48、62、64～66、243～291）

ａ類：地文上に沈線文が描かれているもの（38、243、244）。

243、244は同一個体と考えられる深鉢形土器である。地文としてＲ原体の絡条体により回転圧痕文

を施したのち、沈線による波頭状の文様を描いている。

ｂ類：口縁に突起をもち、口縁部と胴部の境界に隆帯を施しているもの（64）。

64は口縁になだらかな突起をもつ深鉢形土器である。突起には、短沈線による刻みが施されている。

口縁部と胴部の境には、横位の短い隆帯と刺突列がセットで用いられている。

ｃ類：口縁に対になる２つの突起があり、無文の口縁部をもつ深鉢形土器で、胴部には絡条体回転圧

痕文を施されているもの（39）。

ｄ類：無文地に沈線文が施されているもの（62、66、245～250、253、255～278、280、287～290）。

口縁部に４つの小突起があり、口縁には短沈線による刻みが施されている。口縁部から胴部にかけ

ての沈線は細目である。66は口縁部に横位の沈線、胴部に弧状の沈線を施した土器である。253は口

縁部に無文帯をもち、胴部には葉脈状の沈線文が描かれる。また、口縁内側には紐を通す穴のように

粘土紐が内耳状に取り付けられている。255は口縁部が無文帯で、胴部には網目状の沈線文が描かれ

ている。257、261は同一個体である。287、288には２条一組の沈線で入り組み文が描かれている。290

は壺形土器の胴上半部である。

ｅ類：隆沈文が描かれているもの（63、251、252）。

63は壺形土器で、隆沈文による入り組み状の文様が施されている。251、252は同一個体の可能性が

ある。隆帯上に斜縄文が施されている。

ｆ類：絡条体回転圧痕文による網目状文が施されているもの（279、281～284）。

ｇ類：磨消縄文が施されているもの（48、65、254、291）。

65、254はオオバコの回転圧痕による疑似縄文を施したのち、磨消縄文や沈線によって文様が施さ

れている。291はＲＬ原体の横位回転による斜縄文を施したのち、太い沈線で縄文を区画し、磨り消

しを行っている。

ｈ類：櫛描状の沈線が施されているもの（285、286）。

285、286は櫛描き状の沈線をやや太い沈線で囲い、文様を作り出している。

Ⅴ群土器（第44、45、67図）後期前葉～中葉の土器でａ～ｄの４類に細分した（67～73、78、292～

311）。

ａ類：口縁部や胴部に平行沈線文が施されているもの（67～71、292～301、306～309）。

67は深鉢形土器である。口縁部にはＬＲ原体による斜縄文が施されたのち、横位の沈線と縦位の沈

線が施されている。内面は磨かれているが、磨き前の雑な調整痕が確認できる。68は器形や器面の調

整などの特徴から平行沈線をもつ深鉢形土器の胴下半部とみられる。外面には縦位の磨きがみられる。

69は花弁状の口縁をもつ土器で、口縁に沿うように沈線が施されている。胴部にＬＲ原体による斜縄

文を施したのち、沈線を施している。内面は入念に磨かれている。70は体部にＬＲの太めの原体によ

る斜縄文を施したのち、横位の刺突列や縦位の沈線を施している。71はＬＲ原体による斜縄文を施し
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たのち、胴部に沈線を施している。口縁部と胴部の境界部分には楕円形の刺突列が丁寧に施されてい

る。以上の平行沈線を施す土器の特徴として横位の沈線が太く、縦位の沈線が細いことがあげられる。

ｂ類：無文地に隆帯を貼付させ、器表面が入念に磨かれているもの（302～304）。

302は口縁から垂下する隆帯が横位に巡る隆帯と繋がっている。304は壺形土器で、頸部が「く」の

字状に屈曲している。

ｃ類：磨消縄文が施されているもの（72、73、305、310）。

72は、台部分が損失した深鉢形土器である。体部に細いＬＲ原体による斜縄文を施したのち、磨り

消しを行っている。縄文部分は沈線によって縁取りされ、沈線の内側には沈線に沿うように刺突が施

されている。73は、壺形土器の胴上半である。ＲＬ原体による斜縄文を施したのち、磨り消しを行い、

沈線で文様を縁取りしている。310は磨消縄文による波頭状の文様が描かれ、沈線に沿って円形の刺

突が施されている。

ｄ類：口縁部が無文の土器（78）。

78は、壺形土器の胴部上半である。胴部に微かに斜縄文がみられる。

Ⅵ群土器（第46、47、68図）後期中葉の土器でａ、ｂの２類に細分した（11、55、56、74～77、79、

80、312～327）。

ａ類：磨消縄文が施され、直線を基調とする無文部をもつもの。口唇部が膨隆するものが多い（11、

55、56、74、75、77、79、80、311～316、320～322、324～327）。

74は大型の深鉢形土器で、口縁に５つの波頂部がある。ＬＲ原体による斜縄文を施したのち、磨り

消しと沈線を施すことによって文様がつくられている。内面の一部には荒い調整痕が残っている。75

はＬＲ原体による斜縄文を施したのち磨り消しを行い、曲線的な沈線を施している。胴下半部には磨

り消しによる無文帯を設けている。77は、口縁に耳状の突起が付いている。ＲＬＲ原体による斜縄文

を施したのち磨り消しを行い、横位の無文帯を設けている。80は深鉢形土器の底部下半で、縄文を磨

り消した際の痕跡が一条の沈線のような段差となり残っている。摩滅により原体は不明である。311

は花弁状の口縁をもち、羽状縄文を施したのち磨り消しを行っている。312、313は斜縄文を施したの

ち磨り消しを行い、縄文部分を沈線で縁取っている。320は、磨り消しによる無文部に突起が貼付さ

れている。326はＬＲ原体による斜縄文を施したのち、施文部分を沈線で区画し磨り消しを行ってい

る。327はＲＬ原体による斜縄文を施した後、326と同様な手法をとっている。

ｂ類：磨消縄文が施され、平行沈線間に刻み目が施されるもの（76、317～319、323）。

76はＬＲ、ＲＬの２つの原体によって羽状縄文を施している。口縁部と頸部には平行沈線を巡らせ、

沈線間には、縦位の沈線による刻みが施されている。頸部には磨り消しによる無文帯を設けている。

317は口縁に突起をもっている。

Ⅶ群土器（第48、49、68図）後期中葉～後葉の土器で、ａ～ｃ類の３類に細分した（10、50、51、81

～89、328～330）。口縁が膨隆するものが多い。

ａ類：木葉状の磨り消し縄文が施されているもの（10、50、51、81、82、328、329）。

81は斜縄文を施したのち磨り消しを行い、縄文部分を沈線で縁取ることで木葉状の文様を作り出し

ている。原体にはＲＬとＬＲの２つがみられる。瘤が貼付されている。82は木葉状の文様が僅かに確

認でき、81同様に２つの原体を用いて施文されている。328、329は同一個体とみられる。
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ｂ類：襷掛け状の沈線文が施されているもの（83）。

83はＬＲとＲＬの２つの原体によって口縁部は羽状縄文、胴部は斜縄文が施されている。ＬＲに比

べＲＬ原体で施文した方が節が細長い特徴がある。胴部中央やや上では、縄文施文後に磨り消しを行

い直線的な無文帯をつくっている。これより下では磨り消しはみられず、地文上に沈線による襷掛け

状の文様が施されている。内面は丁寧に磨かれている。

ｃ類：襷掛け状の入り組み帯縄文が施されているもの（84～89）。

84は波状口縁の鉢形土器で、口縁に沿って４条の平行沈線が、底部付近には３条の平行沈線が巡っ

ている。胴部には、襷掛け状の入り組み帯縄文が施されている。原体はＬＲである。85は口縁に波頂

部をもつ深鉢形土器である。器面全体に磨り消しが行われ、口縁部には襷掛け状の入り組み帯縄文が

施されている。原体はＬＲとＲＬ２つを用いている。87は斜縄文を施したのち、横位の平行沈線や鋸

歯状、曲線状の沈線を施している。89は口縁に小突起をもち、口縁部に襷掛け状の入り組み帯縄文が

施されている。

Ⅷ群土器（第10、31、69図）後期後葉の土器で、ａ～ｅの５種類に細分した（２、３、13、15、52、

53、331～363）。

ａ類：口縁部に格子状の沈線文が描かれているもの（30、331）。

331はシャープな施文具による格子状の沈線文を施したのち横位の太い平行沈線を巡らせ、口縁に

は小突起が連続している。

ｂ類：隆帯が貼付され、隆帯上に刻みが施されているもの（332）。

332は隆帯上や平行沈線間に刺突による刻みが施されている。口縁には突起があり、頂部には小判

形の刺突が施されている。

ｃ類：帯縄文と刺突列によって文様が構成されているもの（333、339、360～362）。

333・339・360は平行沈線間に爪形の刺突列を施している。文様は帯縄文で構成されている。平行

沈線間に刺突を充填させている361、362にも同類とみられる。

ｄ類：貼り瘤が施されているもの（３、15、52、53、334～338、340～359、363）。

帯縄文を主体とするものが多く、瘤は大きいものと小さいものがある。358、363は、沈線の間に刻

みを充填させて文様を作りだしているが、363は沈線、刻みとも雑に施されている。359、363は貼り

瘤がみられないが、同類の土器とみられる。

ｅ類：無文の口頸部をもつ壺形土器（２）。

Ⅸ群土器（第49、50、69、70図）後期末葉の土器で、ａ～ｇの７類に細分した（90～98、100、101、

364～384、387）。

ａ類：帯縄文によって文様が構成されているもの（90～95、98、101、364～374、376、378）。

90の口縁は山形突起があり、胴部から口縁部に入り組み文が施されている。91は２個一対の小さな

山形突起のある口縁で、文様帯は２本１組の横位の沈線によって２段に区画されている。文様帯には、

入り組み状のモチーフが沈線によって描かれ、中央に磨り消しによる楕円状の無文部が形成されてい

る。92は浅い沈線で縄文帯を縁取りしている。93は地文上に平行沈線が施された土器で、台部分が欠

損している。94は波状口縁の深鉢形土器で、波頂部間の谷間から波頭状の沈線文が垂下している。口

縁部の文様は２本の沈線間に、入り組み帯縄文を主体として展開される。95は波状口縁の深鉢形土器
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で、文様帯に入り組み状の帯縄文が施されている。98は地文を磨り消し、横位の帯縄文を数段つくっ

ている。101は帯縄文によって文様が構成される注口土器である。文様帯は口縁部と胴部の２ヵ所に

ある。口唇は平らであるが、内傾している。

ｂ類：沈線を主体とした入り組み文が施されているもの（377、379、380）。

377、379、380は玉抱き状の入り組み文が施されている。

ｃ類：口縁部に平行沈線が巡っているもの（381）。

381は、口縁部に細い平行沈線が巡っている。胴部には、ＬＲ原体による斜縄文が施されている。

ｄ類：器表面に粗い条痕文が施されているもの（96）。

96は小突起をもつ鉢形土器である。器表面には粗い条痕文が施されている。

ｅ類：口縁に突起をもち胴部に斜縄文を施されているもの（375）。

375は口縁に２個１組の突起をもち、胴部にはＲＬ原体による斜縄文が施されている。

ｆ類：胴部に斜縄文が施文されているもの（97）。

97は、口縁部が無文の壺形土器で、胴部に斜縄文が施されているが摩滅により原体は不明である。

ｇ類：台部分に沈線が巡っているもの（100）。

100は台付き鉢形土器で、台部分に１条の沈線が巡っている。

Ⅹ群土器（第50、70、71図）晩期の土器で、ａ～ｇの７類に細分した（99、385、386、389～413）。
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第42図 遺構外出土土器（縄文時代１）
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第43図 遺構外出土土器（縄文時代２）
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第44図 遺構外出土土器（縄文時代３）
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第45図 遺構外出土土器（縄文時代４）
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第46図 遺構外出土土器（縄文時代５）
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第47図 遺構外出土土器（縄文時代６）
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第48図 遺構外出土土器（縄文時代７）
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第49図 遺構外出土土器（縄文時代８）
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第50図 遺構外出土土器（縄文時代９）
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第51図 遺構外出土土器（縄文時代10）
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第52図 遺構外出土土器（縄文時代11）
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第53図 遺構外出土土器（縄文時代12）
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第54図 遺構外出土土器（縄文時代13）
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第55図 遺構外出土土器（縄文時代14）
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ａ類：口縁部文様帯に入り組み状の文様が描かれるもの（99、385、386、388、391）。

99は沈線による三叉状の文様が描かれている。注口部は欠損しているが、欠損部にアスファルトを

塗布しているのが確認できる。385は大きな突起をもっている。386は口縁に刻みが施され、胴部には

斜縄文が施されている。

ｂ類：口縁部文様帯に羊歯状文が施され、胴部には斜縄文が施されているもの（389）。

389は小波状の口縁で、胴部にはＬＲ原体による斜縄文が施されている。

ｃ類：口縁部の平行沈線間に刺突が施され、胴部には磨り消し縄文が施されているもの（390、392～

394）。

390、392～394には陽刻による文様が施されている。390、392は同一個体である。口縁には刻みが

施されＢ字状突起が付いている。また、平行沈線間には刺突が施されている。

ｄ類：口縁部の平行沈線間に刺突が施され、胴部には斜縄文が施されているもの（395～397）。

395、396には口縁に刻みが施され、平行沈線間には刺突が施されている。

ｅ類：口縁部文様帯に平行沈線が施され、胴部には斜縄文が施されているもの（398～406、411）。

398～403は条が斜めに、404～406は条が縦に走っている。404、405の胴部文様はＲＬ原体の斜位回

転による。411は口縁部に太く浅い３条の平行沈線が施され、胴部には炭化物が付着している。

ｆ類：口縁部に無文帯をもち、平行沈線が施されているもの（407～410、412）。
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第56図 遺構外出土土器（縄文時代15）
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第57図 遺構外出土土器（縄文時代16）
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第58図 遺構外出土土器（縄文時代17）
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第59図 遺構外出土土器（縄文時代18）
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第60図 遺構外出土土器（縄文時代19）

172

173
174

175
176

177

178
179

180

181
182

０ 10㎝



408は、波状口縁をもち、胴部にはＲＬ原体による斜縄文が施されている。

ｇ類：磨消縄文が施されているもの（413）。

ⅩⅠ群土器（第14、51～56、71、72図）

粗製・半粗製土器をまとめてあつかった。器形がおおよそ把握できるものを中心にａ～ｆの７類に

大別し、ｂ、ｅ類についてはさらに細分した（102～124、404～450）。

ａ類：櫛描き状の沈線を雑に施しているもの（102～104、414～428）。

102、103は似た雰囲気をもつが、104はやや丁寧に文様が施され、口縁は平らに作り出されている。

内面も丁寧に磨かれている。

ｂ類：斜縄文が施されているもの（１、40、41、108～110、112～118、120～122、124、439～441、

443～447、454～461）。

ｂ－１：口縁部が真っ直ぐ立ち上がっているもの（115）。

ｂ－２：胴部から口縁部にかけて直線的に立ち上っているもの（114、116）。

ｂ－３：屈曲しているもの（112、113）。

ｂ－４：口縁部付近で内湾しているもの（117、118）。

ｂ－５：胴部から口縁部にかけて緩やかに内湾しているもの（１、124）。

124は小型の深鉢型土器で口縁部に浅い１条の沈線が巡っている。胴部にはＬＲ原体による斜縄文

が施されている。１はオオバコを原体として疑似縄文であるが、これに含めた。
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第61図 遺構外出土土器（縄文時代20）
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第62図 遺構外出土土器（縄文時代21）
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第63図 遺構外出土土器（縄文時代22）
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第64図 遺構外出土土器（縄文時代23）
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第65図 遺構外出土土器（縄文時代24）
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第66図 遺構外出土土器（縄文時代25）
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第67図 遺構外出土土器（縄文時代26）
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第68図 遺構外出土土器（縄文時代27）
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第69図 遺構外出土土器（縄文時代28）
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第70図 遺構外出土土器（縄文時代29）

０ 10㎝

369

370
371

372
373

374

375

376

377

378

379 380

381

382
383

384

385 386

387

388

389
390

391

392
393 394

395

396

397

398
399

400



第４章 調査の記録

―94―

第71図 遺構外出土土器（縄文時代30）
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第72図 遺構外出土土器（縄文時代31）
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第73図 遺構外出土土器（縄文時代32）
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ｂ－６：胴部が括れているもの（40、41、108、109）。

ｂ－７：頸部が括れているもの（21～23、25、454～460）。

ｃ類：羽状縄文が施されているもの（123、442）。

123は、ＬＲとＲＬの２つの原体による羽状縄文が施されている。

ｄ類：条痕状の沈線が施されているもの（49、111、119、436～438）。

111は器表面に斜めの雑な条痕が残されている。119は器表面全体に横位、斜位の条痕が残っている。

ｅ類：無文のもの（105～107、448～453）。

ｅ－１：口縁部がやや外反しているもの（105、107）。

ｅ－２：口縁がやや内湾しているもの（106）。

106は口縁部がやや内湾し、口縁は平らに作り出され、105、107に比べ器表面がよく磨かれている。

ｆ類：絡条体回転圧痕文を施しているもの（429～435）。

ⅩⅡ群土器（第57～61図）

胴下半部、底部を一括した（125～149、151～182）。

125～143、146～149は斜縄文が施されている土器である。148には無節の斜縄文が施されている。

144は粗い条痕状の沈線が施されている。152の内面には、にぶい光沢を放つタール状の物質が付着し

ている。160～182は底面に特徴があるものである。網代痕や、沈線が施されるもの、極端な上げ底に

なっているものなどがある。

突起部（第73図）（462～464）。

462はⅤ群土器に、463・464はⅤ～Ⅵ群土器に伴うものとみられる。

注口部（第73図）（465、466）。

465は丁寧に磨かれている。466は注口部分の基部である。いずれも後期後葉から末葉に収まる範疇

の時期のものとみられる。

ミニチュア土器（第58図）（150）。

150の胴部には斜縄文が施されている。

円盤状土製品（第73図）（467～471）。

土器片を打ち欠いて円盤状に仕上げたものである。それぞれに素材となった土器に施された文様が

みられる。467は中央部が無文で、その周りを縁取るように文様が残されている。

スタンプ形土製品（第73図）（472）。

つまみをもつスタンプ状の形態で、丸みを帯びた底面に三角形を主体とした沈線文が施されている。

小結

Ⅰ群土器は、ａ類が円筒上層ａ式、ｂ類が円筒上層ｂ式、ｃ類が円筒上層ｃ式、ｄ類が円筒上層ｃ

～ｄ式への過渡期のものに比定される。

Ⅱ群土器は、ａ類が円筒上層ｅ式、ｂ・ｃ・ｄ・ｅ類が大木８ａ式、ｆ類が大木９式や中の平３式

並行の土器とみられる。Ⅰ、Ⅱ群土器は一般に東北地方北部で出土する土器である。

Ⅲ群土器はｂ、ｃ類が八木遺跡Ⅲ群土器、ｅ、ｉ類が二戸市上村遺跡出土の上村式土器にそれぞれ

近い土器とみられ、ａ、ｆ類もこれらと大差ない時期とみられる。ｂ、ｃ類からは宮城県域を中心と

する地域の土器の影響を看取することできる。なお、ｇ類はｅ類のｈ類はｃ類の胴部とみられる。
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第２表 土器一覧（１）

※ ・「出土地点」の後ろの（ ）は地区名を示す。（ ）のないものはＢ区出土の遺物である。
・「出土層位」のⅡ、Ⅱａ、Ⅳ、ⅣａがＢ区の捨て場に伴う層位である。

図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類 口径 底径 器高

第50図 95 ＭＤ47 Ⅱa Ⅸ‐a 24.6 （22.7）

96 ＭＥ48 Ⅳ Ⅸ‐d 15.9 6.0 11.0

97 確認調査 － Ⅸ‐f 7.6 （10.2）

98 ＭＤ47・ＭＤ48 Ⅳa Ⅸ‐a （25.4） （17.4）

99 ＭＣ47 Ⅱa Ⅹ‐a （7.7）

100 ＭＤ48 Ⅱa Ⅸ‐g （14.2） 8.2 （8.4）

101 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a 7.8 13.8

第51図 102 ＭＤ47・ＭＤ49 Ⅳa・Ⅳ ⅩⅠ‐a 27.3 （31.6）

103 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐a 29.0 （16.7）

104 ＭＤ48・ＭＥ48・ＭＤ49 Ⅳa・Ⅳ ⅩⅠ‐a 35.0 （14.8）

第52図 105 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅠ‐e‐1 28.4 （12.2）

106 ＭＥ51 Ⅳa ⅩⅠ‐e‐2 20.4 （9.4）

107 ＭＤ51 Ⅳa ⅩⅠ‐e‐1 26.0 （20.3）

108 ＬＬ53（Ｃ） Ⅱ ⅩⅠ‐b‐6 （16.6） （15.3）

109 ＭＤ49 Ⅴ ⅩⅠ‐b‐6 22.0 （22.7）

110 ＭＤ49 Ⅳa～Ⅵ ⅩⅠ‐b （17.6） （13.4）

第53図 111 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐d （18.6） （18.4）

112 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅠ‐b‐3 23.0 （14.0）

113 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅠ‐b‐3 31.9 （23.6）

114 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅠ‐b‐2 34.2 （20.5）

第54図 115 ＭＡ49 － ⅩⅠ‐b‐1 44.6 （16.7）

116 ＭＤ51 Ⅳa ⅩⅠ‐b‐2 30.6 （17.2）

117 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅠ‐b‐4 30.4 （15.5）

118 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅠ‐b‐4 27.4 13.8

第55図 119 ＭＥ49・ＭＥ50 Ⅳ ⅩⅠ‐d 27.6 9.7 22.3

120 ＭＥ48 Ⅳ ⅩⅠ‐b （22.0） （7.8） （15.0）

121 ＭＥ48・ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅠ‐b （31.0） （8.8） （25.5）

122 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅠ‐b （16.2） 7.6 （12.8）

第56図 123 ＭＥ48 Ⅳ ⅩⅠ‐c （37.0） 9.6 （32.6）

124 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅠ‐b‐5 13.8 6.0 15.3

第57図 125 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （19.6） 13.0 （6.6）

126 ＭＥ50 Ⅵ ⅩⅡ （17.6） 9.6 （9.8）

127 ＭＤ49 Ⅳ ⅩⅡ （15.7） 9.5 （5.5）

128 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （16.4） 10.5 （6.2）

129 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （12.0） 6.8 （4.7）

130 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （13.1） 5.7 （3.9）

131 ＭＥ48 Ⅳ ⅩⅡ （13.4） 7.0 （3.5）

132 ＭＣ46 － ⅩⅡ （19.0） 9.0 （6.1）

133 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （14.0） 7.0 （8.9）

134 ＭＣ50 Ⅱ～Ⅲ ⅩⅡ （9.6） 4.4 （7.0）

135 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅡ （17.4） 9.6 （6.5）

136 ＭＥ51 Ⅳa ⅩⅡ （14.5） 7.4 （7.0）

137 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ （11.0） 5.4 （4.3）

138 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （12.6） 6.6 （5.8）

139 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （14.4） 6.8 （6.0）

140 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ （12.8） 6.6 （4.1）

141 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （14.0） 8.2 （3.2）

142 ＭＤ47 － ⅩⅡ （10.8） （2.0）

143 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （9.0） 5.2 （2.3）

第58図 144 ＭＤ48 Ⅳ ⅩⅡ （17.8） 11.0 （3.9）

145 ＭＤ50 Ⅳa ⅩⅡ （16.2） 11.8 （5.3）

146 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅡ （8.9） 5.8 （4.0）

147 ＭＥ48・ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅡ （15.5） 8.4 （8.4）

148 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ （13.4） 6.8 （5.9）

149 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （9.0） 5.6 （2.2）

150 ＭＥ51 Ⅳ 土製品 （3.4） 2.6 （1.7）

151 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （18.2） 9.8 （10.3）

152 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ （20.8） 4.4 （11.3）

153 ＭＤ47 Ⅳ ⅩⅡ （17.8） 9.4 （5.6）

154 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅡ （26.8） 12.4 （9.5）

155 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅡ （8.8） 4.0 （5.3）

156 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （8.3） 8.0 （2.4）

157 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ 6.0 （2.9）

158 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ ⅩⅡ 8.8 （4.1）

159 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅡ （5.8） （4.9）

第59図 160 ＭＤ49 Ⅳ ⅩⅡ （15.2） 11.0 （12.0）

161 Ｂ区 Ⅰ ⅩⅡ （13.2） 10.8 （3.3）

162 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ （10.1） 6.4 （3.8）

163 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （11.8） 9.4 （2.7）

164 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ （12.6） 8.9 （3.1）

165 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅡ （13.8） 12.3 （1.8）

166 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅡ （11.0） 8.1 （3.9）

167 ＭＤ48 Ⅳa ⅩⅡ （13.4） 6.7 （3.0）

168 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅡ （12.6） 8.0 （4.3）

169 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅡ （13.6） 12.1 （2.0）

170 ＭＤ48 Ⅳ、Ⅳa ⅩⅡ （14.6） 11.0 （3.4）

171 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （11.6） 7.3 （3.7）

第60図 172 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅡ （16.0） 14.0 （1.9）

173 ＭＤ51 Ⅳa ⅩⅡ （19.6） 12.6 （8.4）

174 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅡ （8.0） 6.3 （2.6）

175 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅡ （12.6） 11.1 （1.6）

176 ＭＥ51 Ⅳa ⅩⅡ （12.8） 11.6 （2.2）

177 ＭＥ51 Ⅳa ⅩⅡ （15.0） 13.0 （3.3）

178 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅡ （11.8） 9.0 （2.8）

179 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅡ （12.8） 9.7 （4.4）

180 ＭＥ51 － ⅩⅡ （16.0） 11.8 （4.4）

181 ＭＤ48 Ⅳa ⅩⅡ （11.8） 9.8 （2.0）

182 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅡ （12.0） 10.7 （1.8）

第61図 183 ＭＣ48 Ⅱ～Ⅲ ⅩⅡ （11.1） 9.0 （4.2）

184 ＭＤ49 Ⅳa ⅩⅡ （9.8） 8.8 （2.0）

185 ＭＤ48 Ⅳ ⅩⅡ （14.8） 13.5 （1.8）

186 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅡ （13.2） （10.3） （2.7）

187 ＭＥ51 Ⅳa ⅩⅡ 10.4 （0.7）

図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類 口径 底径 器高

第10図 1 ＳＩ26 4‐1 ⅩⅠ‐b‐5 31.6 （37.9）

2 ＳＩ26 ベンチ直上 Ⅷ‐e 8.8 （7.9）

3 ＳＩ26 2、4 Ⅷ‐d （6.0）

4 ＳＩ26 2、4 － （15.2） 7.8 （7.1）

5 ＳＩ26 4‐5 － （14.4） 11.3 （3.0）

6 ＳＩ26 4 － （10.1） 9.0 （2.4）

7 ＳＩ26 1 － （8.0） 5.0 （2.5）

8 ＳＩ26 3 － （6.6） 4.3 （2.6）

9 ＳＩ26 覆土 Ⅲ‐h

10 ＳＩ26 2 Ⅶ‐a

11 ＳＩ26 3 Ⅵ‐a

12 ＳＩ26 1 －

13 ＳＩ26 覆土 Ⅷ

14 ＳＩ26 2 －

15 ＳＩ26 覆土 Ⅷ‐d

16 ＳＩ26 覆土 Ⅷ‐d

17 ＳＩ26 覆土 Ⅷ‐d

第11図 18 ＳＩ26 床直上 ⅩⅠ

19 ＳＩ26 4 ⅩⅠ

20 ＳＩ26 1 ⅩⅠ

21 ＳＩ26 覆土 ⅩⅠ‐b‐7

22 ＳＩ26 4 ⅩⅠ‐b‐7

23 ＳＩ26 6 ⅩⅠ‐b‐7

24 ＳＩ26 覆土 －

25 ＳＩ26 6 ⅩⅠ‐b‐7

26 ＳＩ26 4 ⅩⅠ

27 ＳＩ26 2 ⅩⅠ

28 ＳＩ26 1 ⅩⅠ

第14図 29 ＳＸ35 覆土 Ⅲ‐c

30 ＳＸ35 覆土 Ⅷ‐a

31 ＳＸ35 覆土 ⅩⅠ

32 ＳＸ35 覆土 ⅩⅠ

33 ＳＫ05 覆土 ⅩⅠ

34 ＳＫ05 覆土 ⅩⅠ

35 ＳＫ05 1 ⅩⅠ

36 ＳＫ05 4 ⅩⅠ

37 ＳＫ04 覆土 ⅩⅠ

38 ＳＫ06 覆土 Ⅳ‐a 21.9 9.6 33.5

39 ＳＫ06 覆土 Ⅳ‐c 12.0 7.2 14.5

40 ＳＫ06 覆土 ⅩⅠ‐b‐6

41 ＳＫ06 覆土 ⅩⅠ‐b‐6 （25.4） 10.6 （26.0）

42 ＳＫ41 覆土 ⅩⅠ

43 ＳＫ41 覆土 Ⅲ

44 ＳＫ41 覆土 Ⅲ

第31図 45 ＳＮ32 覆土 －

46 ＳＮ32 覆土 Ⅲ

47 ＳＲ14 覆土 Ⅰ‐c （25.3） （14.3）

48 ＳＸ42（ＭＣ45） 覆土 Ⅳ‐g （4.8） 4.2 （8.1）

49 ＳＸ42（ＭＣ46） 覆土 ⅩⅠ‐d （29.4） （9.5）

50 ＳＸ42（ＭＣ47） 覆土 Ⅶ‐a

51 ＳＸ42（ＭＣ47） 覆土 Ⅶ‐a

52 ＳＸ42 覆土 Ⅷ‐d

53 ＳＸ42（ＭＣ46）底面 覆土 Ⅷ‐d

第32図 54 ＳＸ42（ＭＤ50） Ⅴ層（底）面 Ⅰ

55 ＳＸ44‐36下面 Ⅴ層（底）面 Ⅵ‐a

56 ＳＸ44（ＭＤ50） Ⅴ層（底）面 Ⅵ‐a

第42図 57 ＬＫ51（Ｃ） － Ⅰ‐a （34.0） （13.8）

58 ＭＡ49（Ｃ） － Ⅰ‐a 18.4 （7.1）

59 ＬＲ50・ＬＲ49（Ｃ） － Ⅱ‐a 16.0 （18.5）

第43図 60 ＭＤ49・ＭＥ49 Ⅳ Ⅲ‐a 15.7 （4.7）

61 ＭＥ50・ＭＥ51 Ⅳa Ⅲ‐i 20.6 （13.5）

62 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d 26.2 11.8 38.4

63 ＭＥ51 Ⅳ Ⅳ‐e （26.5） （16.5）

64 ＭＤ48 Ⅳa Ⅳ‐b 17.4 （13.9）

第44図 65 ＭＥ50 Ⅳa Ⅳ‐g （28.8） （22.0）

66 ＭＤ50・ＭＥ50 Ⅳ Ⅳ‐d 26.8 （17.5）

67 ＭＤ49・ＭＤ50・ＭＤ51 Ⅱ～Ⅲ、Ⅳ Ⅴ‐a （22.0） 8.4 （16.5）

68 ＭＥ49・ＭＥ51 Ⅳ Ⅴ‐a （16.2） 13.2 （13.2）

第45図 69 ＭＤ49・ＭＤ50・ＭＤ51 Ⅱ～Ⅲ・Ⅳ Ⅴ‐a （36.5） （19.9）

70 ＭＣ48・ＭＤ51・ＭＥ48・ＭＥ49 Ⅱ～Ⅲ、Ⅳ Ⅴ‐a （27.0） （16.6）

71 ＭＤ50 Ⅳ Ⅴ‐a （18.0） 4.2 （8.2）

72 ＭＤ49・ＭＤ50 Ⅲ、Ⅳa Ⅴ‐c （29.7） （16.9）

73 ＭＥ49 Ⅳ Ⅴ‐c 17.2 （13.7）

第46図 74 ＭＤ49・ＭＤ50 Ⅴ・Ⅱ～Ⅲ、Ⅳ、Ⅷ Ⅵ‐a 44.0 （39.0）

75 ＭＤ50 Ⅲ、Ⅳ Ⅵ‐a （29.0） （29.0）

第47図 76 ＭＥ48・ＭＥ49 Ⅳ Ⅵ‐b 35.3 （32.8）

77 ＭＤ50 Ⅲ、Ⅳ Ⅵ‐a 25.1 （11.4）

78 ＭＡ48 カクラン Ⅴ‐d 13.4 （13.4）

79 ＭＡ48 カクラン Ⅵ‐a （12.7） 7.6 （6.4）

80 ＭＤ47 Ⅳa Ⅵ‐a （11.7） 5.9 （6.4）

第48図 81 ＭＥ48 Ⅳ Ⅶ‐a （16.6） （6.1）

82 ＭＥ48 Ⅳ Ⅶ‐a （16.8） （10.2）

83 ＭＥ48・ＭＥ49 Ⅳ Ⅶ‐b 26.3 12.9 5.4

84 ＭＥ49 Ⅳ Ⅶ‐c （17.0） 5.9 11.4

85 ＭＥ48・ＭＥ49 Ⅳ Ⅶ‐c 41.0 （20.4）

86 ＭＣ48 Ⅱ～Ⅲ Ⅶ‐c （10.7） 5.5 （2.2）

87 ＭＤ47 Ⅳa Ⅶ‐c （14.5） （6.6）

88 ＭＤ47 Ⅳ Ⅶ‐c （10.1） 6.6 （3.8）

第49図 89 ＭＤ49 Ⅳ Ⅶ‐c 32.6 （15.7）

90 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a （44.0） （19.5）

91 ＭＤ47 Ⅳa Ⅸ‐a 18.8 （10.1）

92 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a 21.0 （14.2）

93 ＭＤ47 Ⅱa Ⅸ‐a （14.1） （5.6） （12.8）

94 ＭＤ47 Ⅱa、Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a 16.8 （7.9）
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第３表 土器一覧（２）
図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類

第62図 188 ＭＥ49 Ⅴ Ⅰ‐a

189 ＭＤ48 Ⅳ Ⅰ‐a

190 ＬＴ49・ＭＡ49（Ｃ） カクラン Ⅰ‐a

191 ＬＲ50（Ｃ） － Ⅰ‐a

192 ＬＴ48（Ｃ） － Ⅰ‐a

193 ＭＡ48（Ｃ） カクラン Ⅰ‐a

194 ＭＡ49（Ｃ） － Ⅰ‐a

195 ＭＡ48（Ｃ） カクラン Ⅰ‐a

196 ＭＡ48（Ｃ） カクラン Ⅰ‐d

197 ＬＳ49・ＬＲ49（Ｃ） カクラン Ⅱ‐b

198 ＬＴ49・ＭＡ49（Ｃ） カクラン Ⅱ‐c

199 ＭＣ48 Ⅳ Ⅱ‐c

200 ＭＥ49 Ⅳ Ⅰ‐d

201 ＭＥ49 Ⅳ

202 ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐d

203 ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐d

204 ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐d

205 ＭＥ49 Ⅳ Ⅱ‐f

206 ＭＤ49・ＭＥ49 Ⅳ Ⅰ‐b

207 ＬＳ49・ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐e

208 ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐e

209 ＬＴ48（Ｃ） － Ⅱ‐e

210 ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐e

211 ＭＤ49 Ⅵ Ⅰ‐e

212 ＬＴ49（Ｃ） － Ⅰ‐e

213 ＬＳ50（Ｃ） － Ⅱ‐d

第63図 214 ＭＥ50 Ⅳ Ⅲ‐b

215 ＭＥ50 Ⅲ、Ⅳa Ⅲ‐c

216 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐e

217 ＭＤ49 Ⅳ Ⅲ‐e

218 ＭＥ50 Ⅶ Ⅲ‐e

219 ＭＥ50 Ⅶ Ⅲ‐e

220 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐f

221 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐f

222 ＭＥ50 － Ⅲ‐f

223 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐f

224 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐f

225 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐f

226 ＭＥ50 Ⅲ Ⅲ‐f

227 ＭＡ48 － Ⅲ‐d

第64図 228 ＭＤ49 Ⅳa Ⅲ‐g

229 ＭＤ49 Ⅳ Ⅲ‐g

230 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐g

231 ＭＥ50 Ⅵ Ⅲ‐g

232 ＭＤ49 Ⅳ Ⅲ‐g

233 ＭＤ49 Ⅵ Ⅲ‐g

234 ＭＤ49 Ⅵ Ⅲ‐g

235 ＭＤ49・ＭＥ49 Ⅵ Ⅲ‐g

236 ＭＤ49 Ⅵ Ⅲ‐g

237 ＭＥ50 Ⅲ Ⅲ‐h

238 ＭＥ50 Ⅲ Ⅲ‐h

239 ＭＥ49 Ⅳ Ⅲ‐h

240 確認調査 － Ⅲ‐h

241 ＭＤ49 Ⅴ Ⅲ‐h

242 ＭＣ50 Ⅱ～Ⅲ Ⅲ‐h

第65図 243 ＭＥ50・ＭＥ51 Ⅳa Ⅳ‐a

244 ＭＥ50 Ⅳa Ⅳ‐a

245 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

246 ＭＥ50 Ⅲ Ⅳ‐d

247 ＭＤ48 Ⅳ Ⅳ‐d

248 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐d

249 ＭＤ48 Ⅳa Ⅳ‐d

250 ＭＤ48 Ⅳa Ⅳ‐d

251 ＭＥ50 Ⅲ Ⅳ‐e

252 ＭＥ50 Ⅲ Ⅳ‐e

253 ＭＤ48 Ⅵ Ⅳ‐d

254 ＭＤ51 Ⅳa Ⅳ‐g

255 ＭＤ48 Ⅳｃ Ⅳ‐d

第66図 256 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

257 ＭＤ49 Ⅴ Ⅳ‐d

258 ＭＤ50 Ⅳ Ⅳ‐d

259 ＭＤ50 Ⅳ Ⅳ‐d

260 ＭＤ50 Ⅳ Ⅳ‐d

261 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐d

262 ＭＤ50 Ⅳa Ⅳ‐d

263 ＭＤ50 Ⅷ Ⅳ‐d

264 ＭＡ48 カクラン Ⅳ‐d

265 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

266 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐d

267 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

268 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐d

269 ＭＤ49 Ⅴ Ⅳ‐d

270 ＭＤ49 Ⅳ Ⅳ‐d

271 ＭＥ50 Ⅳa Ⅳ‐d

272 ＭＤ50 Ⅳ Ⅳ‐d

273 ＭＥ50 Ⅳa Ⅳ‐d

274 ＭＤ50 Ⅵ Ⅳ‐d

275 ＭＤ49 Ⅴ Ⅳ‐d

276 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐d

277 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐d

278 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

279 ＭＤ50 Ⅳ Ⅳ‐f

280 ＭＥ50 Ⅳa Ⅳ‐d

281 ＭＤ48 Ⅳa Ⅳ‐f

282 ＭＤ45 Ⅳb Ⅳ‐f

283 ＭＤ49 Ⅳa Ⅳ‐f

284 ＭＤ48 Ⅳa Ⅳ‐f

285 ＭＥ50 Ⅲ Ⅳ‐h

286 ＭＤ50 Ⅳ Ⅳ‐h

287 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

288 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

289 ＭＥ49 Ⅳ Ⅳ‐d

290 ＭＣ49 Ⅳ Ⅳ‐d

図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類

394 ＭＤ47 Ⅰ Ⅹ‐c

395 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐d

396 ＭＤ47 Ⅱa Ⅹ‐d

397 ＭＤ46 Ⅱ Ⅹ‐d

398 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐e

399 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐e

400 ＭＤ47 Ⅱa Ⅹ‐e

第72図 401 ＭＤ47 Ⅱa Ⅹ‐e

402 ＭＤ47 Ⅱa Ⅹ‐e

403 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐e

404 ＭＤ47 Ⅱa Ⅹ‐e

405 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐e

406 ＭＤ48 Ⅰ～Ⅱa Ⅹ‐e

407 ＭＤ49 Ⅱ～Ⅲ Ⅹ‐f

408 ＭＣ47 Ⅱ～Ⅲ Ⅹ‐f

409 ＭＤ50 Ⅲ～Ⅳ Ⅹ‐f

410 ＭＤ49 Ⅱ～Ⅲ Ⅹ‐f

411 確認調査 － Ⅹ‐e

412 ＭＥ48 Ⅳ Ⅹ‐f

413 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐g

414 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅠ‐a

415 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅠ‐a

416 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐a

417 ＭＣ47 Ⅳ ⅩⅠ‐a

418 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅠ‐a

419 ＭＤ51 Ⅴ ⅩⅠ‐a

420 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅠ‐a

421 ＭＤ48 Ⅳa ⅩⅠ‐a

422 確認調査 － ⅩⅠ‐a

423 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐a

424 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅠ‐a

425 ＭＤ49 Ⅳ ⅩⅠ‐a

426 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅠ‐a

427 ＭＥ48 Ⅳ ⅩⅠ‐a

428 ＭＥ48 Ⅳ ⅩⅠ‐a

429 ＭＥ50 Ⅵ ⅩⅠ‐f

430 ＭＤ49 Ⅴ ⅩⅠ‐f

431 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅠ‐f

432 ＭＥ51 Ⅴ ⅩⅠ‐f

433 ＭＤ49 Ⅳa ⅩⅠ‐f

434 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅠ‐f

435 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅠ‐f

436 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐d

第72図 437 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐d

438 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐d

439 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐b

440 Ｂ区 Ⅳa ⅩⅠ‐b

441 ＭＤ50 Ⅳ ⅩⅠ‐b

442 ＭＥ48 Ⅳ ⅩⅠ‐c

443 ＭＤ47 Ⅳｂ ⅩⅠ‐b

444 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅠ‐b

445 確認調査 － ⅩⅠ‐b

446 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅠ‐b

447 ＭＤ48 Ⅳc ⅩⅠ‐b

448 ＭＤ50 Ⅳa ⅩⅠ‐e

449 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐e

450 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅠ‐e

第73図 451 ＭＤ47 Ⅳa ⅩⅠ‐e

452 確認調査 － ⅩⅠ‐e

453 ＭＥ51 Ⅳ ⅩⅠ‐e

454 ＭＤ51 Ⅲ～Ⅳ ⅩⅠ‐b‐7

455 ＭＥ49 Ⅳ ⅩⅠ‐b‐7

456 ＭＥ50 Ⅳa ⅩⅠ‐b‐7

457 Ｃ区表採 － ⅩⅠ‐b‐7

458 ＬＫ54・ＬＫ53（Ｃ） Ⅱ ⅩⅠ‐b‐7

459 確認調査 － ⅩⅠ‐b‐7

460 ＬＴ47（Ｃ） － ⅩⅠ‐b‐7

461 ＭＤ47 Ⅱa ⅩⅠ‐b

462 ＬＴ48（Ｃ） － 突起部

463 ＭＤ50 Ⅲ 突起部

464 ＭＥ49 Ⅳ 突起部

465 ＭＤ47 － 注口部

466 ＭＤ47 Ⅳa 注口部

467 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ 円盤状土製品

468 ＭＤ50 Ⅳ 円盤状土製品

469 ＭＤ50 Ⅳ 円盤状土製品

470 ＭＥ48 Ⅳ 円盤状土製品

471 ＭＥ48 Ⅳ 円盤状土製品

472 ＭＤ49 Ⅳ スタンプ形土製品

第82図 473 ＬＬ53（Ｃ） －

474 ＬＫ53（Ｃ） Ⅱ

475 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

476 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

477 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

478 ＭＥ50 Ⅱ

479 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

480 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

481 確認調査 －

482 ＬＩ53（Ｃ） －

483 ＬＬ53（Ｃ） Ⅱ

484 ＬＬ53（Ｃ） Ⅱ

485 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

486 ＬＩ57（Ｃ） －

487 表採 －

488 ＬＬ53（Ｃ） Ⅱ

489 ＭＤ51 Ⅲ

490 ＬＫ54（Ｃ） Ⅱ

491 ＭＤ51 Ⅲ

492 ＬＬ54（Ｃ） －

493 ＭＤ51 Ⅲ

494 表採 －

495 ＭＤ51 Ⅲ

496 ＭＤ51 Ⅲ

図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類

291 ＭＤ48 Ⅳa Ⅳ‐g

第67図 292 ＭＤ50 Ⅳ Ⅴ‐a

293 ＭＣ48 Ⅱ～Ⅲ Ⅴ‐a

294 ＭＤ51 Ⅳa Ⅴ‐a

295 ＭＥ49 Ⅳ Ⅴ‐a

296 ＭＥ51 Ⅳ Ⅴ‐a

297 ＭＥ51 Ⅳa Ⅴ‐a

298 ＭＥ49 Ⅳ Ⅴ‐a

299 ＭＤ49 Ⅴ Ⅴ‐a

300 ＭＥ51 Ⅳ Ⅴ‐a

301 表採 － Ⅴ‐a

302 ＭＥ51 Ⅳ Ⅴ‐b

303 ＭＥ48 Ⅳ Ⅴ‐b

304 ＭＥ43 Ⅳ Ⅴ‐b

305 ＭＢ48 － Ⅴ‐c

306 ＭＥ51 Ⅳa Ⅴ‐a

307 ＭＥ49 Ⅳ Ⅴ‐a

308 ＭＤ50 Ⅳ Ⅴ‐a

309 ＭＤ49 Ⅴ Ⅴ‐a

310 ＭＥ51 Ⅳ、Ⅳa Ⅴ‐c

311 ＭＥ48 Ⅳ Ⅵ‐a

第68図 312 確認調査 － Ⅵ‐a

313 ＭＤ47 － Ⅵ‐a

314 ＬＰ51・ＬＯ51 カクラン Ⅵ‐a

315 ＭＤ47 Ⅳa Ⅵ‐a

316 ＭＤ47 Ⅳa Ⅵ‐a

317 ＭＥ49 Ⅳ Ⅵ‐b

318 確認調査 － Ⅵ‐b

319 ＭＤ51 Ⅳ Ⅵ‐b

320 ＭＤ50 Ⅲ Ⅵ‐a

321 ＬＰ51・ＬＱ51（Ｃ） カクラン Ⅵ‐a

322 ＭＤ50 Ⅳ Ⅵ‐a

323 ＭＤ48 Ⅳa Ⅵ‐b

324 ＭＤ47 Ⅳa Ⅵ‐a

325 ＭＤ49 Ⅳa Ⅵ‐a

326 ＭＤ47 Ⅳa Ⅵ‐a

327 ＭＤ49 Ⅳa Ⅵ‐a

328 ＭＥ48 Ⅳ Ⅶ‐b

329 ＭＤ48 Ⅳa Ⅶ‐b

330 ＭＤ47 Ⅳa

第69図 331 ＭＤ47 Ⅳa Ⅷ‐a

332 ＭＤ49 Ⅴ Ⅷ‐b

333 ＭＤ47 Ⅳa Ⅷ‐c

334 ＭＣ47 Ⅱ～Ⅲ Ⅷ‐d

335 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

336 ＭＤ47 Ⅳa Ⅷ‐d

337 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

338 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

339 ＭＤ47 Ⅳa Ⅷ‐c

340 ＭＤ47 Ⅳb́ Ⅷ‐d

341 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

342 ＭＣ47 Ⅴ Ⅷ‐d

343 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

344 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

345 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

346 ＭＤ49 Ⅱ～Ⅲ Ⅷ‐d

347 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

348 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

349 ＬＴ48（Ｃ） － Ⅷ‐d

350 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

351 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

352 ＭＣ48 Ⅱ～Ⅲ Ⅷ‐d

353 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

354 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

355 ＬＴ49（Ｃ） － Ⅷ‐d

356 ＭＤ48 Ⅳa Ⅷ‐d

357 ＭＤ48 Ⅳ Ⅷ‐d

358 ＭＤ47 Ⅱa Ⅷ‐d

359 Ｂ区 Ⅰ Ⅷ‐d

360 ＭＤ47 Ⅳa Ⅷ‐c

361 ＭＤ50 Ⅳ Ⅷ

362 ＭＤ47 Ⅳa Ⅷ

363 ＭＤ47 Ⅱa Ⅷ‐d

364 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a

365 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a

366 ＭＤ47 Ⅱa Ⅸ‐a

367 ＭＣ46 Ⅱ～Ⅲ Ⅸ‐a

368 ＭＤ47 Ⅱa Ⅸ‐a

第70図 369 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳa Ⅸ‐a

370 ＭＤ47 Ⅱ～Ⅲ Ⅸ‐a

371 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a

372 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a

373 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a

374 ＭＤ47 Ⅱa Ⅸ‐a

375 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐e

376 確認調査 － Ⅸ‐a

377 ＭＣ46 Ⅱa Ⅸ‐b

378 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐a

379 ＭＣ46 Ⅱ Ⅸ‐b

380 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅸ‐b

381 ＭＤ47 Ⅳa Ⅸ‐c

382 ＭＥ48 Ⅳ Ⅸ

383 ＭＤ49 Ⅳa Ⅸ

384 ＬＴ48（Ｃ） － Ⅸ

385 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐a

386 ＭＤ48 Ⅳ Ⅹ‐a

387 ＭＤ47 Ⅱa Ｘ

388 ＭＤ47 Ⅱa Ⅹ‐a

389 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ、Ⅱa～Ⅳa Ⅹ‐b

390 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐c

391 表採 － Ⅹ‐a

392 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ Ⅹ‐c

393 Ｂ区 － Ⅹ‐c



Ⅳ群土器はａ類が十腰内Ⅰ式より古い土器で、文様のモチーフとして北東北よりもむしろ宮城県を

中心とする地域の土器の影響を受けている可能性がある。ｂ、ｄ、ｅ類は十腰内Ⅰａ式、ｇ類は十腰

内Ⅰｂ式に比定される。

Ⅴ～Ⅷ群土器については、Ⅴ群土器が十腰内Ⅱ式、Ⅵ群土器が十腰内Ⅲ式、Ⅶ群土器が十腰内Ⅳ式、

Ⅷ群土器は十腰内Ⅴ式に比定される。

Ⅹ群土器については、ａ類が大洞Ｂ式、ｂ類が大洞ＢＣ式、ｃ、ｄ、ｅ類が大洞Ｃ１式、ｆ、ｇ類

が大洞Ｃ２式に比定される。

ⅩⅠ群土器の時期については、ｂ－６類・ｅ－１類・ｆ類が後期前葉、ａ類・ｂ－１～４類・ｅ－

２類が後期前葉から中葉、ｃ類・ｄ類が後期後葉、ｂ－５類が後期末葉、ｂ－７が晩期に比定される。

（３）石器（第74～80図）

石鏃（Ｓ12～Ｓ16）

石鏃には凸基有茎鏃（Ｓ12～14）と凹基無茎鏃（Ｓ15・16）がある。いずれも両面に細かな押圧剥

離が行われるが、Ｓ16の裏面中央部には先行剥離面が残される。Ｓ12・15にはアスファルトが付着し

ており、Ｓ15のアスファルトの付着状況は、矢柄先端部が三角形であったことを示している。

石槍（Ｓ18）

縦長剥片を素材とする中央部に最大厚のある石槍である。調整は両面に行われるが、裏面の調整は

やや粗い加工が施される。

石錐（Ｓ17･19）

つまみ部のあるＳ17と形状が棒状と考えられるＳ19がある。２点とも両面全体に二次調整が施され

ている。

第４章 調査の記録
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第４表 土器一覧（３）
図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類 口径 底径 器高

497 ＬＫ42 Ⅱ （10.8） （5.7）

498 ＬＫ54・ＬＫ53 Ⅱ （9.3） （3.7）

499 ＬＫ53 －

500 ＬＫ54 Ⅱ

501 ＬＫ54 Ⅱ 6.0 （4.0）

第93図 502 ＳＩ19 － 14.1 4.8 3.6

503 ＳＩ19 － （20.5） （11.0）

504 ＳＩ19 － 17.0 （7.9）

505 ＳＩ19カマド －

506 ＳＩ19カマド －

507 ＳＩ19 － （8.1） 4.7 （1.9）

508 ＳＩ20 － 14.5 （10.2）

509 ＳＩ20 － 13.9 4.8 5.5

510 ＳＩ20 － （13.4） （4.3）

511 ＳＩ20 －

512 ＳＩ20 －

513 ＳＩ20 －

514 カマドＡ－Ｐ － 13.0 5.8 5.9

515 ＳＩ21 － 13.5 5.5 5.0

516 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － 12.6 5.5 5.1

第94図 517 ＳＩ21 － 12.2 5.1 5.6

518 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － 13.0 6.0 5.2

519 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － 13.2 5.0 5.8

520 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － 12.8 5.6 5.6

521 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － 13.3 5.7 5.2

522 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － 12.7 5.6 5.2

523 ＳＩ21 － （23.8） （17.4）

図版番号 番号 出土地点 出土層位 分類 口径 底径 器高

524 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － （19.4） （8.2）

525 ＳＩ21カマドＡ・その他 － （17.0） 7.5 （9.3）

526 ＳＩ21カマドＢ － 15.8 （7.9）

527 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ －

528 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － （10.2） 6.0 （3.8）

529 ＳＩ21カマドＡ－Ｐ － （12.4） （3.2）

第95図 530 ＳＩ21 －

531 ＳＩ24 －

532 ＳＩ24 －

533 ＳＩ24 －

534 ＳＩ24 － （13.6） （10.1） 13.9

535 ＳＩ24 －

536 ＳＩ24 －

537 ＳＩ24 －

538 ＳＫＩ27 －

539 ＳＫＩ27 －

540 ＳＫＩ27 －

541 ＳＫＩ27 －

542 ＳＫＩ27 －

543 ＳＫＩ27 －

544 ＳＫＩ27 －

545 ＳＩ34 － 12.4 6.9 12.7

546 ＳＫＩ38 －

第96図 547 ＳＫ31 － （18.1） 9.4 （24.6）

548 Ｃ区東の調査区外 － 13.5 6.1 4.3



石匙（Ｓ20～Ｓ28）

Ｓ26を除く８点は縦型の石匙で、Ｓ24・27・28ではつまみ部が打面とは反対方向に設けられる。

Ｓ23では正面の全面に二次調整が及ぶが、その他は側縁部のみに刃部が作出され、両面に広く先行剥

離面を残している。Ｓ26は、刃部に対して直交する方向につまみ部が設けられ、両面全面に押圧剥離

が施される。

掻器（Ｓ29～Ｓ32・Ｓ34～Ｓ44）

素材剥片の形状をそれほど変えることなく、剥片の側縁や一端に二次調整を行い刃部を設けており、

Ｓ29では、厚みのある縦長剥片の一端と裏面の両側縁に、Ｓ30～Ｓ32では打面を残して、正面の側縁

部に二次調整を行っている。Ｓ34～Ｓ42・Ｓ44は小形素材剥片の側縁や一端に短い刃部を作り出して

いる。

石箆（Ｓ33・Ｓ45～Ｓ47）

厚みのある縦長の素材剥片の両面に粗い調整を行った後に、一端に刃部を設けており、Ｓ45～Ｓ47

の形状は短冊形を呈している。

二次加工のある剥片（Ｓ48）

厚みのある剥片の両面に、両側縁方向からの剥離作業を行っているが、裏面中央には先行剥離面が

残されている。

使用痕のある剥片（Ｓ49～Ｓ52）

素材剥片の形状を変えることなく、鋭い側縁部分を使用した際の痕跡が認められるもので、Ｓ49～

Ｓ51では打面が残されている。

石核（Ｓ53）

Ｓ53は、主要な６面それぞれのを打面とした剥離が行われている。

磨製石斧（Ｓ54）

Ｓ54は肉厚な磨製石斧で、素材の全面にわたり擦痕がみられる。刃部には刃こぼれ状の使用痕がみ

られる。基部には損傷痕がみられる。

石錘（Ｓ55）

Ｓ55は扁平な礫を素材としたで石錘で、素材の両端に打ち欠きによる抉りが作り出されている。上

面には敲打痕がみられる。

敲石（Ｓ56）

Ｓ56には素材の下端部と側辺に敲打痕がみられる。

軽石製品（Ｓ57）

Ｓ57は脆弱な軽石を素材とし、側辺には擦り面と抉りがみられる。

凹石（Ｓ58～Ｓ62）

Ｓ62を除き、素材の表裏面に敲打による窪みがみられる。Ｓ58・60・62は肉厚であるのに対し、Ｓ

59・61は薄手である。接地面は、Ｓ60を除き安定している。Ｓ62は煤が付着している。

石皿（Ｓ63～Ｓ65）

Ｓ63・64は石皿の一部である。ともに表面の縁は、中央の窪んだ皿部の平坦面から僅かな高まりと

なる。Ｓ65は軟質の礫を素材とした石皿で、表面には平らに窪んだ面がある他に、裏面中央部には敲

第３節 縄文時代の遺構と遺物
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打による窪みがある。

砥石（Ｓ66）

Ｓ66は、表面に溝跡があり、その周辺には線状痕が多数みられ、側面は平らに擦り込まれている。

石製品（Ｓ67）

Ｓ67は石製品の欠損品である。曲線を主体とした丸みを帯びた造形で、擦り込みによるなだらかな

曲面も２面みられる。

石棒（Ｓ68）

Ｓ68は石棒の欠損品である。横位に巡る溝の部分で欠損しているが、基部側には２段の彫刻が施さ

れており、欠損部にも同様な彫刻の一部が残っている。基部の断面は扁平気味であるが、欠損部付近

では太く丸みを帯びている。石質は砂質千枚岩である。

玉（Ｓ69）

Ｓ69は緑色をした翡翠製の玉である。

参考文献

加藤晋平 鶴丸俊明「図録 石器入門事典 先土器」柏書房 1991（平成３）年

鈴木道之助「図録 石器入門事典 縄文」柏書房 1991（平成３）年
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挿図番号 出土位置 層位 器種 長さ（㎝）幅（㎝）厚さ（㎝）重量（ｇ）

第11図‐Ｓ１ ＳＩ26 2 石鏃 4.6 2.7 1.9 8.2

Ｓ２ ＳＩ26 覆土 石鏃 3.7 2.5 0.7 3.9

Ｓ３ ＳＩ26 覆土 石鏃 4.2 1.5 0.6 2.5

Ｓ４ ＳＩ26 床直 石鏃 6.8 4.8 2.0 61.4

Ｓ５ ＳＩ26 覆土 石鏃 6.3 5.0 12.5 39.1

Ｓ６ ＳＩ26 覆土 石鏃 4.6 3.1 1.0 10.8

Ｓ７ ＳＩ26 覆土 石鏃 4.3 3.0 11.5 13.5

Ｓ８ ＳＩ26 覆土 石鏃 9.8 4.9 2.4 170.8

Ｓ９ ＳＩ26 覆土 石鏃 4.4 2.7 1.3 20.8

第31図‐Ｓ10 ＳＸ42内木枠
（ＭＳ47） 覆土 石鏃 13.6 7.75 5.6 776.0

第32図‐Ｓ11 ＳＸ44
（ＭＤ50） 覆土 石鏃 19.8 15.9 7.4 2450.0

第74図‐Ｓ12 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ 石鏃 2.9 1.8 0.6 2.2

Ｓ13 ＭＤ47 Ⅳa 石鏃 2.75 1.5 0.4 1.2

Ｓ14 ＭＤ48 Ⅳa 石鏃 2.4 1.4 0.5 1.3

Ｓ15 ＬＬ53 Ⅱ 石鏃 2.8 1.6 0.4 1.1

Ｓ16 ＬＬ53 Ⅱ 石錐 3.0 1.6 0.5 1.7

Ｓ17 ＭＥ48 Ⅳ 石錐 2.05 1.45 0.45 0.8

Ｓ18 ＬＴ49 － 石槍 6.2 1.6 1.1 8.9

Ｓ19 表採 － 石匙 2.8 10.5 0.6 1.8

Ｓ20 ＭＥ48 Ⅳ 石匙 6.75 3.2 0.85 20.0

Ｓ21 ＭＤ48 Ⅳ 石匙 5.3 3.4 1.3 18.4

Ｓ22 ＬＬ54 Ⅱ 石匙 7.6 2.2 0.8 7.2

Ｓ23 ＭＤ50 Ⅲ 石匙 4.9 2.95 0.75 8.3

Ｓ24 ＭＤ47 Ⅳa 石匙 6.3 2.9 1.1 13.3

Ｓ25 ＭＤ48 Ⅳa 石匙 6.25 5.5 0.9 26.9

第75図‐Ｓ26 ＬＴ48 － 石匙 3.2 8.9 0.9 20.3

Ｓ27 ＭＥ49 Ⅳ 石匙 6.6 4.1 1.1 23.5

Ｓ28 ＭＥ51 Ⅳa 石匙 6.75 3.7 1.5 13.3

Ｓ29 ＭＤ49 Ⅳ 掻器 10.9 4.5 2.1 57.2

Ｓ30 ＭＤ49 Ⅳ 掻器 7.9 6.1 1.8 53.7

Ｓ31 ＭＤ50 Ⅲ～Ⅳ 掻器 5.2 4.9 1.3 31.1

Ｓ32 ＭＤ49 Ⅳa 掻器 6.35 5.9 1.35 37.5

Ｓ33 ＬＥ56 － 石箆 7.7 3.5 1.5 33.7

第76図‐Ｓ34 ＭＤ47 Ⅳa 掻器 3.4 2.9 0.8 8.3

Ｓ35 ＭＥ48 Ⅳ 掻器 2.9 2.0 1.0 4.5

Ｓ36 ＬＫ53 － 掻器 4.0 2.8 0.7 6.4

Ｓ37 ＭＤ50 Ⅲ 掻器 4.3 3.5 0.85 7.4

挿図番号 出土位置 層位 器種 長さ（㎝）幅（㎝）厚さ（㎝）重量（ｇ）

Ｓ38 ＬＴ52 － 掻器 4.5 4.7 1.0 13.0

Ｓ39 ＭＥ48 Ⅳ 掻器 3.9 6.1 1.5 31.3

Ｓ40 ＭＥ50 Ⅴa 掻器 4.1 5.0 0.9 11.0

Ｓ41 確認調査 － 掻器 4.6 3.1 1.0 15.3

Ｓ42 ＭＤ49 Ⅳ 掻器 3.5 1.8 1.3 8.3

Ｓ43 ＭＤ47 Ⅱa 掻器 5.3 7.4 1.6 36.0

Ｓ44 ＭＤ47 Ⅱa 掻器 3.8 3.75 1.35 11.6

Ｓ45 ＭＥ49 Ⅵ 石箆 5.6 2.9 1.4 22.0

Ｓ46 ＭＡ48 カクラン 石箆 5.15 4.15 1.65 40.8

Ｓ47 ＭＡ49 Ⅰ 石箆 6.5 3.7 1.9 37.8

Ｓ48 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ 二次加工
のある剥片 5.3 4.8 1.9 55.1

第77図‐Ｓ49 ＭＤ47 Ⅱa 使用痕の
ある剥片 5.9 3.9 1.3 12.3

Ｓ50 ＬＦ56
地山直下 － 使用痕の

ある剥片 5.3 3.4 1.5 18.3

Ｓ51 ＭＤ49 － 使用痕の
ある剥片 5.1 3.6 1.0 9.2

Ｓ52 表採 － 使用痕の
ある剥片 2.85 4.95 1.1 11.4

Ｓ53 ＭＥ48 Ⅳ 石槨 4.4 6.1 3.3 97.0

Ｓ54 表採 － 磨製石斧 10.4 4.7 2.5 163.7

Ｓ55 確認調査 － 石錘 10.9 18.1 3.9 1214.0

第78図‐Ｓ56 ＬＬ53 Ⅱ 敲石 12.2 10.0 6.5 982.5

Ｓ57 ＭＥ48 Ⅳ 軽石製品 11.4 5.5 2.7 40.9

Ｓ58 ＬＳ51 － 凹石 9.9 7.8 4.6 446.0

Ｓ59 ＭＤ50 Ⅳ 凹石 15.1 6.1 2.3 330.4

Ｓ60 ＭＥ49 Ⅳ 凹石 11.1 5.7 4.3 165.3

Ｓ61 ＭＤ47 Ⅳa 凹石 13.1 8.0 2.4 190.2

第79図‐Ｓ62 ＭＣ46 － 凹石 15.7 11.1 6.5 989.9

Ｓ63 ＭＤ47 Ⅳa 石皿 13.4 8.6 4.2 581.5

Ｓ64 確認調査 － 石皿 14.5 9.1 4.9 639.0

第80図‐Ｓ65 ＭＤ47 Ⅱa 石皿 23.7 19.5 7.9 1917.0

Ｓ66 確認調査 － 砥石 12.3 7.1 1.8 148.2

Ｓ67 ＭＤ47 Ⅱa～Ⅳ 石製品 5.1 3.8 4.1 93.7

Ｓ68 ＭＤ48 Ⅳa 石棒 11.7 2.5 1.8 66.7

Ｓ69 ＭＤ48 Ⅳa 玉 0.8 0.8
孔径Ａ
0.2
Ｂ0.4

0.4

第５表 石器計測表
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第74図 遺構外出土石器（１）

０ 10㎝

Ｓ12
Ｓ13 Ｓ14

Ｓ17
Ｓ16Ｓ15

Ｓ19

Ｓ20

Ｓ21

Ｓ22
Ｓ23 Ｓ24

Ｓ25

Ｓ18
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第75図 遺構外出土石器（２）

０ 10㎝

Ｓ26

Ｓ27

Ｓ28

Ｓ29

Ｓ30 Ｓ31

Ｓ32

Ｓ33



第３節 縄文時代の遺構と遺物

―105―

第76図 遺構外出土石器（３）

０ 10㎝

Ｓ34
Ｓ35

Ｓ36 Ｓ37

Ｓ38 Ｓ39

Ｓ41Ｓ40

Ｓ42
Ｓ43

Ｓ44

Ｓ45
Ｓ46

Ｓ47

Ｓ48
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第77図 遺構外出土石器（４）

０ 10㎝

Ｓ49

０ 10㎝

Ｓ50 Ｓ51

Ｓ52

Ｓ53

Ｓ54

Ｓ55
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第78図 遺構外出土石器（５）

０ 10㎝

Ｓ56

Ｓ57

Ｓ58

Ｓ59

Ｓ61

Ｓ60
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第79図 遺構外出土石器（６）

０ 10㎝

Ｓ62

Ｓ63

Ｓ64
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第80図 遺構外出土石器（７）

０ ５㎝

Ｓ65

０ 10㎝

０ 10㎝

Ｓ66

Ｓ67

Ｓ69

Ｓ68



第４節 弥生時代の遺構と遺物

竪穴住居跡が１軒検出されているだけで他の遺構は確認できなかった。住居の西側には弥生時代の

遺物を包含する埋没谷があり、弥生時代の遺物のほとんどがここから出土している。

１ 遺構と出土遺物

（１）竪穴住居跡（第81図、図版８）

位置：ＬＧ55・56、ＬＨ・ＬＩ55グリッド（Ｃ区）

規模：径約7.5ｍの円形（周溝の範囲から推定）

Ⅲ層上面で弧状に巡る溝を確認し、柱穴の配置や周辺の遺物の出土状態を検討した結果、弥生時代

の住居と判断した。ＳＩ21によって切られているため全体の平面形は不明であるが、円形と推測され

る。炉は検出することはできなかった。柱穴と考えられるピットは７基検出され、このうち主柱穴と

考えられるものはＰ１、Ｐ２の２つで50㎝前後の深さがある。Ｐ３～５とＰ６～７の２群は対になり、

住居の出入り口施設を構成する柱穴の可能性がある。

（２）遺構外出土遺物（第82図）

弥生時代の土器は器種毎に分類した。

鉢形土器（473～486）

変形工字文や平行沈線を施しているものが多く、沈線は太い。473、474、477、478、481は口縁部

の内側に１条の沈線を巡らせている。474～478、480、483、484には胴部に瘤が貼付されている。474

は口縁がすぼまっている。482は胎土に金雲母を含んでいる。

甕形土器（487～496）

全ての土器に器面調整を行った際の刷毛目が残り、口縁と胴部には斜縄文が施されている。条は斜

めに走るものと縦に走るものがある。489は頸部に３条の浅く雑な沈線が施されている。490、492は

同一個体で、他の土器に比べ硬質で焼きが良い。頸部の刷毛目が顕著である。494～496には器表面に

炭化物が付着している。このうち495、496は同一個体で、器表面に３㎜前後の厚さで炭化物が大量に

付着している。

壺形土器（500）

500は壺形土器の口頸部である。口縁部に２条の太い沈線が巡り、内面にも１条の沈線が巡ってい

る。胎土には金雲母が含まれている。

高坏形土器（497～499）

497～499は高坏形土器の脚部である。497には、平行沈線と緩やかな曲線文が描かれている。498は、

沈線内に赤色顔料が付着している。499は下端に平行沈線を巡らせている。

蓋形土器（501）

501は、つまみ部分に１条の沈線を巡らせている。体部には縦走気味の斜縄文が施されている。
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第82図 遺構外出土土器（弥生時代）

473

０ 10㎝
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第５節 平安時代の遺構と遺物

１ 遺構と出土遺物

（１）竪穴住居跡

検出した竪穴住居跡のほとんどが一辺３ｍ前後の方形で、明瞭な柱穴や壁溝をもたない。出土遺物

から、10世紀前半を中心とする竪穴住居跡と考えられる。

ＳＩ19（第83、84図、図版８）

位置：ＬＥ55・56、ＬＦ55・56グリッド（Ｃ区）

規模：東壁3.49ｍ、西壁2.80ｍ、北壁2.48ｍ、南壁2.33ｍ

Ⅲ層上面で平面形を確認した。確認面から床面までの深さは最深部で30㎝ほどある。ＳＫ28・29、

ＳＫＰ148・149と重複し、これらの遺構が新しい。床面中央から東側にかけて土坑（ＳＫ１）が掘り

込まれているが、この土坑は５層を掘り込んで作られているため、住居廃絶後の埋没過程で掘り込ま

れたものと推定される。覆土は自然堆積と考えられる。

壁の立ち上がりは不明瞭なところが多く、床面は傾斜したり土坑が掘り込まれたりしている結果、

平らな部分が少なくなっている。ピットは西壁際で１基（Ｐ２）確認した。西壁沿いに床面から一段

低い方形状の掘り込みがあり、この覆土には炭化物が多く含まれていた。

カマドは北東隅に構築されている。カマドの長軸延長線上の住居外には土坑状の掘り込み（Ｐ１）

があり、この部分は煙道の底面付近が遺存したものと考えられる。カマドは右袖部分が遺存し、袖の

周辺からは芯材とみられる被熱した礫が数点出土している。

遺物（第93図502～507、図版16）

土師器を中心にコンテナで１箱の遺物が出土している。502はロクロで成形された底面に回転糸切

り痕を残す土師器の皿である。503～507は土師器の甕である。503、504は口辺部が「く」の字状に開

き、ロクロ成形されている。505は口辺部が緩やかに外反し、頸部には横方向のナデが施され、胴部

には斜め方向の刷毛目が残っている。506の胴部には縦方向のケズリが施されている。507は底面に回

転糸切り痕が残っている。

ＳＩ20（第85図、図版８・９）

位置：ＬＧ56・57グリッド（Ｃ区）

規模：東壁1.95ｍ、西壁1.50ｍ、北壁2.46ｍ、南壁2.11ｍ

Ⅲ層上面で平面形を確認した。覆土は自然堆積と考えられる。

平面形は台形で、確認面から床面までの深さは20㎝ほどあり、床面はほぼ平らである。ピットは住

居中央部南東よりで１基、その他に住居中央部には浅い土坑状の窪みがある。カマドは東壁に構築さ

れ、北側の袖部分だけが残っている。袖に接して新旧２つの浅いピット状の掘り込みがあり、この覆

土上面が火床面となっている。カマドの周囲からは、土師器の破片が多く出土している。

遺物（第93図508～513、図版16）

土師器がコンテナで１/２箱出土している。弥生時代の遺物が覆土から出土しているが、再堆積し

たものとみられる。508はロクロ成形された小型の土師器の甕である。509、510は土師器の坏である。
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509は底径が比較的小さく、内面の底周縁がくぼんでいる。511、512はたたき目のある硬質の土師器

の甕である。513は３条の平行沈線と瘤が施された弥生時代前期の土器で、ＲＬ原体による斜縄文が

縦走気味に施されている。

ＳＩ21（第86図、図版８・９）

位置：ＬＨ55・56、ＬＩ55・56グリッド（Ｃ区）

規模：東壁4.54ｍ、西壁4.98ｍ、北壁5.00ｍ、南壁4.90ｍ

Ⅲ層上面で平面形を確認した。ＳＩ33と重複する。検出時に本住居跡がＳＩ33を切っているのを確

認した。覆土は自然堆積と考えられる。

平面形は隅丸方形で、確認面から床面までの深さは、最深部で50㎝ほどある。床面は南壁際から北

に向かって緩やかに下るため、住居の北側の底面レベルが低くなっている。ピットは北壁沿いと西壁

沿いで確認したが、規則的な配置は認められない。

カマドは東壁の北東隅でＡ・Ｂの２基確認した。Ａ・Ｂとも遺存状態は悪い。

カマドＡは、被熱部分が一部にみられるだけの状態である。１層はブロック状の被熱層であるが、

カマド上部が崩落した可能性がある。この部分の西側に接する床面では、炭化物が混入した暗褐色の

円形プランを確認し、これを掘り進めたところ小規模な土坑であることが判明した。この土坑の中層

より下位の部分からは土師器の坏がまとまって出土した。覆土は人為堆積とみられるため、これらの

遺物は埋納されたものと考えられる。

カマドＢはカマド上部が火床面に落下した状態と考えられ、北側の袖部分が遺存していた。カマド

の新旧関係は、遺存状態からＡの廃絶後、Ｂが構築されたと考えられる。

遺物（第93～95図514～539、Ｓ70、図版16）

土師器がコンテナで１箱、その他に礫４点、剥片が１点出土している。弥生時代の遺物が覆土から

出土しているが、再堆積したものである。

514～522は土師坏で、ほとんどがカマドＡのピット内から出土したものである。底部からの立ち上

がりが口縁部まで直線的なもの（517～522）と、口縁部付近で緩く外反すのもの（514～516）２種類

がある。前者の中では、519と521がやや丸みをもって立ち上がっている。517の底径がやや小さもの

の、ＳＩ20出土の坏に比べ全体的に底径が大きいといえる。

523～526、528は土師器の甕である。523、524、526はロクロ成形されている。523は外反する口辺

が口縁付近で内傾し、胴部には縦方向のケズリが施されている。524は口辺が外反している。525は胴

下半部で、縦、斜め方向に粗いケズリが施されている。

527は、羽釜状の薄手の土師器である。口辺に突帯が巡り、横方向のナデ調整が施されている。529

は緑青色をした須恵器の坏である。

530は須恵器の甕の胴部で、叩き目が残っている。

Ｓ70は環状石斧である。

ＳＩ24（第87・88図、図版９）

位置：ＬＪ55・56、ＬＫ55・56グリッド（Ｃ区）

規模：東壁2.84ｍ、西壁2.43ｍ、北壁2.98ｍ、南壁2.99ｍ

Ⅲ層上面で平面形を確認した。覆土は自然堆積と考えられる。４層は竪穴構築時の掘り過ぎ部分を
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第83図 ＳＩ19竪穴住居跡
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第84図 ＳＩ19竪穴住居跡カマド
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第85図 ＳＩ20竪穴住居跡

０ １ｍ

ＳＩ20

０ ２ｍ

13.000ｍ
Ａ

Ａ

Ｅ
Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ
13
.0
00
ｍ

１ 10YR4/4褐色 シルト

しまり強 粘性強

炭化物小２～３％混入

焼土粒小２～３％混入

暗（黒）褐色土30～40％混入

２ 10YR3/4暗褐色 シルト

しまり中 粘性弱

炭化物小～中５％混入

３ 5YR4/6赤褐色 シルト

焼土ブロック中～大15％混入

４ 10YR3/4暗褐色 シルト

粘性中

炭化物２～７％混入

５ 10YR4/4褐色 シルト

炭化物２％混入

焼土粒２％混入

暗褐色土５％混入

６ 10YR5/8黄褐色 シルト

ＳＩ20

１ 2.5YR3/6暗赤褐色 シルト

しまり強 粘性なし

火床

２ 5YR3/6暗赤褐色 シルト

しまり強 粘性なし

炭化物φ５～10㎜５％混入

３ 7.5YR4/4褐色 シルト

しまり強 粘性なし

袖部

カマド
ＳＩ20 カマド

Ｅ Ｆ

Ｈ Ｈ
Ｇ

12
.8
00
ｍ

12.800ｍ
Ｅ Ｆ

Ｇ

３

２

１
焼土

炭
化
物
層

１
２

Ｄ Ｄ

３

２

炭化物層

６

２

６

５
２

１

６

２
３

４

焼
土
ブ
ロ
ッ
ク

カ
ク
ラ
ン

１

カ
ク
ラ
ン

－46.5

Ｐ１



埋め戻した部分と推測される。

平面形は隅丸方形である。確認面から床面までの高さは20㎝ほどである。ピットは５基検出された

が規則的な配置は認められない。床面はほぼ平らであるが、南壁に沿って楕円状の浅い窪みがある。

この窪みは住居廃絶後間もなく掘り込まれたものと考えられる。カマドは東壁に構築され、両袖や煙

道が残っている。火床面は窪み、袖部分から火床面にかけての一帯が被熱により赤褐色化している。

カマド周辺には土師器が散在していた。

遺物（第95図531～538、図版16）

土師器がコンテナで１/2、その他に縄文土器、弥生土器、拳大の礫４点、剥片が１点出土してい

る。縄文時代や弥生時代の遺物は再堆積したものである。

531～534、538は土師器の甕である。531は胴部で、横方向のナデが施されている。532、533は叩き

目が残っている。534は胎土に砂粒を多く含む粗雑な作りの甕で、輪積みの痕が明瞭である。内傾接

合であることがわかる。538は土師器の甕で横位の沈線が施され、胴部や裏面には刷毛目が残されて

いる。531～534とは時期を異にするとみられる。

535は縄文土器で、口縁は比較的平らに作り出されている。

536、537は弥生時代の土器である。536は口縁と胴部に斜縄文を施し、頸部には刷毛目が残ってい

る。537は頸部に３条の平行沈線を施している。表面にタール状の物質が付着している。

ＳＩ27（第89図、図版10）

位置：ＬＲ50・51、ＬＳ50・51グリッド（Ｃ区）

規模：東壁3.88ｍ、西壁3.84ｍ、北壁3.03ｍ、南壁2.88ｍ

Ⅲ層上面で平面形を確認した。ＳＫ25・31、ＳＫＰ147と重複し、本住居跡が古い。覆土は自然堆

積と考えられる。

平面形は隅丸方形である。確認面から床面までの高さは20㎝ほどである。床面はほぼ平らで、住居

の中央部やや北寄りと北壁に接してピットが掘り込まれている。東壁中央部に長軸80㎝、短軸68㎝の

焼土の広がりと壁の張り出しがあり、この部分はカマドと推測される。カマドの火床面は床面から10

㎝ほど高い所にあるため作り替えの可能性がある。カマドからは土師器が出土し、正立の出土状態か

ら支脚として使用された可能性が高い。カマドとは別に住居の中央部には長軸80㎝、短軸52㎝の焼土

の広がりがある。

遺物（第95図539～544、Ｓ71、72）

土師器と縄文土器合わせてコンテナで１箱、剥片５点、大礫が２点出土している。縄文時代の遺物

の割合が多いが、これらは再堆積したものである。

539は土師器の甕の胴下半部で、表面に縦方向のケズリが施されている。

540～542、544は縄文時代の土器である。540はＬＲ原体による羽状縄文が施されている。541、544は

節が細かい斜縄文が施された土器で、細い原体で施文している。542は櫛描き状の沈線が施されてい

る。

543は弥生時代の土器で貼瘤と変形工字文が施されている。また口縁部内面には１条の沈線が巡っ

ている。

Ｓ71・72は石鏃で、71は凸基鏃、72は円基鏃である。
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ＳＩ34（第90図、図版10）

位置：ＬＧ・ＬＨ54グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（東－西）3.2ｍ（残存値）、短軸（北－南）2.4ｍ（残存値）

Ⅲ層上面でプランを確認した。覆土は自然堆積と考えられる。

遺構の半分以上が調査区外にあり、推側される平面形は隅丸方形である。確認面から床面までの高

さは30㎝ほどである。床面はほぼ平らで、柱穴、壁溝はない。住居内にはカマドは見られず、２つの

焼土が検出された。これらの焼土は床面から盛り上がるように形成されている。２つとも床面付近で

被熱の度合いが高い。遺物は、確認面付近から出土している。

遺物（第95図545 図版16）

土師器がコンテナで１/２箱、大礫が１箱出土している。

545はロクロ成形の土師甕である。口辺が内傾し、頸部には煤状の炭化物が付着している。底部の

切り離しは回転糸切り痕による。

（２）竪穴状遺構

ＳＫＩ38（第91図、図版10）

位置：ＭＪ41、ＭＫ41・42グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北－南）3.6ｍ（残存値）、短軸（東－西）2.20ｍ（残存値）

Ⅴ層上面で平面形を確認した。ＳＫ36・37・48と重複し、これらの方が当遺構より新しい。覆土は

人為堆積の可能性がある。遺構の南側は撹乱を受けている。

遺構の北東側が欠けるが、残存部分の形態から本来の平面形は長方形だったと推測される。確認面

から底面までの深さは50㎝ほどで、底面から、柱穴、壁溝、カマドなどは検出されなかった。底面は

ほぼ平らである。

覆土中に掘り込まれたＳＫ49は平安時代の遺構と考えられるため、当遺構はそれよりも古いことに

なるが、覆土から出土した遺物より平安時代の遺構と判断した。

遺物（第95図546）

土師器の細片が数点、大礫が５点出土している。546はロクロ成形の土師器の甕で、口辺が外反し

ている。

（３）土坑

ＳＫ03（第92図、図版10）

位置：ＭＬ39グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北東－南西）1.2ｍ、短軸（北西－南東）0.93ｍ、深さ0.6ｍ

Ⅴ層上面で確認した。平面形は三角形に近く、覆土は自然堆積と考えられる。覆土１層から土師器

が出土した。

ＳＫ22（第92図、図版10）

位置：ＬＲ51・52グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北東－南西）0.78ｍ、短軸（北西－南東）0.７ｍ、深さ0.12ｍ
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第86図 ＳＩ21竪穴住居跡
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第87図 ＳＩ24竪穴住居跡
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Ⅲ層上面で確認した。ＳＮ17と重複し、本土坑が新しい。平面形は円形で、底面中央部がやや低く

なっている。底面から、土師甕の胴部や底部などが６点出土している。

ＳＫ23（第92図、図版10）

位置：ＬＩ54グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（南－北）2.05ｍ、短軸（東－西）1.7ｍ、深さ0.4ｍ

Ⅲ層上面で確認した。平面形は小判形で、覆土は自然堆積と考えられる。覆土からは弥生土器、石

器、土師器などが出土している。

ＳＫ25（第89図）

位置：ＬＲ50グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北西－南東）0.51ｍ、短軸（北東－南西）0.44ｍ、深さ0.13ｍ

ＳＩ27の覆土中で確認した。平面形は円形で、覆土は自然堆積と考えられる。遺物は、２次加工の

ある剥片、土師器片13点、礫１点などがポリ袋で１袋出土している。

ＳＫ28（第92図）

位置：ＬＥ56グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北西－南東）0.95ｍ、短軸（北東－南西）0.83ｍ、深さ28（53）㎝

Ⅲ層上面およびＳＩ19覆土で確認した。ＳＫＰ236と重複し、当遺構が古い。平面形は円形に近く、

覆土は自然堆積と考えられる。覆土から土師器の甕口縁部など８点が出土している。
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第88図 ＳＩ24竪穴住居跡カマド
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第89図 ＳＩ27竪穴住居跡
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縄文土器片あり
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第90図 ＳＩ34竪穴住居跡
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第91図 ＳＫＩ38竪穴状遺構
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２ 10YR2/2黒褐色 シルト

地山ブロックφ１～20㎜１％混入

炭化物φ１～８㎜数粒混入

３ 10YR3/4暗褐色 シルト

地山ブロックφ１～30㎜１％混入

炭化物φ１～８㎜ 数粒混入

４ 10YR4/4褐色 シルト

５ 10YR2/2黒褐色 シルト

礫φ10～15㎝ 底面付近に２点
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覆土出土炭化物の放射性炭素年代測定の結果では1460±50（BP）という結果が得られている。

ＳＫ31（第92図、図版11）

位置：ＬＲ50グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北東－南西）1.69ｍ、短軸（北西－南東）1.02ｍ

Ⅲ層上面で確認した。ＳＩ27、ＳＫ30と重複し、本土坑が新しい。平面形は小判形で、覆土は人為

堆積と考えられる。覆土から石器、土師器などが出土している。

遺物（第96図547、図版16）

土師器と縄文土器合わせてコンテナで１箱、礫が１/２箱、その他に石錐１点、黒曜石の小礫１点、

が出土している。

547は土師器の甕で、表裏面とも刷毛目が残されている。表面は縦方向の調整が行われている。

Ｓ73は基部が丸みを帯びた円基鏃である。

ＳＫ40（第92図、図版11）

位置：ＭＡ49グリッド（Ｃ区）

規模：径約１ｍの円形、深さ0.4ｍ

Ⅲ層上面で確認した。平面形は円形である。覆土は自然堆積と考えられ、砂礫を含む。覆土から、

縄文土器、土師器などがポリ袋で１袋出土している。

ＳＫ46（第92図）

位置：ＭＪ42グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北東－南西）0.58ｍ、短軸（北西－南東）0.49ｍ、深さ0.08ｍ

Ⅴ層上面で確認した。平面形は円形で、覆土は人為堆積と考えられる。覆土から土師器が出土して

いる。

ＳＫ49（第91図）

位置：ＭＫ42グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北西－南東）0.75ｍ、短軸（南西－北東）0.56ｍ、深さ0.14ｍ

ＳＫＩ35覆土中で確認した。平面形は円形で、覆土は自然堆積と考えられる。底面から土師器や礫

が出土している。

２ 遺構外出土遺物

548は底部に回転糸切り痕がある須恵器の坏で、器厚があり重量感がある。調査区東側の湿地で表

採した。Ｓ74の砥石は、表裏面とも擦られて滑らかな面になっている。短軸方向の側面には、溝状の

使用痕がある。石質は流紋岩である。
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第６節 時代不明の遺構

縄文、弥生、平安時代のいずれかに属するとみられるが時代が特定できなかったものをまとめた。

１ 遺構と出土遺物

（１）掘立柱建物跡

ＳＢ45（第97図）

位置：ＭＪ42・43グリッド（Ａ区）

規模：（南－北）3.22ｍ、短軸（東－西）2.62ｍ

Ⅴ層上面で確認した４つの柱穴状のピットを掘立柱建物跡と判断した。軸は南北方向を意識してい

るとみられる。Ｐ３は確認レベルが低かったため残存部は僅かであった。

（２）土坑

ＳＫ02（第98図）

位置：ＭＦ38・39グリッド（Ａ区）規模：径約1.4ｍ、深さ0.6ｍ

Ⅴ層上面で確認した。平面形は円形で、覆土は自然堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ09（第13図、図版６）

位置：ＭＩ49グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北－南）（0.98）ｍ、短軸（東－西）0.75ｍ、深さ0.24ｍ

Ⅴ層上面で確認した。ＳＫ08と重複し、当遺構が新しい。本来の平面形は小判形か楕円形に近かっ

たと考えられる。覆土は人為堆積と考えられる。ＳＫ08と平面形が似るが、底面は08より起伏に富む。

ＳＫ29（第83、98図）

位置：ＬＥ56グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北西－南東）0.72ｍ、短軸（北東－南西）0.62ｍ、深さ0.28ｍ

ＳＩ19覆土で確認した。平面形は円形に近く、底面の南寄りにピット状の掘り込みがある。遺物は

出土しなかった。

ＳＫ30（第92図、図版11）

位置：ＬＲ50グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北東－南西）（1.33）ｍ、短軸（北西－南東）（0.7）ｍ、深さ0.5ｍ

Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ31と重複し、当遺構が古い。平面形は小判形に近く、覆土は人為堆積と

考えられる。遺物は出土しなかった。ＳＫ31より古いことから平安時代以前の遺構と推測される。

ＳＫ36（第98図）

位置：ＭＪ・ＭＫ42・43グリッド（Ａ区）

規模：長軸（南－北）1.55ｍ、短軸（東－西）1.1ｍ、深さ0.2ｍ

Ⅴ層上面で確認した。ＳＫＩ38、Ｐ１と重複するが新旧を明らかにすることはできなかった。平面

形は円形で、覆土は自然堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。覆土出土炭化物の放射性炭素年

代測定の結果では4010±50（BP）という結果が得られている。
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第92図 ＳＫ03・22・23・28・30・31・40・46土坑、ＳＮ17焼土遺構
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１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫ23
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり強 粘性弱
砂質土20％混入

ＳＫ22
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまりやや強 粘性なし

ＳＮ17
２ 5YR4/4にぶい赤褐色 シルト
しまりやや強 粘性なし

３ 2.5YR4/8赤褐色 シルト
しまりやや強 粘性なし

４ 5YR4/4にぶい赤褐色 シルト
しまりやや強 粘性なし

ＳＫ28
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり強 粘性中

２ 10YR2/1黒色 シルト
しまりなし 粘性強
炭化物１％混入
褐色土ブロック20％混入

３ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
褐色土ブロック25％混入

４ 10YR4/4褐色 シルト
しまり弱 粘性強
暗褐色土５％混入

ＳＫ40
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまりやや強 粘性中
礫φ３～50㎜５％混入

ＳＫ31
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり強 粘性なし
炭化物３％、小礫少量混入

２ 7.5YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性弱
小礫少量混入

３ 10YR3/4暗褐色 シルトと
5YR4/8赤褐色の混合土
しまり強 粘性なし
炭化物

４ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性弱
小礫少量混入

５ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまりやや強 粘性なし
小礫少量混入

ＳＫ46
１ 10YR4/4褐色 シルト
焼土ブロック明赤褐色土（5YR5/8）
φ８～25㎜を数粒含む
炭化物φ１～８㎜ 数粒混入
円礫φ５～30㎜を数点含む
土師器片含む
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第93図 ＳＩ19～21竪穴住居跡出土遺物
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第94図 ＳＩ21竪穴住居跡出土遺物
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第95図 ＳＩ21・24・27竪穴住居跡、ＳＫＩ38竪穴状遺構、ＳＫ31土坑出土遺物
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ＳＫ37（第98図）

位置：ＭＫ42グリッド（Ａ区）

規模：長軸（北東－南西）1.4ｍ、短軸（北西－南東）1.1ｍ、深さ0.28ｍ

Ⅴ層上面で確認した。ＳＫＩ35と重複し、当遺構が新しい。平面形は円形で、覆土は自然堆積と考

えられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ39（第98図）

位置：ＭＫ・ＭＬ38グリッド（Ａ区）

規模：長軸（東－西）0.7ｍ、短軸（南－北）0.53ｍ、深さ0.23ｍ

Ⅴ層上面で確認した。平面形は円形に近く、覆土は人為堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ47（第13図）

位置：ＬＴ・ＭＡ49グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北東－南西）0.78ｍ、短軸（北西－南東）0.68ｍ、深さ0.16ｍ

Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ41と重複し、当遺構が新しい。平面形は円形で、覆土は人為堆積と考え

られる。遺物は出土しなかった。
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第96図 遺構外出土遺物（平安時代）
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第97図 ＳＢ45掘立柱建物跡
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（３）炭焼遺構

ＳＷ01（第98図）

位置：ＭＨ39グリッド（Ａ区）

規模：長軸（東－西）1.28ｍ、短軸（南－北）1.13ｍ、深さ0.42ｍ

Ⅴ層上面で確認した。平面形は円形で、覆土は自然堆積と考えられる。底面や覆土５層から炭化材

を含む炭化物が多く出土したため、炭焼遺構と判断した。遺物は出土しなかった。

（４）焼土遺構

ＳＮ15（第98図、図版11）

位置：ＬＲ50グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北西－南東）0.98ｍ、短軸（北東－南西）0.48ｍ

Ⅲ層上面で確認した小規模な焼土群を１つの遺構と判断した。

ＳＮ17（第98図、図版11）

位置：ＬＲ51グリッド（Ｃ区）

規模：長軸（北西－南東）0.84ｍ、短軸（北東－南西）0.66ｍ

Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ22と重複し、当遺構が古い。

ＳＮ18（第98図、図版11）

位置：ＬＳ51グリッド（Ｃ区）規模：長軸（北東－南西）0.87ｍ、短軸（北西－南東）0.37ｍ

Ⅲ層上面で確認した小規模な焼土群を１つの遺構として判断した。

（５）柱穴様ピット（第99～103図、付図１、２）

平面形が、円形のもの、隅丸方形状のものなどがあり、柱痕が残るものは少ない。Ｂ区を除いた調

査区の全域で検出した。
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第98図 ＳＫ02・29・36・37・39土坑、ＳＷ01炭焼遺構、ＳＮ15・18焼土遺構
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しまり強 粘性なし
砂ブロック１～２％混入

２ａ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり強 粘性なし
小礫若干混入

２ｂ ２よりやや淡い色調
３ 10YR4/3褐色 シルトと10YR3/3

暗褐色 シルトの混合土
しまり強 粘性なし
５％、小礫少量混入

ＳＫ29
土層註記なし

ＳＫ39
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまり中 粘性弱
地山ブロック５％混入

２ 10YR2/3黒褐色 シルト
しまりなし 粘性なし
地山ブロックφ40～50㎜混入

ＳＫ36
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性中
炭化物φ30㎜ ７％混入
粘土ブロック３％混入

２ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性中
褐色土ブロック20％混入

ＳＫ37
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
粘土ブロック７～10％混入

２ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
粘土ブロック30％混入

３ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性強
粘土ブロック15％混入

ＳＷ01
１ 10YR1.7/1黒色 シルト
しまり強 粘性弱

２ 10YR1.7/1黒色 シルトと
10YR4/3褐色 シルトの混合土
しまり強 粘性弱
地山ブロック20％混入

３ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり中 粘性やや強
炭化物小～大15％混入

４ 5YR4/4にぶい赤褐色 シルト
しまり強 粘性なし
焼土粒小～大10％混入

５ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり中 粘性やや強
炭化物20～30％混入

６ 10YR2/2黒褐色 シルトと
10YR4/3褐色 シルトの混合土
しまり中 粘性やや強
炭化物小５％混入 地山ブロック25％混入

７ 10YR2/2黒褐色 シルトと
10YR4/3褐色 シルトの混合土
しまり中 粘性やや強
炭化物小５％混入 地山ブロック50％混入

ＳＮ15
１ 5YR3/2 暗赤褐色 シルト
しまりやや強 粘性なし

ＳＮ18
１ 5YR3/6暗赤褐色 シルト
しまりやや強 粘性なし

Ｐ１
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第99図 柱穴様ピット（１）

０ ２m

ＳＫＰ101 ＳＫＰ102 ＳＫＰ103 ＳＫＰ104 ＳＫＰ105

ＳＫＰ106
ＳＫＰ107

ＳＫＰ108 ＳＫＰ109 ＳＫＰ110

ＳＫＰ115ＳＫＰ114ＳＫＰ113ＳＫＰ112ＳＫＰ111

ＳＫＰ116 ＳＫＰ117 ＳＫＰ120 ＳＫＰ121 ＳＫＰ122

ＳＫＰ123

ＳＫＰ124

ＳＫＰ125 ＳＫＰ126

ＳＫＰ127

１

２

21.80m

１

１
１

１

１ １ １
１

１

１
１ １

２

１ １

１

１

２
２

１

１

２
３ １

１

１
１

１

２

１

21.80m
21.80m

21.60m
21.70m

21.80m 21.90m 21.90m
21.70m

21.70m

21.70m 21.80m
21.80m

21.80m 21.80m

21.70m
21.70m

12.50m
12.70m

12.50m

12.70m
12.60m

12.60m 12.60m

12.60m

ＳＫＰ101
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ102
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ103
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ104
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱
褐色土10％混入

ＳＫＰ105
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ106
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ107
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ108
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ109
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ110
１ 10YR3/2暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ111
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ112
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ113
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱
土師器片あり

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ114
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ115
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱 暗褐色土

ＳＫＰ116
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ117
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

２ 10YR3/4 暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ120
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり中 粘性なし
砂若干混入

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり中 粘性なし

ＳＫＰ121
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまり中 粘性弱
砂若干混入

２ 10YR3/1黒褐色 シルト
しまり中 粘性弱
砂若干混入

３ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性なし

ＳＫＰ122
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまり中 粘性弱
底面より縄文土器片出土

ＳＫＰ123
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまり強 粘性弱
砂若干混入
小礫φ15㎜少量混入

ＳＫＰ124
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまり中 粘性弱
小礫φ10～50㎜少量混入

２ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり中 粘性弱
小礫φ10～30㎜少量混入
＊覆土より縄文土器片出土

ＳＫＰ125
１ 10YR2/1RP黒色 シルト
しまり中 粘性弱
小礫φ10～50㎜少量混入
縄文土器片出土

ＳＫＰ126
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまりやや強 粘性弱
小礫φ10㎜少量混入

ＳＫＰ127
１ 10YR2/1黒色 シルト
しまり中 粘性弱
小礫φ10～30㎜少量混入
縄文土器片出土
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第100図 柱穴様ピット（２）

０ ２ｍ

ＳＫＰ128
ＳＫＰ131

ＳＫＰ133 ＳＫＰ135

ＳＫＰ136 ＳＫＰ137

ＳＫＰ138

ＳＫＰ139
ＳＫＰ148

ＳＫＰ149

ＳＫＰ151

ＳＫＰ152
ＳＫＰ153

ＳＫＰ154
ＳＫＰ155 ＳＫＰ156

ＳＫＰ157
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ＳＫＰ165

13.00ｍ 13.20ｍ
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１

１
１ １ １１

２
２

１

１
１

２
１

１

２

１

１
１

１

１

１

２２

１ １

１

１

１

２２

１

１

ＳＫＰ128
１ 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト
と10YR3/4暗褐色シルトの混合土
しまり弱 粘性なし
炭化物極小１～２％混入

ＳＫＰ131
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強
にぶい黄褐色土（10YR4/3）
40％混入

ＳＫＰ133
１ 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト
しまり弱 粘性なし
炭化物５％混入
焼土粒２％混入

ＳＫＰ135
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまりなし 粘性弱
炭化物極小７％混入
黄褐色土ブロック極小15％混入

２ 10YR3/4褐色暗 シルト
しまり強
地山粒20％混入

ＳＫＰ136
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性強
炭化物小３～５％混入
砂質土ブロック中５％混入

２ 5Y4/4暗オリーブ色 シルト
砂質土

ＳＫＰ137
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性強
炭化物小３～５％混入
砂質土ブロック中10％混入

ＳＫＰ138
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
炭化物小２％混入

ＳＫＰ139
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
炭化物小２％混入
粘土ブロック大５％混入

ＳＫＰ148
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物極小１％混入

２ 10YR4/6褐色 シルト
しまり中 粘性強
暗褐色土７％混入

ＳＫＰ149
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物極小１％混入
地山ブロック中10％混入

ＳＫＰ151
エレベーションのみ

ＳＫＰ152
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性なし
炭化物極小２％混入

２ 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト
しまり強 粘性強

ＳＫＰ153
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性なし
炭化物極小２％混入

ＳＫＰ154
１ 10YR3/1黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ155
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱
炭化物１％混入

ＳＫＰ156
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまりなし 粘性弱
褐色土ブロック20％混入

ＳＫＰ157
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性なし
褐色土ブロック20％混入

ＳＫＰ158
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
炭化物極小３％混入

２ 10YR4/4褐色 シルト
粘性やや強
暗褐色土ブロック小
15％混入

ＳＫＰ159
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性なし
褐色土ブロック小20％混入

ＳＫＰ160
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり弱 粘性弱

ＳＫＰ161
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
炭化物極小２％混入

ＳＫＰ162
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
炭化物極小３％混入

ＳＫＰ163
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり やや強 粘性やや強
炭化物小２～３％混入

２ 10YR4/4褐色 シルト
しまり強
砂質土７％混入

ＳＫＰ164
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
粘性やや強
炭化物１～２％混入

ＳＫＰ165
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱
炭化物１％混入

２

カクラン
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第101図 柱穴様ピット（３）
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１
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１ １

１１
１

１

１

１

１ １
１

１

１ 10YR3/4 暗褐色 シルト
粘性やや強
炭化物小１～２％混入

ＳＫＰ166

１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱
炭化物小１％混入

ＳＫＰ167

ＳＫＰ168
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり中 粘性なし
炭化物小～中２％混入
焼土粒１～２％混入

１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性やや強
炭化物１～２％混入

ＳＫＰ169

１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまり強 粘性やや強

ＳＫＰ170

１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまりなし 粘性強
黄褐色土ブロック20％混入

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり強
赤褐色土ブロック極小～小
２％混入

３ 10YR5/6黄褐色 シルト
暗褐色土ブロック20％混入
砂質土５％混入

ＳＫＰ171

ＳＫＰ172
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまりなし 粘性強
黄褐色土ブロック20％混入

ＳＫＰ173
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性中
炭化物１％未満混入

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり中 粘性やや強
粘土、黒色土合わせて
30％混入

ＳＫＰ175
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性強

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
褐色土ブロック小５％混入

ＳＫＰ174
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
黒色土、褐色土ブロック
各10％混入

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物２％混入
褐色土ブロック１％混入

ＳＫＰ179
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物２～３％混入

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
粘土ブロック10％混入
炭化物２％混入

ＳＫＰ180
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物１％混入
黒色土、褐色土、
ブロック中～大２～３％混入

ＳＫＰ178
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物１～10㎜５～７％混入
柱痕

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性強
黒褐色土、褐色土、ブロック各10％混入

３ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性強
黒褐色土、褐色土、ブロック各20％混入

ＳＫＰ177

ＳＫＰ176
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまりなし
褐色土ブロック７％混入

１ 10YR2/3黒褐色 シルト
しまり中 粘性弱

ＳＫＰ181

ＳＫＰ186
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり弱 粘性強
小礫混入
黒色土ブロック極小３％混入
褐色土ブロック小５％混入

ＳＫＰ187
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物極小２～３％混入

２ 土色なし
地山ブロック大混入

ＳＫＰ187
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性中
黒色土、褐色土、各10％混入

２

２

３

２

２

２
２

ＳＫＰ182
１ 10YR2/3黒褐色 シルト
しまり中 粘性弱

ＳＫＰ183
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性強
炭化物極小１～２％混入

ＳＫＰ185
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性強

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
黒色土、褐色土混入

ＳＫＰ184
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性強
炭化物極小１％未満

ＳＫＰ186

21.80ｍ

１

ＳＫＰ187 ＳＫＰ190

21.80ｍ
21.50ｍ

１ ２
１
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第102図 柱穴様ピット（４）
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21.50ｍ
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地山ブロック

21.40ｍ21.30ｍ

21.40ｍ
21.30ｍ

地山ブロック
21.30ｍ
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20.50ｍ

20.50ｍ
20.50ｍ
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２

２

１ １
１ １

１
２

１
２ ２ １

１

１ １

１

１
１

１１

１ １
１ １ １

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性やや強
褐色土ブロック５％混入

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり中 粘性弱
黒色土ブロック小５％混入
褐色土ブロック大７～10％混入

ＳＫＰ191
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまりなし 粘性強
炭化物極小１～２％
褐色土ブロック小10％

ＳＫＰ192 ＳＫＰ193
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性弱

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
しまりやや強 粘性強
地山ブロックφ１～20㎜混入

ＳＫＰ194
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性弱
炭化物、地山ブロック
わずかに混入

２ 10YR3/3暗褐色 シルト
しまり中
地山ブロックφ1～50㎜
３％混入

ＳＫＰ195

１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱
地山ブロックφ１㎜１％混入

２ 10YR4/4褐色 シルト
しまり強 粘性やや強
暗褐色土ブロック１％混入

ＳＫＰ196 ＳＫＰ197
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまりやや強 粘性弱
地山ブロック小混入

ＳＫＰ198
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり弱 粘性弱
炭化物極小粒わずかに混入
地山ブロック５％混入

ＳＫＰ205
１ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまりやや強 粘性強
地山ブロック３％混入

ＳＫＰ204
１ 土色なし
しまり中 粘性弱
地山ブロック５％混入

１ 10YR3/3暗褐色 シルト
円礫φ10～30㎜数点含む

ＳＫＰ209
１ 10YR3/3暗褐色 シルト
円礫φ10～20㎜数点含む

ＳＫＰ210
１ 10YR2/3黒褐色 シルト
地山ブロックφ５～20㎜
１％未満混入
円礫φ10㎜数点含む

ＳＫＰ208
１ 10YR2/3黒褐色 シルト
地山ブロックφ１～10㎜
１％未満混入
炭化物φ５㎜以下数粒混入
円礫φ30㎜含む

ＳＫＰ207ＳＫＰ206
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
地山ブロック、
焼土ブロック混入

１ 土色なし
地山ブロック混入

ＳＫＰ212 ＳＫＰ213
１ 10YR2/2黒褐色 シルト

ＳＫＰ214
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
地山ブロックφ1～10㎜
１％未満混入

ＳＫＰ216
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
炭化物φ８～10㎜混入

ＳＫＰ215
１ 10YR2/2黒褐色 シルト

１ 10YR3/3RP暗褐色 シルト
しまり強 粘性弱
地山ブロック３％混入

ＳＫＰ201
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第103図 柱穴様ピット（５）

０ ２ｍ

ＳＫＰ217 ＳＫＰ218
ＳＫＰ219

ＳＫＰ220
ＳＫＰ221

ＳＫＰ222
ＳＫＰ223

ＳＫＰ224

ＳＫＰ225 ＳＫＰ228

ＳＫＰ229 ＳＫＰ230 ＳＫＰ231 ＳＫＰ232 ＳＫＰ233

ＳＫＰ234
ＳＫＰ235

ＳＫＰ237

21.30ｍ 21.30ｍ
21.00ｍ 21.10ｍ

21.40ｍ

21.50ｍ
21.40ｍ20.70ｍ20.80ｍ

カクラン

20.80ｍ

21.60ｍ
21.80ｍ 21.80ｍ 21.80ｍ

21.00ｍ

12.60ｍ12.60ｍ
20.50ｍ

１ １

１
１

１

１
１

１
１

１

１

１
１

１

１
１

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
地山ブロックφ５～20㎜混入

ＳＫＰ222 ＳＫＰ223
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
炭化物混入
地山ブロック混入

ＳＫＰ224
１ 10YR2/3黒褐色 シルト
炭化物混入

ＳＫＰ228ＳＫＰ225
１ 10YR2/2RP黒褐色 シルト
地山ブロックφ５～40㎜混入
焼土ブロック数粒混入

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
地山ブロック混入

ＳＫＰ232
１ 10YR2/3黒褐色 シルト
ＳＫＰ233

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
２ 10YR2/3黒褐色 シルト
円礫φ30㎜混入

ＳＫＰ231
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
焼土ブロック、
地山ブロック混入

ＳＫＰ230ＳＫＰ229
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
炭化物混入

１ 10YR3/3暗褐色 シルト
ＳＫＰ234 ＳＫＰ235

１ 10YR2/1黒色 シルト
しまりやや強 粘性弱

２ 10YR3/2黒褐色 シルト
しまり強 粘性弱

ＳＫＰ237
１ 10YR3/4暗褐色 シルト
しまりなし 粘性なし
炭化物２％混入
焼土粒２％混入

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
炭化物、地山ブロック混入

ＳＫＰ217
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
地山ブロックφ１～50㎜混入

ＳＫＰ218 ＳＫＰ219
１ 10YR2/2黒褐色 シルト
縄文土器片あり

１ 10YR2/2黒褐色 シルト
地山ブロック混入
円礫φ50～70㎜底面に数点含む

ＳＫＰ220

１ 10YR2/3黒褐色 シルト
地山ブロック、円礫、焼土ブロック混入

ＳＫＰ221

２ １

２



第５章 自然科学分析

Ⅰ．柏子所Ⅱ遺跡における樹種同定・放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

１．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベル

の同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森

林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

２．試料

試料は、水さらし場遺構を中心に出土した木材３点と炭化材１点である。

３．方法

試料のうち、木材はカミソリを用いて、新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）

を作製し、生物顕微鏡によって60～600倍で観察した。また、炭化材については割折して新鮮な基本

的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡によって75～750倍で観察し

た。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

４．結果

結果を第６表に、各断面の顕微鏡写真を第104図に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

クリ CastaneacrenataSieb.etZucc.ブナ科 第104図 １

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ20m、径40㎝ぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径２mに達する。耐朽性強

く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪

炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

キハダ属 Phellodendron ミカン科 第104図 ２・３

横断面：年輪のはじめに大型でやや厚壁の丸い道管が、単独あるいは２個複合して２～３列配列す

る環孔材である。晩材部では薄壁で方形の小道管が、多数集合して斜め方向および接線方向に帯状に

配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は徐々に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は同性である。小道管の内壁にはらせん肥厚が存

在する。

接線断面：放射組織は多列の同性放射組織型で、紡錘形を呈する。幅は１～３細胞幅である。小道

管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質よりキハダ属に同定される。キハダ属には、キハダ、ヒロハノキハダなどがあり、北海

道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ25m、径１mに達する。
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５．所見

同定の結果、柏子所Ⅱ遺跡の木材はクリ２点、キハダ属１点、また炭化材はキハダ属１点であった。

いずれの樹種も落葉高木であり、大きな材が取りやすい。クリは耐朽保存性に優れる。二次林性であ

り、縄文時代には利用頻度の高い材である。

参考文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.49-100．
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第104図 出土木材切片の光学顕微鏡写真（１）

横断面 ：0.5㎜
１．№１（構造材）クリ

放射断面 ：0.2㎜ 接線断面 ：0.2㎜

横断面 ：0.5㎜
２．№２（構造材）キハダ属

放射断面 ：0.2㎜ 接線断面 ：0.2㎜

横断面 ：0.4㎜
３．№５ キハダ属

放射断面 ：0.2㎜ 接線断面 ：0.2㎜

第６表 柏子所Ⅱ遺跡における樹種同定結果

試料番号 試料内容 備 考 結果（和名／学名）

№１（構造材） SX42．321 水さらし場遺構 クリ CastaneacrenataSieb.etZucc.

№２（構造材） SX43．10 水さらし場遺構 キハダ属 Phellodendron

№３（構造材） SX44．25 水さらし場遺構 クリ CastaneacrenataSieb.etZucc.

№５ SI21 古代住居 キハダ属 Phellodendron
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第７表 柏子所Ⅱ遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

１．試料と方法

試料 地 点 種類 前処理・調整 測 定 法

№１ ＳＸ４２．３２１ 木 材 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№２ ＳＸ４３． １０ 木 材 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№３ ＳＸ４４． ２５ 木 材 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№４ ＳＩ１９． 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№５ ＳＩ２１． 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№６ ＳＩ２１（ＳＫ０１） 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№７ ＳＩ２６． 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№８ ＳＫＩ２７． 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№９ ＳＫ２８Ｂ． 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№10 ＳＫ３６． 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№11 ＭＤ５０．Ⅳ層 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№12 ＳＫ０４ 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№13 ＳＫ０８ 炭化物 酸-アルカリ-酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

２．測定結果

試料
14Ｃ年代
（年BP）

δ13Ｃ
（‰）

補正14Ｃ年代
（年BP）

暦年代（西暦）
測定№
（Beta-）

№１ 3120±40 -26.7 3090±40
交点：BC1390
１σ：BC1410～ 1310
２σ：BC1430～ 1270

174628

№２ 2900±40 -27.0 2870±40
交点：BC1020
１σ：BC1100～ 990
２σ：BC1140～ 920

174629

№３ 3410±50 -27.8 3360±50
交点：BC1650
１σ：BC1700～ 1600
２σ：BC1750～ 1520

174630

№４ 1280±50 -25.8 1270±50
交点：AD720,740,760
１σ：AD680～ 790
２σ：AD660～ 880

174631

№５ 1090±50 -25.1 1090±50
交点：AD980
１σ：AD900～ 1000
２σ：AD870～ 1020

174632

№６ 1430±50 -24.2 1440±50
交点：AD630
１σ：AD580～ 650
２σ：AD540～ 670

174633

№７ 3120±50 -26.6 3090±50
交点：BC1390
１σ：BC1410～ 1300
２σ：BC1440～ 1250

174634

№８ 2920±50 -26.0 2900±50
交点：BC1060
１σ：BC1140～ 1000
２σ：BC1260～ 930

174635



１）14Ｃ年代測定値

試料の14Ｃ/12Ｃ比から、単純に現在（1950年AD）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は、国

際慣例に従って5,568年を用いた。

２）δ13Ｃ測定値

試料の測定14Ｃ/12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ/12Ｃ）。この値は標準物質（PDB）

の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

３）補正14Ｃ年代値

δ13Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14Ｃ/12Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14Ｃ濃度の変動を補正することにより算出した年代（西暦）。

補正には、年代既知の樹木年輪の14Ｃの詳細な測定値、およびサンゴのU-Th年代と14Ｃ年代の比較に

より作成された較正曲線を使用した。最新のデータベース（"INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration"

Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3)）により、約19,000年BPまでの換算が可能となっている。

ただし、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14Ｃ年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１σ（68％

確率）・２σ（95％確率）は、補正14Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点が表記される場合や、複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。

第５章 自然科学分析
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№９ 1500±50 -27.3 1460±50
交点：AD 620
１σ：AD 560～ 650
２σ：AD 530～ 660

174636

№10 4020±50 -25.7 4010±50
交点：BC2550,2540,2490
１σ：BC2580～ 2470
２σ：BC2630～ 2450

174637

№11 3220±50 -25.7 3210±50
交点：BC1490
１σ：BC1520～ 1420
２σ：BC1600～ 1400

174638

№12 3020±50 -26.0 3000±50
交点：BC1260
１σ：BC1310～ 1140
２σ：BC1390～ 1060

174639

№13 2510±50 -26.2 2490±50
交点：BC 760,640,560
１σ：BC 780～ 520
２σ：BC 790～ 410

174640



Ⅱ．柏子所Ⅱ遺跡における放射性炭素年代測定

山形 秀樹（パレオ・ラボ）

１．はじめに

柏子所Ⅱ遺跡より検出された木片の加速器質量分析法（AMＳ法）による放射性炭素年代測定を実

施した。

２．試料と方法

試料は、SX42から採取した木片３点、SX44から採取した木片１点、MD50から採取した木片１点、

MD51から採取した木片１点の併せて６点である。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した

後、加速器質量分析計（AMＳ）にて測定した。測定した14C濃度について同位体分別効果の補正を行

なった後、補正した14C濃度を用いて14C年代を算出した。

３．結果

第８表に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値-25.0‰）、同位体分別効果による測定誤差を

補正した14C年代、14C年代を暦年代に較正した年代を示す。

14C年代値（yrBP）の算出は、14Cの半減期として Libbyの半減期5,568年を使用した。また、付記

した14C年代誤差（±1σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（Onesigma）に相

当する年代である。これは、試料の14C年代が、その14C年代誤差範囲内に入る確率が68%であること

を意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5,568年として算出された14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5,730

±40年）を較正し、より正確な年代を求めるために、14C年代を暦年代に変換することである。具体

的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚の U-Th年代と14C年代の比較、お

よび海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて14C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲

線を作成し、これを用いて14C年代を暦年代に較正した年代を算出する。

14C年代を暦年代に較正した年代の算出に CALIB4.3（ CALIB3.0のバージョンアップ版）を使用

した。なお、暦年代較正値は14C年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ暦年代範囲は

プログラム中の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値はその１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10％未満についてはその表示を省

略した。１σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線

で示した。

４．考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した１σ暦年代範囲の

うち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲と

して示された。

Ⅱ 柏子所Ⅱ遺跡における放射性炭素年代測定
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【引用文献】

中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎.日本先史時代の14C年代、p.3-20.
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Radiocarbon,35,p.215-230.
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1083.
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第８表 放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

測定番号
（測定法） 試料データ δ13C

(‰)

14C年代
(yrBP±１σ)

14C年代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値 １σ暦年代範囲

PLD-2414
(AMS)

木片
SX42
No.48

-24.4 3,100±35
calBC1,390
calBC1,325

calBC1,415-1,370(55.2%)
calBC1,360-1,315(44.8%)

PLD-2415
(AMS)

木片
SX42
No.71

-33.7 3,035±40
calBC1,295
calBC1,275
calBC1,265

calBC1,375-1,335(32.6%)
calBC1,320-1,260(54.9%)
calBC1,235-1,215(12.5%)

PLD-2416
(AMS)

木片
SX42
No.72

-28.9 3,135±40 calBC1,410
calBC1,440-1,375(83.0%)
calBC1,335-1,320(15.6%)

PLD-2417
(AMS)

木片
SX44
No.99

-26.4 3,400±40
calBC1,725
calBC1,690

calBC1,745-1,680(68.1%)
calBC1,670-1,630(31.9%)

PLD-2418
(AMS)

木片
MD50
No.102

-28.8 3,035±40

calBC1,365
calBC1,305
calBC1,270
calBC1,265

calBC1,380-1,335(35.1%)
calBC1,320-1,260(55.7%)

PLD-2419
(AMS)

木片
MD51
No.104

-27.2 2,290±45 calBC385
calBC400-355(62.0%)
calBC285-260(30.2%)



Ⅲ．柏子所Ⅱ遺跡から出土した大型植物化石

新山 雅広（パレオ・ラボ）

１．はじめに

柏子所Ⅱ遺跡は、秋田県能代市字柏子所158－２に所在する縄文時代・弥生時代・古代の遺跡であ

る。ここでは、縄文時代後期～晩期の水さらし場遺構から出土した大型植物化石を検討し、当時の利

用植物および古植生の推定を試みた。

２．試料と方法

大型植物化石の検討は、試料番号105（MC47Ⅲ）、106～112（MD47Ⅳa上）、113～119（MD47Ⅳa

下）、120（MD48Ⅳ）、121,122（MD49Ⅳ上）、123（MD49Ⅳ下）、125～133（MD50Ⅳ⑥）、134（ME

48Ⅳ）の合計30試料について行った。各試料は、既に洗い出し済みであり、残渣から肉眼および実体

顕微鏡下で大型植物化石の採集・同定・計数を行った。なお、MD50（木片、PLD-2418）は、放射

性炭素年代測定（AMS法）の結果、確率が最も高い１σ暦年代範囲は calBC1,320-1,260であった。

３．結果

１）出土した大型植物化石

各試料から出土した大型植物化石の一覧を第９表に示した。同定された分類群数は、木本が19であ

り、オニグルミ、コナラ近似種、ミズナラ近似種、コナラ属、クリ、ブナ科、サクラ節、サンショウ、

ミツバウツギ、カエデ節近似種、トチノキ、ツバキ属、ヤマボウシ、ミズキ、エゴノキ、ハクウンボ

ク、エゴノキ属、ムラサキシキブ属、ガマズミ節であった。草本は、ヒシ属の１分類群のみであった。

以下に、各試料の大型植物化石を記載する。なお、第９表において、オニグルミ、トチノキなどの計

数方法についての詳細は、形態記載の項を参照されたい。

試料番号105（MC47Ⅲ）：トチノキ果皮片が4個、種子完形が１個、破片が４～７個分、ハクウン

ボクが１個。

試料番号106～112（MD47Ⅳa上）：106は、他遺構試料と同様、残渣の多くがトチノキ未炭化種子

片を主体としているが、107～112は、微細な炭化材を主体としており、その中に微細なオニグルミ炭

化核やトチノキ炭化種子片が含まれていた。106は、トチノキ種子片が60個前後の他に、オニグルミ

核、コナラ属尻、トチノキ果皮片、ヒシ属果実片が僅かに含まれていた。107～111は、オニグルミ炭

化核破片が５～20個分、トチノキ種子片が10個分前後であり、110はコナラ属炭化子葉破片、サンショ

ウ炭化？種子も僅かに含まれていた。112は、トチノキ炭化種子片のみが僅かに１～２個分であった。

試料番号113～119（MD47Ⅳa下）：多産したのは、トチノキ種子片であり、多くが30～40個分前

後である。119はやや多く、70個分前後であり、119は２～３個分と少ないが、完形が２個含まれる。

次いで、多いのは、オニグルミ核片であり、多くが数個～10個分、119は70個分前後とトチノキの出

土量を上回る。他では、出土量はさほど多くはないが、トチノキ果皮片・幼果・幼種子といった種子

以外の部位も目立つ。稀なものとして、コナラ属尻、クリ果実片、ブナ科果実片・炭化子葉片、ミツ

バウツギ、エゴノキ、ハクウンボクが得られた。

試料番号120（MD48Ⅳ）：残渣は、ほぼ全て種実類で構成されている。多産したのは、サクラ節、

トチノキ種子片であり、オニグルミ核片、ミツバウツギ、トチノキ果皮片、ハクウンボクも僅かに得

られた。
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試料番号121、122（MD49Ⅳ上）：121は、出土量が少なく、オニグルミ核片、トチノキ種子片、

エゴノキ属が僅かであった。122は、オニグルミ、トチノキ種子、エゴノキが比較的多産し、個体数

としては、いずれも20～30個分程度である。他に、クリ炭化子葉片、カエデ節近似種、ツバキ属、ハ

クウンボクなども僅かに得られた。

試料番号123（MD49Ⅳ下）：炭化材を主体とした残渣である。トチノキ炭化種子片が６～７個分

程度とムラサキシキブ属が２個のみであった。

試料番号124（MD50Ⅲ）：残渣は、ほぼ全て種実類で構成される。トチノキ種子片、オニグルミ

核片が多く、トチノキ果皮片･幼果も含まれる。

試料番号125～133（MD50Ⅳ⑥）：トチノキ種子片が多産し、多くの試料で60個分前後、あるいは

それ以上含まれる。次いで、オニグルミ核片が129を除く試料で数個、125では10数個含まれる。また、

試料によるばらつきがあるが、コナラ属尻が目立ち、129、133では10個以上である。他では、出土量

は少ないが、トチノキ果皮片、エゴノキが多くの試料で得られ、稀なものとしてコナラ近似種殻斗片、

ミズナラ近似種殻斗片、コナラ属果皮片･炭化子葉片、クリ果実片、ブナ科果実片、サクラ節、ミツ

バウツギ、カエデ節、トチノキ幼果･幼種子片、ヤマボウシ、ミズキ、ハクウンボク、ガマズミ節、

ヒシ属などが得られた。

試料番号134（ME48Ⅳ）：残渣は、ほぼ全て種実類で構成される。トチノキ種子片が7～15個分程

度、オニグルミ、コナラ属炭化子葉片が僅かであった。

２）樹種同定結果との比較

樹種同定は、SX42を主体とした杭材や板材などの検討がなされた。SX42は、放射性炭素年代測定

（AMS法）の結果、確率が最も高い１σ暦年代範囲は calBC1,440-1,375であった。大型植物化石の

検討と比較すると、共通する分類群として、クリ、トチノキ、ミツバウツギ、ムラサキシキブ属があ

り、大型植物化石のエゴノキ・ハクウンボク・エゴノキ属、カエデ節近似種、ガマズミ節、コナラ近

似種・ミズナラ近似種・コナラ属が樹種同定のエゴノキ属、カエデ属、ガマズミ属、コナラ節にそれ

ぞれ対応すると考えられる。このように、樹種同定で総計の多いクリ、トチノキ、エゴノキ属をはじ

めとした比較的多くの分類群が、大型植物化石と共通ないし対応関係にあることが分かる。

４．考察

１）利用植物について

明らかに利用されていたのは、多くの試料で最も多産したトチノキ、次いで多産する傾向のオニグ

ルミである。トチノキは、種子の破片が非常に多産し、皮むき・虫殺し・アク抜きなどが行われてい

たのであろう。オニグルミは、打撃痕の認められる核や破片が多産し（詳細は形態記載の項）、中身

の種子を取り出した後の残滓が出土したと考えられる。なお、MD47Ⅳa上（107～112）やMD49Ⅳ

下（123）では、炭化したトチノキ種子片やオニグルミ核片が出土した。これは、中身の種子を取り

出した後、不要になった種子片や核片を燃やしていたことや、あるいは割れ易くするために火にくべ

た後、中身を取り出していたことなどが予想される。このように、水さらし場遺構では、オニグルミ、

トチノキといった植物食糧を利用するための一連の作業が行われていた場であったと言うことができ

よう。

トチノキ、オニグルミ以外で、利用されていた可能性が高いのは、コナラ属、クリ、ブナ科（コナ
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ラ属ないしクリ）である。出土量としては、トチノキ、オニグルミに比べて遥かに少ないが、食用と

して有用な植物であり、炭化子葉や果実は破片のみが出土することを考慮すれば、トチノキ、オニグ

ルミと同様に利用されていた可能性が高いであろう。他に、ヒシ属も食用となる有用植物であるが、

出土量はあまりにも少なく（試料番号106、133）、出土果実片が明らかに利用されたものであるかは

不明である。しかし、水さらし場の存在する沢地に生育していたのだとすれば、利用されていた可能

性は多分に考えられる。なお、ヒシ属は、沼や池に生育する浮葉植物であり、沢地に生育していたと

すれば、沢地は、ある程度水深があり、流れは伴っていたとしてもさほど強くはなかったであろう。

これら以外では、サクラ節、ヤマボウシ、ミズキ、ガマズミ節などの漿果は生食可能ではあるが、

利用されていたかどうかは不明である。

２）古植生について

同定された分類群は、ツバキ属を除いてほぼ落葉広葉樹と考えられ、コナラ近似種、ミズナラ近似

種などのコナラ亜属、クリ、サクラ節、サンショウ、ミツバウツギ、ヤマボウシ、ミズキ、エゴノキ、

ハクウンボク、ムラサキシキブ属、ガマズミ節などが台地上に生育していたであろう。水さらし場で

多産したトチノキ、オニグルミは、斜面から沢地沿いにかけてカエデ節近似種などと共に生育してい

たのであろう。トチノキは、持ち込まれたと考えられる種子以外にも幼果、幼種子といった他の部位

も揃って出土することから、水さらし場遺構の近くに生育していた可能性が高いであろう。

なお、検討した遺構は異なるが、ほぼ同時期の遺構の杭材や板材の樹種同定が検討された。この結果

を見ると、上記分類群のうち、コナラ近似種、ミズナラ近似種などのコナラ亜属、クリ、ミツバウツ

ギ、カエデ節近似種、トチノキ、エゴノキ、ハクウンボク、ムラサキシキブ属、ガマズミ節といった

分類群が杭材や板材に使用されていたと考えられる。コナラ近似種、ミズナラ近似種などのコナラ亜

属、クリ、トチノキといった分類群は、食用としても木材資源としても当時の重要な位置を占める利

用植物であったことが分かる。

５．主な大型植物化石の形態記載

オニグルミ JuglansailanthifoliaCarr. 核、炭化核

完形は1個体もなく、１／２片ないし１／２未満の小片であった。１／２片のものは、発芽や堆積

物の圧力などにより、縫合線に沿って半分に割れたもの（自然）と打撃（利用）痕を受けたものとが

あった。打撃痕を受けた核は、縫合線部のいずれかに欠損箇所があり、その内訳を第10表に示した。

なお、頂・側・底部と周縁の違いは、前者は、頂部・側部・底部のいずれの箇所にも欠損はあるが、

側部の一方は完全に残っているなど、縫合線部が全て無くなっているわけではない。一方、周縁は、

縫合線部がほぼ全て欠損したものである。第10表を見ると、頂部のみ（32個）と頂部～側部（43個）

にかけて欠損したものとで合わせて全体（154個）の約５割を占め、側部ないし底部のみが欠損した

ものは、殆ど無い事が分かる。このことから、打撃の仕方は、基本的には、底部を下に据えて頂部を

叩くという方法であろう。しかし、頂部～側部欠損が最も多いように、完全に頂部の真上からではな

くやや斜め方向に叩いてしまうこともしばしばあったようである。
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なお、107～111（MD47Ⅳa上）では、微細な炭化核破片が出土したが、採集・計数は困難であり、

全体の破片の量から、およその完形個数を推定した。第10表に示した個数は、破片数ではなく、およ

その完形個数である。

コナラ近似種 Quercuscf.serrataMurray 殻斗

大きく欠損するが、小型の殻斗と推定され、殻斗鱗片は卵形ないし狭卵形。

ミズナラ近似種 Quercuscf.mongolicaFischerexTurcz.var.grosseserrata（Bl.）Rehd.etWils.

殻斗

上部が大きく欠損するが、殻斗径は15㎜以上と推定される。殻斗鱗片は、広卵形。鱗片の中央部が

瘤状に盛り上がるものが僅かに殻斗基（底）部に存在する。殻斗は、さほど肉厚ではなく、上部は急

激に薄くなるためか、欠損しているが、やや深い椀状であろう。

コナラ属 Quercus 果実、炭化子葉

果実は、果皮の部分と尻（殻斗との付着部）とが出土したが、果皮や尻のみでは、属や種までの同

定は困難なことが多い。尻は、平らかやや凸気味であり、尻の径は、3.7～12.2㎜（平均6.3㎜）であ

る。６㎜未満が７割近くを占めるが、10㎜以上の大型も６個ある。複数種のコナラ属が含まれること

が予想され、小さい径のものは、コナラの可能性が考えられる。なお、ブナ科としたものは、コナラ

属ないしクリであるが、小さな破片である理由などで識別が困難であった。

サンショウ Zanthoxylumpiperitum（Linn.）DC.炭化？種子

種子は黒色、側面観は楕円形、上面観は卵形。表面にはやや細かな網目模様があり、一方の側面に

は短い臍がある。110からオニグルミ炭化核やトチノキ炭化種子などと共に出土したが、サンショウ

は炭化しているかどうか分かり難かった。なお、123からトチノキ炭化種子と共に出土したムラサキ

シキブ属は炭化していなかった。
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第10表 オニグルミ核の打撃痕の欠損箇所

試料番号 自 然 頂 部 側 部 底 部 頂～側部 側～底部 頂・側・底部 頂・底部 周 縁

107 1

110 1

113 2 4 2 2 1

114 2

115 2 2

116 1 1

117 1 1

118 1 4 3

119 1 22 1 20 12 9 3

122 3 1 2 14

124 3 3 1 2 2

125 1 1 3 1 5

126 1 1

127 1

128 1

130 1 1 3

131 1 1 1 1

132 1 1 2 1

133 1 1 3

134 1

合 計 11 32 1 1 43 1 24 15 37



トチノキ AesculusturbinataBlume 果実（果皮）、幼果、種子、炭化種子、幼種子

トチノキ種子は、非常に多産したが、採集・計数は比較的大型の破片のみ行った。微細な破片（第

９表の破片（小片））は、採集・計数が困難であるため、全体の容量から、目分量で大まかな完形個

数を推定した。比較的大型の破片（第９表の破片（大型））は、重量（湿重）換算により、完形個数

を算出した。なお、破片の状態・個数・重量は、第11表に示し、完形１個体の重量（湿重）は、２～

４ｇ程度であった。

なお、107～112（MD47Ⅳa上）、123（MD49Ⅳ下）では、微細な炭化種子片が出土したが、採集・

計数は困難であり、全体の破片の量から、およその完形個数を推定した。第９表に示した個数は、破

片数ではなく、およその完形個数である。

エゴノキ StyraxjaponicaSieb.etZucc.種子

種子は広卵形で頂部から３本の縦溝が走る。表面には、細かな網目紋があり、ざらつく。

ハクウンボク StyraxobassiaSieb.etZucc.種子

エゴノキよりやや大型の傾向であり、表面は滑らかで鈍い光沢がある。頂部から３本の稜が走る。

なお、エゴノキ属としたものは、小さな破片であったり、状態が悪いなどの理由でエゴノキかハクウ

ンボクか識別し得なかったものである。

ヒシ属 Trapa 果実

106（MD47Ⅳa上）と133（MD50Ⅳ⑥）で破片が１個ずつ出土した。木質で柔らかく、断面はス

ポンジ状。106は、果実上部の子房突起の部分の破片と思われる。133は、上位角の１本が確認できる。
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第11表 トチノキ種子破片（大型）の状態内訳

各破片の数字は個数を示す

試料番号 １／２片 １／３片 １／４片 １／４片未満 重 量（ｇ）

105 1 4 61 15.39

106 3 114 33.61

113 47 12.38

114 2 79 25.69

115 75 20.93

116 1 4 64 24.59

117 1 84 27.30

118 5 190 54.26

119 1 5 3.37

120 2 3 13 226 95.14

121 12 1.62

122 29 3.57

124 1 11 16 85 56.63

125 1 1 8 65 32.99

126 1 4 61 22.83

127 1 2 10 176 72.94

128 4 51 18.23

129 14 1.89

130 5 10 25 606 223.94

131 1 82 17.95

132 1 2 11 195 70.06

133 11 69 30.11

134 1 1 144 29.69



Ⅳ．柏子所Ⅱ遺跡出土動物遺体の同定

黒澤 一男（パレオ･ラボ）

１．試料と分析方法

秋田県北西部の能代市にある柏子所Ⅱ遺跡において、複数の遺構（捨て場）から動物遺体が検出さ

れた。検出された動物遺体は、現場にて４㎜、２㎜、１㎜目のふるいによりふるい分けがされている。

ここでは、７つの遺構から採取された動物遺体の同定結果について報告する。

なお同定に際しては国立歴史民俗博物館西本研究室で所有している現生標本を観察させていただき、

それら標本との比較により同定をおこなった。同博物館の西本豊弘教授には試料の一部を同定・監査

していただき、同定から報告書作成まで多大なるご助力をいただいた。また、同研究室の太田敦子氏

と小林園子氏にも同定にご助力いただいた。この場をお借りして感謝の意を表する。

２．分析結果

柏子所Ⅱ遺跡から検出された動物遺体の同定結果を第12表に示す。試料のほとんどは焼骨である為、

黒～灰白色になり、元の大きさより小さく縮小変形している。また、それらは細片化しており、多く

は同定が困難である。ふるいわけされた試料よりその概要を見ると、４㎜目のふるい上に残った骨片

には哺乳類のものが大半をしめる。２㎜目のふるい上に残った骨片にはより細片化された哺乳類の骨

片に加え、鳥類や魚類を含むようになる。１㎜目のふるい上に残った骨片には魚類が多くなり、魚類

の肋骨や棘が多量に含まれる。MD47、ME49とME52では他の試料より魚類の割合が高くなってい

る。以下に遺構ごとに記載をおこなう。

MD47からは、魚類がコイ科・サケ科・スズキ類・ボラ類・タイ類の５種類、鳥類がカモ大型（マ

ガモ程度）の１種類、哺乳類がシカ・ウサギの２種類、それに加えヘビ類とカエル類が同定された。

なおMD47は７遺構中でもっとも多くの動物遺体が検出されており、同定された種類数も豊富である。

MD48からは、魚類からはコイ科とスズキ類、タイ類が、哺乳類からはイノシシが同定された。そ

れに加え、鳥類と小型哺乳類が検出された。

MD49は陸獣の破片のみであるため同定にはいたらなかった。

MD50からは、魚類がコイ科・ボラ類・スズキ類・タイ類の４種類、哺乳類がハタネズミ・ネズミ

類の２種類、ヘビ類とカエル類が同定された。

ME48からは、魚類がコイ科・サケ科・スズキ類・ボラ類・タイ類の５種類、鳥類がカモ小型（コ

ガモ程度）の１種類、哺乳類がウサギ・ハタネズミ・ネズミ類の３種類、それに加えヘビ類とカエル

類が同定された。

ME49からはコイ科，サケ科、スズキ類の魚類３種類と，ネズミ類とカエル類が検出されている。

全体量としては他の遺構に比べ少なく、大型哺乳類をあまり含まず、その逆に魚類が多く見られる。

ME52からはコイ科、サケ科とスズキ類の３種類の魚類が同定された。

また、上記以外で小型哺乳類や、種不明鳥類も検出されている。細片化し変形している為、同定に

はいたらなかった。

３．考察

本遺跡から検出された魚類は淡水～汽水に生息するものが多い。遺跡の北には米代川が流れ、西に

は日本海が広がっている。検出された魚類の生息環境とほぼ一致する環境が周辺に存在することから、
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遺跡周辺で漁労していたと考えられる。またシカやイノシシ、ウサギも周辺の丘陵地や森林などに生

息している為、魚類と同様に周辺で狩猟していたと考えられる。

コイ科は多くが椎骨により同定されており、検出される椎骨は棘などを欠いているため属・種レベ

ルの同定にはいたらなかった。しかし、コイやフナに特徴的な鰭棘が検出されていることから、フナ

またはコイは含まれると考えられる。また、椎骨には比較的小さなものも含まれることからウグイ類

なども含まれていると考えられる。椎骨のみ検出されているサケ科はすべてが破片化している。サケ

科の椎骨は、スポンジ状の構造をしている為、残りにくい。しかし本遺跡では破片ではあるが４グリッ

ド（７グリッド中）から検出されており、主要な食材の一つであったと考えられる。

魚類試料の大半は椎骨である。椎骨は近縁の種間で比較的似ていることから属・種レベルでの同定

は困難である。また同定の際には椎骨中心の椎体部分のみでなく、椎体の周囲にある棘の形状や付き

かたが重要となる。本遺跡から検出されている椎骨は焼かれており、棘などを欠いているため属・種

レベルでの同定は困難である。

カエル類は比較的小さい種類であることと、遺跡の周辺に湿地があることから捨て場の穴に自然に

紛れ込んだものと考えられる。ヘビ類も同様に自然に紛れ込んだものと考えられる。

４．まとめ

柏子所Ⅱ遺跡の動物遺体を同定した結果、魚類５種類、鳥類２種類、哺乳類５種類、爬虫類と両生

類は各１種類が同定された。これらは縄文時代の遺跡でよく検出される分類群である。検出された種

類は、淡水から汽水域に生息する種類、丘陵地や森林に生息する種類が主であり、遺跡周辺で漁獲、

狩猟したものと考えられる。

本遺跡動物遺体は焼けて破片化しているため、同定可能な試料が少ない。このような保存性を考慮

すると、実際にはもっと多い分類群を利用していたとも考えられるが、コイ科やサケ科など魚を多く

食していたと考えられる。
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第12表 柏子所Ⅱ遺跡地点別出土動物遺体

試料番号 遺構名 層位 出土動物遺体

１～５ MD47 Ⅳa

カモ大型１（脛骨），鳥類５（中手骨，中足骨，鳥口骨，椎骨，胸骨）
シカ４（中手骨，中手骨or中足骨，中節骨，手根骨or足根骨），シカ？３
（踵骨，末節骨２），シカorイノシシ（中手骨or中足骨，手根骨or足根骨２），
ウサギ２（上腕骨２），小型哺乳類11（上腕骨，尺骨，大腿骨，橈骨２，中手
骨or中足骨２，基節骨or中節骨２，尾椎？）
カエル類（上腕骨２），ヘビ類（椎骨）
コイ科41（第１椎骨，第２・３椎骨２，第３・４椎骨２，腹椎９，尾椎６，椎
骨21），コイ・フナ（棘），サケ科９（椎骨９），スズキ類６（歯骨３，前上顎
骨２，尾椎１），スズキ類？３（歯３），ボラ類２（椎骨２），タイ類５（歯５），
サケ科？（椎骨），種不名５（角骨２，椎骨19，腹椎３，尾椎２，尾部棒状部１）
破片：陸獣255ｇ，鳥類３ｇ，魚類78ｇ

６ MD4７ Ⅳb
鳥類（中足骨），小型哺乳類２（基節骨），
コイ科２（(腹椎，尾椎），タイ類４（歯４），サケ科（椎骨）
破片：陸獣９ｇ，魚類３ｇ

７ MD48 Ⅳ

イノシシ？１（歯）
コイ科２（腹椎，第３．４椎骨），スズキ類１（腹椎），タイ類２（歯２），種
不明（腹椎）
破片：陸獣96ｇ，魚類６ｇ

８，９ MD48 Ⅳa
イノシシ１（中足骨）
破片：陸獣27，鳥類２，魚類２

10 MD49 Ⅳa 破片：陸獣25

11 MD50 Ⅳ⑥
小型哺乳類３（中手骨or中足骨，基節骨，中節骨），ヘビ類１（椎骨）
破片：陸獣５ｇ，魚類１ｇ未満

12 MD50

シカ？１（中手骨or中足骨)，イノシシ？１（中手骨），小型哺乳類２（大腿
骨，基節骨）
コイ・フナ（棘），種不明６（腹椎２，椎骨４）
破片：陸獣５ｇ，魚類１ｇ未満

13 MD50 Ⅳ

鳥類１（上腕骨），ハタネズミ１（下顎大臼歯），ネズミ類１（切歯），カエル
類１（脛腓骨），ヘビ類？１（椎骨）
コイ科12（腹椎５，尾椎７）コイ・フナ（棘），コイ科？２（尾部棒状骨２），
ボラ類１（椎骨），スズキ類１（前上顎骨），タイ類１（歯），種不明10（腹椎
１，椎骨９）
破片：陸獣50ｇ，鳥類１ｇ未満，魚類22ｇ

14 MD50 Ⅳ⑫ 破片：陸獣11，魚類１

15～17 ME48 Ⅳ

カモ小型１（中手骨），ウサギ２（脛骨，上腕骨），ハタネズミ３（上顎大臼歯，
下顎大臼歯２），ネズミ類１（切歯），小型哺乳類５（肩甲骨，大腿骨，椎骨，
中手骨or中足骨，基節骨or中節骨），カエル類１（脛腓骨），ヘビ類２（椎
骨２）
コイ科16（咽頭骨，腹椎９，尾椎３，椎骨３，棘破片），コイ･フナ（棘），サ
ケ科４（椎骨４），スズキ類６（歯骨，前上顎骨３，第２椎骨，腹椎），ボラ類
１（腹椎），スズキ類？（歯），タイ類１（歯），サケ科？２（椎骨２），種不明
14（腹骨５，尾椎，椎骨７，歯）
破片：陸獣124ｇ，鳥類１ｇ未満，魚類27ｇ

18 ME49
ネズミ類１（尺骨），カエル類１（上腕骨）
コイ科３（腹骨，尾骨２），種不明５（角骨，椎骨４）
破片：陸獣９ｇ，鳥類１ｇ未満，魚類３ｇ

19，21 ME49 Ⅳ
コイ科２（尾椎，椎骨），コイ・フナ（棘），サケ科１（椎骨），種不明６（咽
頭骨？，腹骨２，主上顎骨，椎骨２）
破片：陸獣４ｇ，鳥類１ｇ未満，魚類４ｇ

20 ME49 Ⅳ上
コイ科３（第１椎骨２，腹椎），コイ・フナ（棘），スズキ類２（歯骨，前上顎
骨)
破片：陸獣１ｇ，鳥類１ｇ未満，魚類２ｇ

22 ME52 Ⅳa
コイ・フナ（棘），サケ科１（椎骨）
破片：陸獣15ｇ，魚類１ｇ
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種名 部位 左右 残存度 遺構 層名 備考＊

コイ科 咽頭骨 左 ME48 Ⅳ層

コイ科 第1椎骨 MD47 Ⅳa層

コイ科 第1椎骨 ME49 Ⅳ上層 2個

コイ科 第2・3椎骨 MD47 Ⅳa層 2個

コイ科 第2・3椎骨 MD48 Ⅳ層

コイ科 第3･4椎骨 MD47 Ⅳa層 2個

コイ科 腹椎 MD47 Ⅳa層 6個

コイ科 腹椎 MD47 Ⅳa層

コイ科 腹椎 MD47 Ⅳa層 2個

コイ科 腹椎 MD47 Ⅳb層

コイ科 腹椎 MD48 Ⅳ層

コイ科 腹椎 MD50 Ⅳ層

コイ科 腹椎 MD50 Ⅳ層 4個

コイ科 腹椎 ME48 Ⅳ層

コイ科 腹椎 ME48 Ⅳ層 6個

コイ科 腹椎 ME48 Ⅳ層 2個

コイ科 腹椎 ME49 Ⅳ上層

コイ科 腹椎 ME49

コイ科 尾椎 MD47 Ⅳa層 2個

コイ科 尾椎 MD47 Ⅳa層

コイ科 尾椎 MD47 Ⅳa層

コイ科 尾椎 MD47 Ⅳa層 2個

コイ科 尾椎 MD47 Ⅳb層

コイ科 尾椎 MD50 Ⅳ層 7個

コイ科 尾椎 ME48 Ⅳ層 2個

コイ科 尾椎 ME48 Ⅳ層

コイ科 尾椎 ME49 2個

コイ科 尾椎 ME49 Ⅳ層

コイ科 椎骨 MD47 Ⅳa層 16個

コイ科 椎骨 MD47 Ⅳa層 4個

コイ科 椎骨 MD47 Ⅳa層

コイ科 椎骨 ME48 Ⅳ層 2個

コイ科 椎骨 ME48 Ⅳ層

コイ科 尾部棒状骨 MD50 Ⅳ層 2個

コイ･フナ 棘 MD47 Ⅳa層

コイ･フナ 棘 MD47 Ⅳa層

コイ･フナ 棘 MD50

コイ･フナ 棘 MD50 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 MD50 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 MD50 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME48 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME48 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME48 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME48 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME48 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME48 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME49 Ⅳ層

コイ･フナ 棘 ME49 Ⅳ上層

コイ･フナ 棘 ME52 Ⅳa層

サケ科 椎骨 MD47 Ⅳa層 3個

サケ科 椎骨 MD47 Ⅳa層

サケ科 椎骨 MD47 Ⅳa層

サケ科 椎骨 MD47 Ⅳa層 3個

サケ科 椎骨 MD47 Ⅳa層

サケ科 椎骨 MD47 Ⅳb層

サケ科 椎骨 ME48 Ⅳ層

サケ科 椎骨 ME48 Ⅳ層

サケ科 椎骨 ME48 Ⅳ層

サケ科 椎骨 ME48 Ⅳ層

サケ科 椎骨 ME49 Ⅳ層

サケ科 椎骨 ME52 Ⅳa層

サケ科? 椎骨 MD47 Ⅳa層

サケ科? 椎骨 ME48 Ⅳ層 2個

スズキ類 歯骨 左 MD47 Ⅳa層

スズキ類 歯骨 左 MD47 Ⅳa層

スズキ類 歯骨 左 MD47 Ⅳa層

スズキ類 歯骨 MD50 Ⅳ層

スズキ類 歯骨 左 ME48 Ⅳ層

スズキ類 歯骨 右 ME49 Ⅳ上層

スズキ類 第2椎骨 ME48 Ⅳ層

スズキ類 腹椎 MD48 Ⅳ層

スズキ類 前上顎骨 左 MD47 Ⅳa層

スズキ類 前上顎骨 左 MD47 Ⅳa層

スズキ類 前上顎骨 右 MD50 Ⅳ層

スズキ類 前上顎骨 左 ME48 Ⅳ層

スズキ類 前上顎骨 右 ME48 Ⅳ層

スズキ類 前上顎骨 右 ME48 Ⅳ層

スズキ類 前上顎骨 右 ME49 Ⅳ上層

スズキ類? 歯? MD47 Ⅳa層

スズキ類? 歯? MD47 Ⅳa層

スズキ類? 歯? MD47 Ⅳa層

スズキ類? 歯? ME48 Ⅳ層

タイ類 歯 MD47 Ⅳa層 2個

タイ類 歯 MD47 Ⅳa層

タイ類 歯 MD47 Ⅳb層 2個

タイ類 歯 MD48 Ⅳ層

タイ類 歯 MD50 Ⅳ層

タイ類 歯 ME48 Ⅳ層

タイ類 歯 MD47 Ⅳa層

タイ類 歯 MD47 Ⅳa層

タイ類 歯 MD47 Ⅳb層 2個

タイ類 歯 MD48 Ⅳ層

ボラ類 椎骨 MD47 Ⅳa層

ボラ類 椎骨 MD47 Ⅳa層

ボラ類 腹椎 ME48 Ⅳ層

種名 部位 左右 残存度 遺構 層名 備考＊

魚種不明 腹椎 MD47 Ⅳa層

魚種不明 腹椎 MD48 Ⅳ層

魚種不明 腹椎 ME48 Ⅳ層 4個

魚種不明 腹椎 ME48 Ⅳ層

魚種不明 腹椎 ME49 Ⅳ層

魚種不明 腹椎 ME49 Ⅳ層

魚種不明 腹椎 MD50 Ⅳ層

魚種不明 腹椎 MD50

魚種不明 尾椎 MD47 Ⅳa層

魚種不明 尾椎 ME48 Ⅳ層

魚種不明 尾椎 MD47 Ⅳa層

魚種不明 尾部棒状骨 MD47 Ⅳa層

魚種不明 椎骨 MD47 Ⅳa層

魚種不明 椎骨 MD47 Ⅳa層

魚種不明 椎骨 MD47 Ⅳa層 3個

魚種不明 椎骨 MD47 Ⅳa層

魚種不明 椎骨 MD50 Ⅳ層

魚種不明 椎骨 MD50 2個

魚種不明 椎骨 MD50

魚種不明 椎骨 MD50 Ⅳ層 7個

魚種不明 椎骨 ME48 Ⅳ層 6個

魚種不明 椎骨 ME48 Ⅳ層

魚種不明 椎骨 ME49

魚種不明 椎骨 MD47 Ⅳa層 6個

魚種不明 椎骨 MD47 Ⅳa層 6個

魚種不明 椎骨 MD50

魚種不明 椎骨 MD50 Ⅳ層

魚種不明 椎骨 ME49 3個

魚種不明 椎骨 ME49 Ⅳ層 2個

カモ小型 中手骨 右 近位部 ME48 Ⅳ層 コガモと同じ

カモ大型 脛骨 右 近位部 MD47 Ⅳa層 マガモと同じ

鳥類 胸骨 骨体部 MD47 Ⅳa層

鳥類 上腕骨 右 完存 MD50 Ⅳ層

鳥類 中手骨 骨幹部 MD47 Ⅳa層

鳥類 中足骨 骨幹部 MD47 Ⅳa層

鳥類 中足骨 遠位部 MD47 Ⅳb層

鳥類 鳥口骨 左 骨幹部 MD47 Ⅳa層

鳥類 椎骨 骨体部 MD47 Ⅳa層

シカ 中手骨 骨幹部 MD47 Ⅳa層

シカ 中手骨or中足骨 遠位部 MD47 Ⅳa層

シカ 中節骨 近位部 MD47 Ⅳa層

シカ 手根骨or足根骨 MD47 Ⅳa層 2個

シカ？ 踵骨 左 遠位部 MD47 Ⅳa層

シカ？ 中手骨or中足骨 遠位部 MD50

シカ？ 末節骨 遠位部 MD47 Ⅳa層

シカ？ 末節骨 遠位部 MD47 Ⅳa層

シカorイノシシ 中手骨or中足骨 遠位部 MD47 Ⅳa層

シカorイノシシ 手根骨or足根骨 MD47 Ⅳa層

シカorイノシシ 手根骨or足根骨 MD47 Ⅳa層

イノシシ 中足骨 遠位部 MD48 Ⅳa層

イノシシ？ 中手骨 遠位部 MD50

イノシシ？ 歯 歯冠部破片 MD48 Ⅳ層

ウサギ 脛骨 右 遠位部 ME48 Ⅳ層

ウサギ 上腕骨 右 遠位部 MD47 Ⅳa層

ウサギ 上腕骨 右 遠位部 MD47 Ⅳa層

ウサギ 上腕骨 右 遠位部 ME48 Ⅳ層

ネズミ類 切歯 MD50 Ⅳ層

ネズミ類 切歯 ME48 Ⅳ層

ネズミ類？ 尺骨 左 近位部 ME49

ハタネズミ 上顎大臼歯 ME48 Ⅳ層

ハタネズミ 下顎第一大臼歯 右 ME48 Ⅳ層

ハタネズミ 下顎大臼歯 MD50 Ⅳ層

ハタネズミ 下顎大臼歯 ME48 Ⅳ層

小型哺乳類 基節骨 遠位部 MD47 Ⅳb層 ドブネズミより大きい

小型哺乳類 基節骨 MD50 Ⅳ⑥層 ノウサギと同じ

小型哺乳類 基節骨 MD50 ドブネズミと同じ

小型哺乳類 基節骨or中節骨 遠位部 MD47 Ⅳa層 ノウサギより小さい

小型哺乳類 基節骨or中節骨 遠位部 MD47 Ⅳa層 ノウサギと同じ

小型哺乳類 基節骨or中節骨 遠位部 ME48 Ⅳ層 ノウサギより小さい

小型哺乳類 肩甲骨 右 近位部 ME48 Ⅳ層 ノウサギより大きい

小型哺乳類 尺骨 左 近位部 MD47 Ⅳa層 ドブネズミより大きい

小型哺乳類 上腕骨 近位部 MD47 Ⅳa層

小型哺乳類 大腿骨 近位部 MD47 Ⅳa層 ノウサギより小さい

小型哺乳類 大腿骨 遠位部 MD50 ノウサギより小さい

小型哺乳類 大腿骨 右 近位部 ME48 Ⅳ層

小型哺乳類 中手骨or中足骨 遠位部 MD47 Ⅳa層 ノウサギと同じ

小型哺乳類 中手骨or中足骨 遠位部 MD47 Ⅳa層 ドブネズミと同じ

小型哺乳類 中手骨or中足骨 近位部 MD50 Ⅳ⑥層 ドブネズミと同じ

小型哺乳類 中手骨or中足骨 遠位部 ME48 Ⅳ層 ドブネズミと同じ

小型哺乳類 中節骨 MD50 Ⅳ⑥層 ノウサギと同じ

小型哺乳類 椎骨 骨体部 ME48 Ⅳ層 ドブネズミより大きい

小型哺乳類 尾椎？ 近位部?骨幹部 MD47 Ⅳa層 ドブネズミより大きい

小型哺乳類 橈骨 近位部 MD47 Ⅳa層

小型哺乳類 橈骨 骨幹部 MD47 Ⅳa層 ノウサギと同じ

カエル類 脛腓骨 骨幹部?遠位部 MD50 Ⅳ層

カエル類 脛腓骨 骨幹部?遠位部 ME48 Ⅳ層

カエル類 上腕骨 右 骨幹部?遠位部 MD47 Ⅳa層

カエル類 上腕骨 左 遠位部 MD47 Ⅳa層

カエル類 上腕骨 左 遠位部 ME49

ヘビ類 椎骨 MD47 Ⅳa層

ヘビ類 椎骨 MD50 Ⅳ層 3個

ヘビ類 椎骨 ME48 Ⅳ層

ヘビ類 椎骨 ME48 Ⅳ層

ヘビ類 椎骨 MD50 Ⅳ⑥層

第13表 柏子所Ⅱ遺跡出土動物種別部位観察表
＊（標本との比較など）



Ⅴ．柏子所Ⅱ遺跡水さらし場遺構構造材の種類

三村 昌史（パレオ・ラボ）

柏子所Ⅱ遺跡では上谷地遺跡に次いで県内２例目となる水さらし場遺構が検出された。遺構は主に

沢底に丸木や割材・板材が横倒しに検出された部分と、板材を丸木の杭で固定した木枠が残存してい

る部分とからなっている。ここではそれらの構造材のうち計104点について樹種同定を行い、形状や

木取りと併せて製作・使用の双方に係る用材選択について調査を行った。

試料と方法

試料は出土材の一部をある程度の大きさにカットされたもので、これらの材から片刃剃刀を用いて

肉眼視できる材組織を確認しながら横断面・放射断面・接線断面の３断面の切片を作成し、ガムクロ

ラール（アラビアゴム、抱水クロラール、グリセリン、蒸留水の混合液）で封入して永久プレパラー

トとした。プレパラートの検鏡は光学顕微鏡を用いて40～400倍で行い、同定は所有の現生標本との

対照に拠った。同定したプレパラートは、株式会社パレオ・ラボ本社保管分の秋田県内遺跡のプレパ

ラート試料であることを表したAKT-の頭文字と通し番号を付けて保管し、比較参照に応じられる状

態になっている（AKT-１～104）。

見出された樹種

同定結果の一覧を第14表に示す。計104の水さらし場遺構構造材に見出された樹種は計28分類群で、

針葉樹ではスギの１分類群、広葉樹ではハンノキ属ハンノキ亜属・クリ・コナラ属コナラ節・モクレ

ン属・カツラ属・カマツカ・アカメガシワ・イヌザンショウ・マンサク・ノリウツギ・キハダ・ウル

シ・カエデ属・ミツバウツギ・クマヤナギ属・ケンポナシ属・キブシ・クマノミズキ類・トチノキ・

ハリギリ・タラノキ・スノキ属ナツハゼ節・エゴノキ属・トネリコ属・ムラサキシキブ属・ガマズミ

属・タニウツギ属の27分類群、そのほかでは広葉樹樹皮が認められた。

これら検出された樹種の同定根拠となる解剖学的特徴、および生態・分布・材質等は以下の通りである。

１．スギ Cryptomeriajaponica（L.f.）D.Don（スギ科） 第106図 �１ａ～１ｃ

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹材。晩材部は量多く明瞭。分野壁孔はスギ型

で大きく、１分野にふつう２個。

スギは高木になる常緑針葉樹で、天然分布は降水量の多い地域に限られて点在し、特に東日本の日

本海側に多く、生育地は湿地周辺、尾根沿い、谷部など幅広い。材は通直で軽軟、保存性は中庸、適

度な強度があり割裂性・加工性に優れる。

２．ハンノキ属ハンノキ亜属 Alnussubgen.Alnus（カバノキ科） 第106図 �２ａ～２ｃ

小型で放射方向に伸びたやや丸い道管が密に分布する散孔材。道管の穿孔は階段状で20本程度。放

射組織は単列同性。しばしば複合状のものも交える。ヤシャブシ亜属の中にも複合放射組織を有する

ものがあり、その場合は道管の分布密度などにより区別される。

ハンノキ亜属の母植物としては主に渓畔や山中にみられるヤマハンノキや低地の湿地や河畔にみら

れるハンノキなどが考えられる。いずれも温帯～暖温帯に分布し高木になる落葉広葉樹で、しばしば

群生する。材質は種によって若干異なるが、硬さ・重さ・保存性などの性質は概して中庸である。

３．クリ CastaneacrenataSieb.etZucc.（ブナ科） 第106図 �３ａ～３ｃ

年輪の始めに大型で丸い道管が単独で１-２列に並び、晩材部では小型でやや角張った薄壁の道管
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が火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性。

クリは主に温帯下部・暖温帯に広く分布する落葉広葉樹で、明るい林内や向陽地に多くみられる。

材質は重硬で弾性に富み、割裂は容易、耐朽性が高い。

４．コナラ属コナラ節 Quercussect.Prinus（ブナ科） 第106図 �４ａ～４ｃ

年輪の始めに大型の丸い道管が単独で１-２列に並び、晩材では小型でやや角張った道管が火炎状

に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性のものに大型の広放射組織が混在する。

いわゆるナラ類の材で、温帯下部～暖温帯に分布するコナラ、温帯上部に分布するミズナラなどを

含む。いずれも重硬で弾性を持つ材で、保存性は中庸、割裂・加工は困難である。

５．モクレン属 Magnolia（モクレン科） 第106図 �５ａ～５ｃ

やや小型の放射方向に伸びた丸い道管が単独あるいは数個１-２個複合してやや密に分布する散孔

材。道管の穿孔は単一で、道管相互の壁孔は階段状。放射組織は同性に近い異性で１-３列。

モクレン属には林内に生育する高木性の落葉広葉樹であるホオノキや、林内に生育する低木の落葉

広葉樹で日本海側に多いタムシバなどが含まれる。材質は軽軟で均質、加工・切削容易である。

６．カツラ属 Cercidiphyllum（カツラ科） 第106図 �６ａ～６ｃ

小型で角張った道管が単独あるいは複合して密に分布する散孔材。道管の穿孔は階段状で20-30本

程度。放射組織は異性でスリムな１-２列、しばしば他の放射組織と連絡する。

カツラ属にはカツラ、ヒロハカツラが含まれる。いずれも山地渓畔にみられる高木性の落葉広葉樹

で、ヒロハカツラは高標高地域に分布する。材質は均質かつ軽軟で、切削加工し易い。

７．マンサク HamamelisjaponicaSieb.etZucc.var.obtusataMatsumura（マンサク科）

第107図 �７ａ～７ｃ

ごく小型で角張った薄壁の道管が単独あるいは接線方向に１個複合してやや均質かつ密に分布する

散孔材。道管の直径は年輪界でやや径を減じ、年輪界はやや明瞭。木繊維の壁は厚い。道管の穿孔は

階段状で20本程度。放射組織は異性でほとんど単列、まれに部分的に２列となる。

マンサクは低木～小高木になる落葉広葉樹で、山地の尾根沿いの林内などやや乾いた立地に生育す

る。日本海側には変種であるマルバマンサクが分布しており、母植物として考えられる。材質はやや

重硬で強靱である。

８．ノリウツギ HydrangeapaniculataSieb.etZucc.（ユキノシタ科） 第107図 �８ａ～８ｃ

小型で丸みのあるやや薄壁の道管が単独あるいは接線方向に１個複合してまばらに分布する散孔材。

年輪界では道管の直径は小さくなる。道管の穿孔は階段状で20本程度。放射組織は極めて明確な異性

で１-２列、単列部は直立細胞のみからなり、多列部の上下の直立細胞は数個顕著に連なる。道管と

放射組織との壁孔は大型のふるい状～階段状。

ノリウツギは温帯に広く分布する低木～小高木の落葉広葉樹で、林縁や伐採跡地など日当たりの良

い立地にみられる。材質はやや重硬である。

９．カマツカ Pourthiaeavillosa（Thunb.）Decne.var.laevis（Thunb.）Stapf.（バラ科）

第107図 �９ａ～９ｃ

年輪の始めに単独で小型の丸い導管が１列に配列し、そこから径を減じながら単独でやや木部柔細

胞は丸い導管がまばらに分布する散孔材。導管の穿孔は単一で、木部柔細胞は散在状。放射組織は異
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性でスリムな１-４列。多室結晶細胞が認められる。

カマツカは温帯～暖温帯に広く分布する低木～小高木の落葉広葉樹で、山中の適湿な立地にみられ

る。材質は重硬で、加工・割裂は困難である。

10．アカメガシワ Mallotusjaponicus（Thunb.）Muell.Arg.（トウダイグサ科） 第107図 �10ａ～10ｃ

中型の放射方向に伸びた丸みのある道管が単独あるいは１個複合してやや密に分布する。道管の直

径は年輪界では小さくなる。道管の内腔には着色物質がみられ、単穿孔を有する。放射組織は単列異

性で部分的に２列。以上のようにアカメガシワの年輪幅が狭い時の材を示している。

アカメガシワは秋田県以南の温帯下部～暖温帯に分布する高木になる落葉広葉樹で、裸地や伐採跡、

林縁にみられる。材質はやや軽軟である。

11．イヌザンショウ ZanthoxylumschinifoliumSieb.etZucc.（ミカン科）第107図 �11ａ～11ｃ

やや小型の丸い道管が単独あるいは放射方向に１-数個複合してまばらで均質に分布する環孔材。

年輪始めの道管はやや厚壁である。道管の穿孔は単一。放射組織はほぼ同性で１-３列。

イヌザンショウは温帯～暖温帯に広く分布する低木の落葉広葉樹で、林縁や林内に生育する。材質

はやや軽軟である。

12．キハダ PhellodendronamurenseRupr.（ミカン科） 第107図 �12ａ～12ｃ

大型でやや放射方向に長く丸い道管が、年輪の始めに単独あるいは放射方向に複合して２-３列な

らび、その後は急速に径を減じて中型で丸い道管が放射方向に１-２個複合してまばらに分布し、晩

材部ではごく小型で薄壁の角張った道管が多数集合して、斜め～接線状に帯を成す環孔材。導管の穿

孔は単一で、内腔には着色物質が認められる。放射組織は同性で１-４列、多くの場合背は低く紡錘

形を成す。

キハダは高木になる落葉広葉樹で温帯に広く分布し、山地林内に生育する。材質はやや軽軟で加工

は容易、割裂性も良好、水湿に耐性がある。

13．ウルシ RhusvernicifluaStockes（ウルシ科） 第107図 �13ａ～13ｃ

年輪の始めに大型で厚壁の道管が単独もしくは複合して３-４列ならび、年輪界付近で急に径を減

じて小型の道管が単独あるいは放射方向に数個顕著に複合してまばらに分布する環孔材。木部柔細胞

は周囲状で、年輪界付近ではターミナル状となる。道管の穿孔は単一で内腔にはチローシスが認めら

れる。放射組織は異性でスリムな１-３列。

ウルシは漆液採取の為古くから移入されて栽培されている中国原産の落葉広葉樹で、高木になる。

材質は重さ中庸で脆い。

14．カエデ属 Acer（カエデ科） 第107図 �14ａ～14ｃ

小型で丸い薄壁の道管が、ほとんど単独時に放射方向に１-２個複合してまばらに分布する散孔材。

木繊維の壁厚の相違による紋様が確認される。道管の穿孔は単一で、内腔には着色物質が詰まり、ら

せん肥厚が認められる。放射組織は同性で１-４列程度。

カエデ属には多くの種が含まれるが、分布から考えると小高木程度になる落葉広葉樹のハウチワカ

エデ、ヤマモミジ、ウリハダカエデなどが主な母植物として想定される。このうち、ウリハダカエデ

は向陽地を好み生長が早い種で、残りの２種は生長が比較的遅く耐陰性が高く、安定した森林の階層

では亜高木層を占めることが多い。材質はやや重硬かつ粘り強く、緻密で割裂困難である。なお、上
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記の特徴を持った材のほか、放射組織の幅が１-３列のもの、１-７列のものと異なる材構造を持つ材

も見出されている。

15．トチノキ AesculusturbinataBlume（トチノキ科） 第107図 �15ａ～15ｃ

小型で丸い道管が、単独もしくは放射方向に数個複合してやや密に分布する散孔材。道管の穿孔は

単一。放射組織は単列同性、層階状に配列する。

トチノキは高木になる落葉広葉樹で、温帯の河畔や渓畔にみられる。材質は軽軟で加工・割裂は容

易だが、保存性は低い。

16．ミツバウツギ Staphyleabumalda（Thunb.）DC.（ミツバウツギ科） 第107図 �16ａ～16ｃ

小型でやや角張った丸みのある道管がやや密に分布し、時にやや間隔をあけて放射方向に数個配列

する散孔材。道管の直径は年輪の中ほどで最大になる傾向があり、その後は年輪界に向けて緩やかに

減少する。道管の穿孔は階段状で幅狭く20-30本程度。放射組織は異性で１－５列、単列部は直立細

胞のみからなり、多列部の上下端の直立細胞は数個顕著に連なる。

ミツバウツギは温帯～暖温帯に分布する低木の落葉広葉樹で、林縁や河畔・渓畔などにみられる。

17．クマヤナギ属 Berchemia（クロウメモドキ科） 第107図 �17ａ～17ｃ

中型で丸くやや厚壁の道管が単独または放射方向に１-２個複合して分布する散孔材。道管の穿孔

は単一。放射組織は同性で１-５列、高さは４㎜を超える。道管と放射組織との壁孔および道管相互

の壁孔はごく小さく多数。

クマヤナギ属には温帯～暖温帯に広く分布し山野にふつうな落葉性のつる植物であるクマヤナギな

ど数種が含まれる。

18．ケンポナシ属 Hovenia（クロウメモドキ科） 第107図 �18ａ～18ｃ

年輪の始めにやや放射方向に伸びた大型の道管が１-２列ならび、そこから径を徐減して晩材部で

は厚壁の丸い小道管が単独または放射方向に１-２個複合して分布する環孔材。道管の穿孔は単一。

木部柔細胞は周囲状で晩材部では翼状～連合翼状となる。放射組織は上下端１－２個が直立細胞から

なる異性で１-４列。

ケンポナシ属にはケンポナシやケケンポナシが含まれる。いずれも高木になる落葉広葉樹で適湿な

肥沃地に多くみられる。材質は硬さ・重さが中庸で靭性がある。

19．キブシ StachyuruspraecoxSieb.etZucc.（キブシ科） 第108図 �19ａ～19ｃ

小型で角張った道管が、単独あるいは接線方向に１-２個複合してややまばらに分布する散孔材。

しばしば道管は一定の間隔をあけて放射方向に数個配列する傾向にあり、また道管の直径は年輪の中

ほどで最大となる傾向がある。木部柔細胞は散在状であるがあまり目立たない。導管の穿孔は階段状

で幅狭く、30本以上に達する。放射組織は異性で１-３列となりスリムでやや高く、構成細胞はやや

不揃いである。また上下の直立細胞はしばしば数個連なり、他の放射組織と軸方向に連絡する。導管

と放射組織との壁孔はほぼ小さなふるい状～対列状。

キブシは低木～小高木になる落葉広葉樹で、日当たりの良い山中や渓畔の礫質土壌に多くみられる。

材質は緻密でやや堅強な材で加工はやや難易である。

20．クマノミズキ類 Swidacf.macrophylla（Wall.）Sojak（ミズキ科） 第108図 �20ａ～20ｃ

丸みを帯びた薄壁の道管が単独あるいは接線方向に１個複合してややまばらに分布する散孔材。道
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管の穿孔は階段状で30本程度。放射組織は異性で１-10列、上下端の直立細胞は数個連なる。

クマノミズキとヤマボウシの材組織は互いに良く似ている為に、クマノミズキ類として一括してい

る。ヤマボウシは山中のやや乾燥した日当たりの良い立地に、クマノミズキは日当たりの良い適湿な

立地にみられる樹種で、いずれも小高木程度の落葉広葉樹である。材質はクマノミズキがやや重硬、

ヤマボウシはより重硬で強度がある。

21．ハリギリ Kalopanaxpictus（Thunb.）Nakai（ウコギ科） 第108図 �21ａ～21ｃ

年輪の始めに丸い大型の道管が１列ならび、その後は薄壁で角張った小道管が多数集合して帯状～

斜上状に数列の列をなして分布する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端に直立細胞を有す

る異性で１-５列、さや細胞が不完全に取り囲む。

ハリギリは温帯上部～暖温帯に分布する落葉広葉樹で、山中の肥沃な立地にみられる。材質は重さ・

硬さ中庸であるが、強度は比較的あり、割裂加工は容易な材である。

22．タラノキ Araliaelata（Miq.）Seemann（ウコギ科） 第108図 �22ａ～22ｃ

年輪の始めに丸くやや放射方向に伸びた中型で厚壁の道管が２－３列並び、晩材部では角張ったや

や薄壁の小道管が１-３列をなして接線方向に連なる環孔材。道管の穿孔は単一で、内腔にはチロー

シスが認められる。放射組織は異性で１－４列、鞘細胞が認められる。

タラノキは温帯～暖温帯に広く分布し、２次林山中、林縁や裸地など山野の明るく土壌の薄い立地

に多い低木の落葉広葉樹である。材質はやや軽軟～中庸程度であり、材の表面には刺がある。

23．スノキ属ナツハゼ節 Vacciniumsect.Cilata（ツツジ科） 第108図 �23ａ～23ｃ

ごく小型の角張った薄壁の道管がやや密に分布する散孔材。道管の直径は年輪界に向けて緩やかに

減少し、年輪の始めでは道管がやや密にならぶ傾向にある。木部柔細胞は散在状～短接線状で、木繊

維壁は厚い。道管の穿孔は単一あるいは10本程度の階段状。放射組織は異性で１-５列、上下端１-２

個は直立細胞からなり、しばしば数個顕著に連なる。また単列部は直立細胞のみからなり、単列部の

割合が大きい。

スノキ属のうち、ナツハゼに類似する。ナツハゼは温帯～暖温帯に分布する低木の落葉広葉樹で、

山地林縁にみられる。

24．エゴノキ属 Styrax（エゴノキ科） 第108図 �24ａ～24ｃ

小型でやや丸い道管が放射方向に数個複合して分布する散孔材。晩材部では道管の径および分布密

度が急激に小さくなる。木部柔細胞は晩材部で短接線状。道管の穿孔は階段状で幅広く10-15本程度。

放射組織は異性で１-３列、上下の直立細胞は数個連なる。

エゴノキ属には向陽地の適湿な立地に多い小高木になる落葉広葉樹であるエゴノキ、山中や渓畔に

みられる小高木の落葉広葉樹であるハクウンボクなどが含まれる。材質はやや重硬で靭性があり、割

れにくい。

25．トネリコ属 Fraxinus（モクセイ科） 第108図 �25ａ～25ｃ

大型で丸い道管が年輪の始めに一列に並び、晩材部ではごく小型で厚壁の道管がほぼ単独に分布す

る環孔材。木部柔細胞は周囲状。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で、１-３列。

トネリコ属には湿地に生育するトネリコやヤチダモ、渓畔や山中に生育するヤマトアオダモ、日当

たりの良い山中や林縁など乾性立地に生育するマルバアオダモなどがある。材質は中庸～やや重硬、
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加工は困難でなく、粘りがある。

26．ムラサキシキブ属 Callicarpa（クマツヅラ科） 第108図 �26ａ～26ｃ

ごく小型でやや丸い厚壁の道管が、単独時に放射方向に数個複合してまばらで均質に分布する散孔

材。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で１-２列、上下端の直立細胞はしばしば数個連なり、他の

放射組織と連絡する。

ムラサキシキブ属には多くの種が含まれるが、分布から母植物は主にムラサキシキブが考えられる。

ムラサキシキブは低木の落葉広葉樹で、林縁などの明るい立地にみられる。材質は緻密でやや重硬、

粘り強い。

27．ガマズミ属 Viburnum（スイカズラ科） 第108図 �27ａ～27ｃ

小型のやや丸みのある道管が単独あるいは接線方向に１-２個複合してまばらに分布する散孔材。

導管の直径は年輪界に向けて緩やかに減少する。木部柔細胞は散在状。道管の穿孔は階段状で30-40

に達する。放射組織は異性で１-３列、構成細胞はややいびつで背は高くスリム。単列部の占める割

合がやや大きい。

ガマズミ属には多くの種が含まれるが、母植物としては林縁などの向陽地に生育するガマズミや、

林縁や林内に生育するオオカメノキなどが考えられる。いずれも低木の落葉広葉樹で温帯～暖温帯に

広く分布する。材質は緻密で重硬である。

28．タニウツギ属 Weigelahortensis（Sieb.etZucc.）K.Koch（スイカズラ科） 第108図 �28ａ～28ｃ

小型でやや丸みのある薄壁の道管が単独あるいは接線方向に１個複合してややまばらに分布する散

孔材。道管の穿孔は階段状で30-40本に達する。放射組織は異性で１-２列、単列部は直立細胞のみか

らなり、多列部の上下端の直立細胞は数個連なる。道管と放射組織との壁孔は小さなふるい状～対列状。

タニウツギ属には数種含まれるが、分布から母植物にはタニウツギが考えられる。タニウツギは日

本海側に特徴的な低木の落葉広葉樹で、林縁や斜面、崖などの向陽地に生育する。材は髄が発達する。
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№ 遺構 遺物番号 樹種 木取り 備考（径、伐採時期等）

1 SX42 13 ムラサキシキブ属 芯持丸木 d=3.0

2 SX42 15 トネリコ属 芯持丸木 d=2.8

3 SX42 16 トネリコ属 芯持丸木 d=1.6

4 SX42 17 クリ 板目

5 SX42 18 ノリウツギ 芯持丸木 d=2.0

6 SX42 21 アカメガシワ 芯持丸木 d=2.5

7 SX42 24 トネリコ属 割材

8 SX42 45 コナラ節 芯持丸木 d=1.8、春の伐採

9 SX42 86 クリ 芯持丸木 d=2.9

10 SX42 88 トチノキ 半裁？ r=1.8

11 SX42 89 クリ 芯持丸木 d=3.6

12 SX42 90 クリ 半裁？ d=5.0

13 SX42 91 トチノキ 芯持丸木 d=4.6

14 SX42 92 クリ みかん割

15 SX42 93 キハダ みかん割

16 SX42 95 コナラ節 芯持丸木 d=3.6

17 SX42 99 ハリギリ 芯持丸木 d=4.1

18 SX42 100 キハダ 芯持丸木 d=4.5

19 SX42 115 クリ みかん割

20 SX42 121 クリ 板材（大物）

21 SX42 123 クリ 柾目

22 SX42 124 ガマズミ属 芯持丸木 d=2.3

23 SX42 125 カエデ属 芯持丸木 d=3.4

24 SX42 128 タニウツギ属 芯持丸木 d=2.8

25 SX42 131 エゴノキ属 芯持丸木 d=2.5

№ 遺構 遺物番号 樹種 木取り 備考（径、伐採時期等）

26 SX42 139 タニウツギ属 芯持丸木 d=2.7

27 SX42 210 トネリコ属 板目

28 SX42 211 クリ 芯持丸木 d=1.7、春～夏の伐採

29 SX42 212 ハンノキ亜属 芯持丸木 d=2.0

30 SX42 213 モクレン属 柾目

31 SX42 214 ウルシ 柾目

32 SX42 217 カエデ属 みかん割

33 SX42 218 トチノキ 芯持丸木 d=3.3

34 SX42 219 カエデ属 みかん割

35 SX42 247 カエデ属 芯持丸木 d=1.5

36 SX42 248 カエデ属

37 SX42 249 クリ 板目

38 SX42 250 トチノキ 芯持丸木 d=2.2

39 SX42 251 ウルシ 板目

40 SX42 252 コナラ節 板目

41 SX42 254 カマツカ 芯持丸木 d=2.3

42 SX42 255 クマヤナギ属 芯持丸木 d=3.7

43 SX42 256 トネリコ属 板目

44 SX42 257 カエデ属 板目

45 SX42 258 ハリギリ 半裁？ d=6.5、春～夏の伐採

46 SX42 259 クリ 板目

47 SX42 260 クリ 板目

48 SX42 281 トチノキ AMS、板材（大物）

49 SX42 287 広葉樹樹皮 削出

50 SX42 288 クリ 芯持丸木 d=2.8

第14表 樹種同定結果リスト



考察

水さらし場遺構構成材の形状を丸木・割材・板材に区別して樹種の傾向をみてみると（第15表）、

丸木では計21分類群と実に様々な樹種が見出されているのに対して、みかん割材などの材をまとめた

割材では９分類群であり、また板材では11分類群と相対的に少なくなっている。点数からすれば丸木

のものが多いのでその影響も考慮しなければならないが、特徴的な点として丸木ではマンサク・ノリ

ウツギ・カマツカ・イヌザンショウ・タラノキ・ナツハゼ節・ガマズミ属・タニウツギ属といった低

木程度の樹種が多く見出されていることが挙げられる。これらの丸木材は芯持で樹皮が残存している

ものも少なくなく、またその直径は1.5～４㎝程度のものが多い傾向にあり、したがって適度な径の

丸木材が採取されて利用されていたことが伺え、その結果として高木の樹種だけでなく低木の樹種も

採取され、全体として樹種数が多くなったと考えられる。逆に、割材ではこうした低木の樹種は少な

く、さらに板材では低木の樹種は全くなく、スギ・クリ・コナラ節・モクレン属・カツラ属・キハダ・

ウルシ・カエデ属・トチノキ・ハリギリ・トネリコ属というように小高木～高木程度にまでなる樹種

しか見出されていない。これは板材の製材において必然的に大径の材が選択された結果であると考え

られる。

全体の点数では、クリが29点と最も多く、ついでトチノキが多い結果である。特にクリは木枠など

の板材や、その他割材、小径の丸木材のいずれにも最も多く見出されている。縄文後期・晩期の水場

遺構構造材にはクリが多い結果が県内の上谷地遺跡（村上 2003）以外でも、例えば山形県高瀬山遺

跡（小林 2003）や東京都下宅部遺跡（佐々木・能城 2004）をはじめとして報告されており、共通し

た傾向が認められる。クリは硬く丈夫であるが、割裂性に優れて板材を割り出すのは容易である。加

えて水湿に対して耐性が高く腐り難いので、こうした材質に着目した樹種選択が成された可能性が考

えられる。ただし、クリ以外の樹種をみてみると、カツラ属・モクレン属・ウルシ・トチノキのよう

に耐朽性の低いものも利用されており、これらは軽軟な部類の材で割裂・加工が容易であることから、

Ⅴ 柏子所Ⅱ遺跡水さらし場遺構構造材の種類

―165―

№ 遺構 遺物番号 樹種 木取り 備考（径、伐採時期等）

51 SX42 289 クリ 板目

52 SX42 290 ミツバウツギ 半裁？ d=2.8

53 SX42 291 トチノキ 芯持丸木 d=1.6

54 SX42 292 クリ 芯持丸木 d=1.6

55 SX42 293 ムラサキシキブ属 半裁？ d=3.9

56 SX42 294 トチノキ 芯持丸木 d=2.0

57 SX42 297 カエデ属 芯持丸木 d=1.3

58 SX42 298 ハリギリ 板目 端部焦げ

59 SX42 299 トネリコ属 半裁？

60 SX42 315 ケンポナシ属 芯持丸木 d=2.4

61 SX42 316 トチノキ 板目

62 SX42 318 ムラサキシキブ属 半裁・面取り

63 SX42 351 カエデ属 分割1/4・面取り

64 SX42 352 クマノミズキ類 みかん割

65 SX42 353 トネリコ属 半裁？

66 SX42 355 クリ 芯持丸木 d=3.8、春の伐採

67 SX42 356 クリ 芯持丸木 d=3.6、春～夏の伐採

68 SX42 364 クリ 柾目

69 SX42 365 クリ 柾目

70 SX42 368 クリ 芯持丸木 d=2.8

71 SX42 369 クリ 芯持丸木 AMS

72 SX42 370 カツラ属 AMS、板材（大物）

73 SX42 372 クリ 板目

74 SX42 374 コナラ節 芯持丸木 d=3.4

75 SX42 378 クリ 芯持丸木 d=2.9,端部焦げ

76 SX42 379 ナツハゼ節 芯持丸木 d=1.8

77 SX42 380 ハリギリ 芯持丸木 d=2.7

№ 遺構 遺物番号 樹種 木取り 備考（径、伐採時期等）

78 SX42 381 カエデ属 芯持丸木 d=1.8

79 SX42 383 ウルシ 板目

80 SX42 385 クリ 柾目

81 SX42 388 広葉樹樹皮 削出

82 SX42 392 広葉樹樹皮 削出

83 SX42 394 ウルシ 板目

84 SX42 399 キハダ 芯持丸木 d=2.1

85 SX42 402 クリ 板目

86 SX42 404 イヌザンショウ 芯持丸木 d=3.2

87 SX42 405 マンサク 芯持丸木 d=2.8

88 SX42 407 クリ みかん割

89 SX42 410 トネリコ属 板目 表面焦げ

90 SX42 413 マンサク 芯持丸木 d=1.5

91 SX42 414 クリ 板目

92 SX42 415 タラノキ 芯持丸木 d=2.0

93 SX42 423 ハリギリ 芯持丸木 d=4.5

94 SX42 428 ハリギリ 芯持丸木 d=5.3

95 SX42 438 クリ 板目

96 SX42 448 トチノキ 芯持丸木 d=2.2

97 SX42 459 キブシ 半裁？ r=2.2

98 SX42 486 トチノキ 芯持丸木 d=2.3

99 SX44 38 クリ AMS

100 SX44 40 エゴノキ属 芯持丸木 d=2.3

101 SX44 41 ムラサキシキブ属 芯持丸木 d=2.0

102 MD50 木根 トチノキ AMS

103 MD51 4 スギ 板目

104 MD51 10 キハダ AMS



水湿という材質への嗜好性よりも、割裂性・加工性へ

の着目から樹種が選択されていることが想定される。

クリやトチノキなど食料としても有用な樹種が木材と

して利用されていることへの解釈として積極的な管理

の可能性（西田 1981）や種子生産性に着目した個体

識別の可能性（千野 1991）などの指摘があるが、こ

れらのことを念頭に置きつつ、クリがどの程度選択的

に利用されているかどうかは周辺植生におけるクリを

はじめとした各樹種の資源量を加味する必要があろう。

見出された樹種の全体の傾向としては、落葉広葉樹が

そのほとんどを占めており、針葉樹はスギの１点しか

見出されていないことが挙げられる。現在では日本海

側にスギの天然分布とされる地域は多いものの、これ

らは花粉分析からは縄文後期～晩期にかけての気候の

湿潤化を契機としてスギが増加し始めたことが明らか

にされており（例えば、辻・日比野 1975；辻 1981）、

遺構構築時には周辺に少なく、そのため割裂・加工性

に優れるスギ材の利用も少ないのかも知れない。また、

ノリウツギ・アカメガシワ・タラノキといった伐採跡

地や林縁を主な生育地とする樹種が検出されたことは、

遺跡周辺の林に伐採などの人為的な攪乱が加わってい

たことを強く示唆する。さらに、中国原産であり栽培植物の樹木であるウルシの材が利用されていた

ことも事例としては少なく注目すべきで、遺跡周囲で漆採取のためウルシが栽培されていた可能性が

極めて高いといえる。

【引用文献】

千野裕道（1991）縄文時代に二次林はあったか－遺跡出土の植物性遺物からの検討－．「東京都埋蔵文化財センター研究論

集」Ⅹ，215-250

小林圭一（2003）山形県高瀬山遺跡の水場遺構．「平成14年度縄文講座 縄文人の台所・水さらし場遺構を考える－縄文人

は水とどうかかわってきたか－」9-24，青森県教育委員会

村上義直（2003）秋田県の水さらし場遺構．「平成14年度縄文講座 縄文人の台所・水さらし場遺構を考える－縄文人は水

とどうかかわってきたか－」25-34，青森県教育委員会

西田正規（1981）縄文時代の人間－植物関係－食料生産の出現過程．「民族学博物館研究報告」6-2，234-255

佐々木由香・能城修一（2004）東京都下宅部遺跡の水場遺構材から復元する縄文時代後期の森林資源利用．「植生史研究」

12,印刷中

辻誠一郎（1981）秋田県の低地における完新世後半の花粉群集．東北地理33，81-88

辻誠一郎・日比野紘一郎（1975）秋田県女潟における花粉分析的研究．第四紀研究14，151-158

第５章 自然科学分析

―166―

第15表 種別にみた樹種の傾向

樹種 割材 板材 丸木 計

スギ 1 1

ハンノキ亜属 1 1

クリ 4 15 10 29

コナラ節 1 3 4

モクレン属 1 1

カツラ属 1 1

マンサク 2 2

ノリウツギ 1 1

カマツカ 1 1

アカメガシワ 1 1

イヌザンショウ 1 1

キハダ 1 1 2 4

ウルシ 4 4

カエデ属 4 1 4 9

トチノキ 2 9 11

ミツバウツギ 1 1

クマヤナギ属 1 1

ケンポナシ属 1 1

キブシ 1 1

クマノミズキ類 1 1

ハリギリ 1 1 4 6

タラノキ 1 1

ナツハゼ節 1 1

エゴノキ属 2 2

トネリコ属 3 3 2 8

ムラサキシキブ属 2 2 4

ガマズミ属 1 1

タニウツギ属 2 2

広葉樹樹皮 3 3

計 21 31 52 104
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第105図 大型植物化石

出土した大型植物化石（スケールは、１～７、９、10、13、14が１㎝、８、11、12が１㎜）
１．オニグルミ、核（自然半割）、132 ２．オニグルミ、核（頂部欠損）、124 ３．オニグルミ、核（頂～側部欠損）、119
４．オニグルミ、核（頂・側・底部欠損）、119 ５．オニグルミ、核（側～底部欠損）、130 ６．オニグルミ、核（頂・底部
欠損）、119 ７．オニグルミ、コナラ属、果実、133 11．コナラ属、果実（尻）、132 ９．ミズナラ近似種、殻斗、133 10．
コナラ属、果実、133 11．コナラ属、果実（尻）、132 12．コナラ属、果実（尻）、133 13．コナラ属、炭化子葉、110 14．
クリ、果実、118

出土した大型植物化石（スケールは、１～４、９、12、13、が１㎜、５～７、10、11、14が１㎝）
１．サクラ属サクラ節、核、120 ２．サンショウ、炭化？種子、110 ３．ミツバウツギ、種子、120 ４．カエデ節近似種、
果実、128 ５．トチノキ、果実（果皮）、116 ６．トチノキ、幼果、130 ７．トチノキ、種子、119 ８．ヤマボウシ、核、
128 ９．ミズキ、核、128 10．エゴノキ、種子、122 11．ハクウンボク、種子、120 12．ムラサキシキブ属、核、123
13．ガマズミ節、種子、128 14．ヒシ属、果実、133
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第106図 動物骨格、出土木材切片の光学顕微鏡写真（２）・（３）

出土木材切片の光学顕微鏡写真（２）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面 ＊スケールに注意

1a．スギ（103）bar：1.0㎜ 1b．同 bar：0.1㎜ 1c．同 bar：0.4㎜

2a．ハンノキ亜属（29）bar：1.0㎜ 2b．同 bar：0.2㎜ 2c．同 bar：0.4㎜

3a．クリ（47）bar：1.0㎜ 3b．同 bar：0.4㎜ 3c．同 bar：0.4㎜

柏子所Ⅱ遺跡出土動物骨概要

柏子所Ⅱ遺跡出土動物遺体
１・２イノシシ（１歯、２中足骨 遠位）３．シカ中手骨or中足骨 遠位
４～７．ウサギ（４脛骨 右 遠位、５橈骨 左 遠位、６上腕骨 右 遠位、７基節骨）
８．ハタネズミ 下顎大臼歯 ９．ネズミ類 基節骨 10．小型鳥類 上腕骨 右
11．カモ小型 中手骨 右 近位 12．カモ大型 脛骨 右 近位
13～15．カエル類（13上腕骨 右 遠位、14上腕骨 左 遠位、15脛腓骨） 16．ヘビ類 椎骨

柏子所Ⅱ遺跡出土魚類遺体
１～３．スズキ類（１前上顎骨 右、２第２椎骨、３歯骨 左） ４・５．タイ類 歯 ６．ボラ
類 椎骨 ７～15．コイ科（７咽頭骨、８～10第１椎骨、11・12腹椎、13．尾椎 14．棘、15尾
部棒状骨）16・17．サケ科 椎骨破片

出土木材切片の光学顕微鏡写真（３）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

4a.コナラ節（40）bar：1.0㎜ 4b．同 bar：0.4㎜ 4c．同 bar：0.4㎜

5a.モクレン属（30）bar：1.0㎜ 5b．同 bar：0.2㎜ 5c．同 bar：0.4㎜

6a.カツラ属（72）bar：1.0㎜ 6b．同 bar：0.2㎜ 6c．同 bar：0.4㎜
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第107図 出土木材切片の光学顕微鏡写真（４）～（７）

出土木材切片の光学顕微鏡写真（４）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

7a．マンサク（87）bar：1.0㎜ 7b．同 bar：0.2㎜ 7c．同 bar：0.4㎜

8a．ノリウツギ（５）bar：1.0㎜ 8b．同 bar：0.2㎜ 8c．同 bar：0.4㎜

9a．カマツカ（41）bar：1.0㎜ 9b．同 bar：0.2㎜ 9c．同 bar：0.4㎜

出土木材切片の光学顕微鏡写真（５）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

10aアカメガシワ（６）bar：1.0㎜ 10b．同 bar：0.4㎜ 10c．同 bar：0.4㎜

11a．イヌザンショウ（86）bar：1.0㎜ 11b．同 bar：0.4㎜ 11c．同 bar：0.4㎜

12a．キハダ（104）bar：1.0㎜ 24b．同 bar：0.4㎜ 12c．同 bar：0.4㎜

出土木材切片の光学顕微鏡写真（６）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

13a．ウルシ（31）bar：1.0㎜ 13b．同 bar：0.4㎜ 13c．同 bar：0.4㎜

14a．カエデ属（36）bar：1.0㎜ 14b．同 bar：0.2㎜ 14c．同 bar：0.4㎜

15a．トチノキ（96）bar：1.0㎜ 15b．同 bar：0.2㎜ 15c．同 bar：0.4㎜

出土木材切片の光学顕微鏡写真（７）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

16a．ミツバウツギ（52）bar：1.0㎜ 16b．同 bar：0.2㎜ 16c．同 bar：0.4㎜

17a．クマヤナギ属（42）bar：1.0㎜ 17b．同 bar：0.4㎜ 17c．同 bar：0.4㎜

18a．ケンポナシ属（８）bar：1.0㎜ 18b．同 bar：0.4㎜ 18c．同 bar：0.4㎜



第５章 自然科学分析

―170―

第108図 出土木材切片の光学顕微鏡写真（８）～（11）

出土木材切片の光学顕微鏡写真（８）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

19a．キブシ（97）bar：1.0㎜ 19b．同 bar：0.2㎜ 19c．同 bar：0.4㎜

20a．クマノミズキ類（64）bar：1.0㎜ 20b．同 bar：0.2㎜ 20c．同 bar：0.4㎜

21a．ハリギリ（58）bar：1.0㎜ 21b．同 bar：0.4㎜ 21c．同 bar：0.4㎜

出土木材切片の光学顕微鏡写真（９）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

22aタラノキ（92）bar：1.0㎜ 22b同 bar：0.4㎜ 22c同 bar：0.4㎜

23a．ナツハゼ節（76）bar：1.0㎜ 23b．同 bar：0.2㎜ 23c．同 bar：0.4㎜

24a．エゴノキ属（25）bar：1.0㎜ 24b．同 bar：0.2㎜ 24c．同 bar：0.4㎜

出土木材切片の光学顕微鏡写真（10）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

25a．トネリコ属（89）bar：1.0㎜ 25b．同 bar：0.4㎜ 25c．同 bar：0.4㎜

26a．ムラサキシキブ属（55）bar：1.0㎜ 26b．同 bar：0.2㎜ 26c．同 bar：0.4㎜

27a．ガマズミ属（22）bar：1.0㎜ 27b．同 bar：0.2㎜ 27c．同 bar：0.4㎜

出土木材切片の光学顕微鏡写真（11）ａ．横断面 ｂ．放射断面 ｃ．接線断面

28a．タニウツギ属（24）bar：1.0㎜ 28b．同 bar：0.2㎜ 28c．同 bar：0.4㎜



第６章 ま と め

１ 水さらし場遺構について

ａ 変遷について

本遺跡の谷部分（Ｂ区）からは、本荘市上谷地遺跡に続き県内では２例目となる水さらし場遺構が

検出された。当初、水さらし場遺構ＳＸ42とＳＸ44は一連の遺構と捉えていたが、出土遺物や放射性

炭素年代測定の結果を検討し異なる時期の遺構と判断するに至った。この結果、谷部分では大きく分

けて三つの時期の水さらし場が構築され、長い期間に渡り断続的にトチのアク抜き工程の一つである

「水さらし」の作業が行われていたことがわかった。

最も古いのはＳＸ44で、杭によって固定された板材が確認できる他は全体の構造に不明な点が多い。

次に古いのは水さらし場遺構の中では最も保存状態の良いＳＸ42である。この遺構内からは、縄文

時代後期末の土器が出土しており、構造材の放射性炭素年代測定結果でも、ほぼ妥当な結果が得られ

ている。

最も新しいのはＳＸ42覆土上に構築されているＳＸ43である。遺構の一部しか残存していないため

具体的な構造は不明であるが、残存部の状態から遺構の本体は谷を下る水流の中心付近にあったとみ

られ、構造材のほとんどは水流や土砂によって流失したものと考えられる。構造材の放射性炭素年代

測定の結果では、縄文時代晩期頃の年代が得られている。

ｂ 遺構の構造と作業場について

調査終了当初は、ＳＸ42やＳＸ44で検出した板材を、本来は４枚の板材で構成される木枠構造の一

部と考えていた。しかし後の整理作業において構造材の分布を検討した結果、水流と平行方向の板材

が全くみられないことや、水流と直交する方向に分布する各板材（板材１～４）の対辺となる部分が

確認できないことなどから、板材で四方を囲い込むような構造の木枠は存在しなかった可能性が高い

という結論に達した。そこで推定される構造は、板材を立てることによって堰をつくる構造である。

堰をつくることによって上流側にはダムのような貯水部分が生じると考えられる。ここで問題となる

のは、水さらしを行っていた場所が堰の上流側か下流側かという点である。水さらしは、アクを流す

ために通常流水がある場所で行う必要があるとされる。このため、堰の上流側の水が淀みがちな貯水

部分よりも堰から水が流れ落ちる下流側が水さらしに適した場所といえる。板材に抉りがある場合は、

水がその部分に集中し、より強い水流となって下流に下るため、下流側は水さらしにとってより都合

の良い場所になると推測される。以上の点から、板材の主に下流側で水さらしが行われていたと考え

たい。この場合ＳＸ42では最低２、３箇所で、ＳＸ44では最低１箇所で作業が行われたと推測できる。

ただし、ＳＸ42に関しては、板材と板材の間のスペースがかなりあるため、どれくらいが実際の作業

場（トチを水にさらす部分）に費やされていたのかは不明である。

ＳＸ42で方形状の配置で検出された６本の杭については、第４章で杭の存在を基に杭に大きな負荷

がかかるような構造物があった可能性を指摘した。推測される構造に関しては、足場や上屋などが考

えられるが、具体的な構造については類例の蓄積を待って検討したいと思う。

既述したようにＳＸ42は、谷筋を掘削・整地した上で木組みを設置するという大がかりな作業を行っ

ているため、ある程度の人手による共同作業によって構築された可能性がある。
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ｃ もう一つの水さらし場遺構の存在と谷部分の土地利用の変遷について

捨て場からは縄文時代後期のほぼ全般にわたる土器が出土しているが、ＳＸ42・44の構築期よりも

古い時期の土器が出土量の多くを占めている。注目されるのは、それらの土器と同じ層からトチの種

子の細片が多数みつかっていることである。このことはＳＸ42・44が構築される以前にも谷部分のど

こかで水さらしが行われていたことを意味している。その場所については、ＳＸ42・44の西側にある

古い時期の谷筋である可能性が高いといえる。この古い谷筋は調査前の地形からは予測できなかった

もので、捨て場の広がりを西に追うことによってＳＸ42構築以前の谷部分地形が、東の平坦面（Ｃ区）

から西に下る斜面であり、古い谷筋は斜面のさらに下方にあったことが判明したのである。つまりＳ

Ｘ42・44や捨て場がある所よりも西側に当初の谷筋があったことになる。この古い谷筋は台地先端部

の地滑りによる滑落土に覆われているため、安全上の理由により調査することができなかったが、こ

の谷筋で古い時期のアク抜き作業が行われていたと考えられる。古い谷筋が台地先端部の滑落土で埋

まったため、谷筋が東側に移り、そこにＳＸ42～44が構築された可能性が高いとみられる。以上の内

容から谷部分の土地利用の変遷についてまとめると次のようになる。

谷の形成過程から人々が谷を利用しはじめるまで

① 台地の先端部が大規模な地滑りで崩れる（縄文前期以前）。

② 低地に堆積した滑落土が安定し平坦面化する（Ｃ区の形成）。ただし、滑落土の西側部分は、

湧水に端を発する流水や雨水によって浸食され、谷状の地形（Ｂ区）が形成される。

③ 縄文時代中期の終末から後期初頭にかけて、人々が谷部分を利用するようになる。

④ 谷部分に土砂が堆積し、谷が浅くなる。平坦面から谷にかけては緩やかな斜面となる。この時

期の谷筋は水さらし場遺構よりも西側にあった。

谷の本格的な利用からＳＸ43が構築されるまで（第109図）

１ 平坦面から西に下る斜面に捨て場が形成される（縄文時代後期前葉。谷筋には水さらし場が構

築されていた可能性が高い）。

２ 地滑りで谷が埋没し、谷筋が東側に移る（古い谷筋の埋没と新しい谷筋の発生）。新しい谷筋

の下流側にＳＸ44が構築される（掘削や整地の跡は不明）。

３ ＳＸ44の上流側の谷筋を掘削・整地し、ＳＸ42が構築される。

４ 土砂によってＳＸ42が埋没し、覆土の上にＳＸ43が構築される。

２ 水さらし場遺構と人々の暮らし

渡辺誠氏の調査・研究の成果から、トチの食用化の工程には様々な作業があり、かなりの手間暇が

かかることが明らかにされている。この中で指摘されている「煮沸」や「アク抜き」といったトチの

食用化に欠かせない工程が本遺跡周辺のどこで行われたのかは不明であるが、大量に検出されたトチ

の種子細片の存在は水さらし場の近くでトチの「敲き割り」が行われていたことを示している。捨て

場や水さらし場遺構周辺で出土した凹み石や敲き石がこの作業に用いられた可能性がある。本遺構の

周辺からはトチ以外にオニグルミの種子の砕片も多くみつかっている。オニグルミはアクは含まない

ものの、果肉を腐らせ洗い流す際に水辺での作業が必要となる。以上のように当時の人々はトチやク

第６章 まとめ

―172―



―173―

第109図 水さらし場遺構の構築から埋没までの概念図
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調査できた部分



ルミを食料としていたことがわかるが、トチに対しては水さらし場遺構の構築を発端とする多大な労

力をかけて食料化していることから、トチは重要な食料だったことが窺える。これらの植物食に加え、

動物や魚類を食料としていたことが捨て場から出土した動物遺体によってわかる。このように本遺跡

の調査からは、植物採取や狩猟・魚撈を生業とした縄文時代の人々の暮らしが復元できる。

今回の調査では検出した１軒の縄文時代後期後葉の竪穴住居跡は、出土した土器から縄文時代後期

後葉に構築されたことがわかる。これは、水さらし場遺構ＳＸ42の時期に近いため、この遺構に関わっ

た人が使用した住居である可能性が考えられる。他には当遺跡の東側調査区外に住居に適した比較的

平坦な面があるため、この部分に竪穴住居が存在する可能性が残されている。

結 び

最後に、今回の調査結果からわかった遺跡の変遷を簡単にまとめて結びとしたい。

縄文時代前期以前に起こった台地先端部の大規模な滑落によって生じた平坦面が安定し、そこに人

間の生活の痕跡が現れるのは縄文時代中期の初め頃である。この時期の人々の積極的な活動の痕跡は

見つかっていない。検出した遺構は土器埋設遺構１基である。

縄文時代の中期末から後期初頭にかけて平坦面から谷にわたる部分を人々が利用するようになる。

谷部分は当初、平坦面と同じ地形であったが、水流による浸食作用によって谷が形成され、平坦面か

ら谷に向けて緩やかな斜面が形成された。そこに縄文時代後期前葉の頃から捨て場が形成されるよう

になる。捨て場には土器や石器などのほかに、トチの種子の殻や、食料の残滓などが捨てられ、谷筋

ではトチの水さらしが行われていた可能性がある。

縄文時代後期前葉の頃、谷上部の台地先端部が滑落し谷筋とともに捨て場の西側が埋没する。この

結果、谷筋は東側に移動する。縄文時代後期後葉の頃、そこに水さらし場遺構がつくられ（ＳＸ44）、

トチの水さらしが行われるようになる。

縄文時代後期の終わり頃、谷筋を掘削・整地して新たな水さらし場遺構（ＳＸ42）がつくられ、ト

チの水さらしが行われるようになる。平坦面では竪穴住居跡１軒がつくられる。

土砂の堆積により水さらし場遺構を含む谷が埋没し高くなった谷筋に、縄文時代晩期頃に再び新た

な水さらし場遺構（ＳＸ43）がつくられ、トチの水さらし等の作業が行われる。やがてこの遺構のほ

とんどが水流によって流出してしまう。

その後、谷筋の下流部を弥生時代の人々が利用するようになり、平坦面の方では竪穴住居跡が１軒

つくられる。この頃にも水さらし場遺構が存在していたかどうかは不明である。

しばらくの間人々の生活が途絶えた後、平安時代になって再び遺跡が人々に利用されるようになる。

人々は平坦面に小さな集落をつくり生活していた。検出した遺構は、竪穴住居跡６軒、竪穴状遺構１

基、土坑９基などである。谷部分からはこの時期の遺物が全く出土していないため、谷部分はこの頃、

調査前の沼沢地になっていた可能性が高いといえる。
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柏子所Ⅱ近景（北→）

ＳＸ42・43・44水さらし場遺構（北→）



ＳＸ42（北→） ＳＸ42上流側の構造（北→）

ＳＸ42（南→） ＳＸ42下部構造（東→）

ＳＸ42下流側の構造（北→） ＳＸ42板材・礫出土状態（北→）

ＳＸ42板材（南東→） ＳＸ42板材（南東→）

図
版
２



ＳＸ42覆土（北→） 水さらし場遺構調査状況（北西→）

捨て場遺物包含層とＳＸ42覆土（北東→） 捨て場遺物包含層とＳＸ42覆土（北→）

水さらし場遺構調査状況（北西→） Ｂ区Ⅵ層堆積状態（北→）

ＳＸ42東壁面地滑り状土層堆積（北西→） ＳＸ43確認状態（北西）

ⅥⅥ層層
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ＳＸ44堰部確認状態（北→） ＳＸ44堰部土層断面（北→）

ＳＸ44板材の留め杭（北西→） ＳＸ44東側部分の旧自然木（東→）

ＳＸ44下流側（北西→） Ｂ区確認調査の状況（北→）

Ａ区から見た調査前のＢ区（南→） Ａ区から見た調査中のＢ区（南西→）

板板材材

杭杭

旧旧自自然然木木とと
そそのの細細根根

①① ②②

①① ②②
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ＳＩ26完掘（北→）

ＳＩ26覆土出土土器（南→） ＳＩ26遠景（北西→）

ＳＩ26ベンチ部分（南東→） ＳＩ26壺形土器出土状態（南東→）

ＳＩ26完掘（南東→） ＳＩ26土層断面（南→）
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５



ＳＫＩ35土層断面（南東→） ＳＫ04・05土層断面（西→）

ＳＫ06遺物出土状態（北西→） ＳＫ06土層断面（西→）

ＳＫ08・09完掘（西→） ＳＫ09土層断面（北西→）

ＳＮ32確認（西→） ＳＲ14確認（南→）
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Ｂ区（南西→） 捨て場遺物出土状態（南東→）

捨て場遺物出土状態（北東→） 捨て場トチ種子細片出土状態

捨て場遺物出土状態（南西→） 捨て場遺物出土状態（南西→）

捨て場種子等出土状態 調査後Ｃ区横断面（北西→）
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ＳＩ33、ＳＩ21完掘（西→）

ＳＩ19完掘（西→） ＳＩ19炭化物集中地点（南→）

ＳＩ19カマド完掘（南西→） ＳＩ20完掘（西→）

ＳＳＩＩ3333

ＳＳＩＩ2211
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ＳＩ20カマド精査中（西→） ＳＩ21土層断面（南→）

ＳＩ21カマドＡ （南西→） ＳＩ21カマドＡ （西→）

ＳＩ21カマドＡ ピット（南→） ＳＩ21カマドＢ土層断面（北→）

ＳＩ24完掘（西→） ＳＩ24カマド完掘（西→）
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ＳＩ27完掘（東→） ＳＩ27カマド精査中（南東→）

ＳＩ34完掘（北西→） ＳＩ34焼土確認（西→）

ＳＫＩ38完掘（東→） ＳＫ03完掘（南東→）

ＳＮ17・ＳＫ22完掘（東→） ＳＫ23完掘（西→）
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ＳＫ29完掘（北西→） ＳＫ31完掘（北東→）

ＳＫ40土層断面（南→） ＳＫ02完掘（北西→）

ＳＫ36完掘（東→） ＳＫ37完掘（東→）

ＳＷ01完掘（北西→） ＳＮ15・17・18確認状態（北→）
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ＳＩ26出土土器 ＳＩ26出土土器

ＳＩ26出土土器 ＳＩ26出土土器・石器

ＳＫ06出土土器 ＳＫ06出土土器
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ＳＲ14出土土器 ＳＸ42出土土器

ＳＸ42出土遺物 ＳＸ44出土土器
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ＳＸ44-38 構造材（板目材） ＳＸ42-460 構造材（板目材）

ＳＸ42 構造材（丸木材） ＳＸ42 構造材（炭化部分）

ＳＸ42 構造材（細杭加工痕） ＳＸ42 構造材（杭）

ＳＸ42 構造材（杭尖端） ＳＸ42 構造材（杭尖端）
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ＳＩ19出土土器 ＳＩ20出土土器
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付図① 柏子所Ⅱ遺跡柱穴様ピット配置図（Ａ・Ｂ区）
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付図② 柏子所Ⅱ遺跡柱穴様ピット配置図（Ｃ区）
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